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強行遠足アーカイブ

東京方面コース 第１回　１９２４年(大正１３年)

　｢第10代江口俊博校長｣

強行遠足を始めた名校長

｢甲府中学校舎｣

松本方面コース

｢松本城｣(明治末～大正初年)

｢甲府中学正門｣

当時は甲府(舞鶴)城中にあった

｢笹子峠の矢立の杉｣笹子峠は
このコース中、呈大の難所であった

｢甲府中学正門｣東より望む

｢下花咲本陣跡｣最長到達地は更に先の

｢上野原宿｣、江□校長も生徒と歩かれた

第２～３回　１９２５～１９２６年(大正１４～１５年)

木曽福島・松本方面コース

｢木曽の御嶽山｣

　　｢蔦木宿｣信州に入って最初の宿場町｡強行遠足　　　｢強行遠足記録｣大正15年より現存する

　　の時期､柿の実が鈴なりであった(昭和18年)

第４～５回　１９２７～１９２８年(昭和２～３年)

｢木曽福島宿｣ ｢木曽代官屋敷跡｣

,!



｢甲府中学｣美咲に新築移転(昭和3年)。写真は創立50

周年､校舎新築落成記念の校門前アーチ(昭和5年)

｢庭園記念碑｣(昭和4年)

信濃大町方面コース

F大町のコスモス」

｢青木湖より白馬三山を望む｣

第６～３６回

｢講堂｣堂々たる建築(昭和4年) ｢賛天地之化育｣江口校長の選

　　　　　　｢碑文｣江口校長のやさしさがにしみ出ている

１９２９～１９６１年(昭和４～３６年)

｢美しい青木湖と中綱湖(手前)｣

｢松本検印所トップ到麗｣トッブ到涵の大代千治氏

(中央：昭和11年11月４日)

｢青木湖の紅葉｣

｢中編湖｣岩間車窓氏の到達した

｢築垣｣駅前に広がる

F松本到馬者｣伊藤忠一(左端)、小尾鳩三(右端)先生らの

出迎えを受ける(昭和11年)

ｊ
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｢松本検印所｣(昭和18年)

｢出発前｣戦後も伝統は続く(昭和21年)

F岩間孝吉氏月顎高到遠距離記録者

(昭和32年)

小諸方面コース

｢小諸誠三の門｣

｢浅間山と小諸市街地｣

(当時の学生貝昭和18年)

{17
I?らり 回心

｢麦茶で給水｣(小野～辰野パ昭和18年)

｢女子学生も応援丿韮崎市穴山橋付近(昭和25年)

､unl;図回丿哨7）哺い）即､旧□巧）

｢昭和30年代の松本駅｣モータリゼーション

の進行で、信濃大町方面コースも変更へ

｢千曲川と小諸｣

｢小諸城大手門｣

,!

｢検印カード｣

第３７～８０回　１９６２～２００６年(昭和３７～平成１８年)

｢浅間山と田園｣

｢小諸・佐久平一帯の眺望｣



｢出発前｣校舎にはクラスの応揚幕が見える

(昭和53年)

｢清里高原を走る小海線｣

｢野辺山の名コック長、岡部勝男氏｣
(昭和54年)

｢検印カード｣

lk

匹 　＿‾・　 j 至 g

　 一 一　 一 一
　 － 一 一
　－　　　　　

一一
　－　　

一一－
　一　　　

一一ら‾

■㎜㎜㎜■㎜㎜■■■　　■■■■㎜㎜■■㎜■㎜㎜■■㎜　■■㎜㎜■■■■㎜■
㎜㎜㎜㎜■■■　■㎜■■㎜■
: 男 気 こ

｡

ｙ り 零 追

こ

と

｡

･ j

士

。

-

･

｡

恥

｢小諸必着｣(昭和53年)

t
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｢臼田のおばちゃんとお孫さん｣(昭和54年)

高
等
学
校
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｢臼田のおばちゃん｣(昭和54年)

4J

｢いざ出発｣女子学生の見送りを受けて

(昭和54年)

｢小海到着｣(昭和54年)

｢えらかったじやろ、さあ食べなさい｣やさしい臼田三
反田のおばちやんたち(昭和54年)

｢三岡の柏木宇三郎氏(中央)｣気骨ある人情家であった

(昭和54年)

,!
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第80回　強行遠足グラフティ

力を結集､協力者合同会議全体会
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強行遠足出発式（10月14日）：岩間孝吉さんの激励

強行遠足出発式：生徒会長田辺翔君の力強い宣誓

出発の号砲：闇をつんざく

安全への入念な打ち合わせ､協力者合同会議　高根救護検印所

強行遠足出発式：北見北斗高校来校

強行遠足出発式：北見北斗高校生徒を感動させた席援團

新たなる未知の領域を目指して出発 PTA会長、同窓会長も時の熟したことを

告げる
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払暁の甲斐市周辺：協力者は辻辻に立つ

登美の坂はまだ物語の序章

コスモス争う街道を駆け抜ける

和気藷々　そうは言っても速さは負けない友達同士

開の中に目指す光を見つめて

今井の中央緩下：同窓会幹部も激励

北見北斗と一高生の交流が続く 女子出発　号砲と共に
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のとかな北巨摩を歩きぬく
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若林救護検印所

いずみ荘前　疲労は容赦なく
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回二jJ』

呂匹戸弓手ヨー-’‾‾‾‾‾‾’て二匹‾‾’’-J

無言

母の手のように温かい　ありがとう

一 一

語らい

豊かな収穫後の田畑を、明るい若者が行く

大泉救護検印所　この奥には温泉が沸くのだけれど

安全への願いは強く

俺も薬塗るよ

清里学校寮近く：頑張らなきや

ｊ



まきは公選：吹奏楽部ＯＢ・ＯＧ魂の演奏による漕励

木の葉の健やかさが目に染みる

ゴールを目指して…それは｢野辺山｣の３文字

それぞれのゴール

水をもっと下さい

もう足の裏が自分のものではない

検印所の族を曲がれば

のとにしみいる野辺山のししみ汁

青春のゴールは必ずそこに待っている

今年も一緒に飲めたね　たたえ合う友

4!
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北見北斗高校との交流（’05北海道北見北斗高校にて）

男子　１位　依田悠亮君

男子　22位　市井資格君
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女子　１位　山口まなさん

女子　８位　原彩香さん

北見北斗高校との交流C06甲府第一高校にて）

強行遠足出発式　北見北斗校長先生をはじめとする皆さん

女子で健闘した辻さん

校長室で勢ぞろいの勇者達：左手奥には湛山の

Boys.be ambitiotJs！

男子犬健闘の秋山君

,!
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強行遠足アーカイブ

第80回強行遠足グラフティ

北海道北見北斗高校との交流

伝統に息づく強行遠足

感動の第80回強行遠足

強行遠足への想い

第80回強行遠足によせて

小諸へのあこがれ

　　校　長

同窓会会長

　PTA会長

PTA保健体育委員長

　　生徒自治会会長

高瀬孝人……………………１

望月操三……………………２

武内有二……………………３

飯窪一徳……………………４

田辺　翔 ５

　強行遠足の沿革と意義……･‥……………………………I…………･………‥……………6

　強行遠足の概要……………………………………………………………………………８

　第80回強行遠足実施状況………………………………………………………………19

　『道中こぼれ話』……………………………………………………………………………21

　対談『今､語る167.1kmへの道』………………………………………………………29

　追想『ありがとう、臼田のおばちゃん』…………………………………………………35

　水谷法栄さんの交通事故死を乗り越えて………………………………………………44

　『強行遠足体験記』……………………………………………………………………………47

　『強行遠足新聞』……………………………………………………………………………56

　｢甲府一高新聞｣……………………………………………………………………………57

犬強行遠足Q＆A……………………………………………………………………………58

　強行遠足の記録……………………………………………………………………………60

--ｊ

Ｉ　資料翻刻『本校に於ける強行遠足の意義とその賓際』(抜粋)

　　(昭和12年・1937)…………………………………………………………………69

11　江口俊博校長の紹介…………………………………･…………………………………79

Ⅲ『第８０回強行遠足要覧』(抜粋)…………………………………………………85

編集後記…………………………………………………………………………………101
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伝統に息づく強行遠足

f.

校長　高瀬孝人

　本校最大の伝統行事である強行遠足は、今年度で第80回を迎え、素晴らしい好天の下で､成功裡に

終えることができました。これも偏に、生徒一人ひとりの大奮闘は無論のこと、沿線で救護や巡視に

当たってくださった保護者や同窓生の方々、並びに警察や病院などの関係機関の方々のお力添えがあ

ったればこそと、厚く感謝申し上げます。

　今回の最終到達率は、男子78.8％､女子93.3％と好結果でした。生徒各自にとって、厳しいチヤレ

ンジの場であったと同時に、得難い、充実した体験として、良き思い出の一ページとなったことと思

います。自らの体を通して昧わった、こうした感激や充実感こそ自信の礎となり、｢生きる力｣の源泉

となり、人生の支えとなって、今後の生活に活かされてゆくものと確信いたします。

　今回は、北海道から北見北斗高校の生徒男女２名ずつの参加もあり、大会に花を添えていただきま

した。随行された金山繁樹校長先生や渡辺和勇同窓会長様をはじめ４名の皆様とも５日間にわたって

親交を深め、より一層両校の交流の幅を広げることができました。生徒同士も各ホームルームや大会

の場において積極的に交流を図り、親睦の絆を深めることができたとの金山先生からの報に、何より

と喜んでおります｡平成４年以来､続いてきた相互の交流を今後とも末永く継承・発展させてまいり

たいと思います。

　本県では、来年度の入学生から全県一学区という新しい入試制度が導入され､各高校の特色づくり

が求められております。本校といたしましても、すでに２学期制や45分授業(一部90分授業)の導入

を決定し、目下､特色あるカリキュラムの編成や行事の見直し等に取り組んでおります｡強行遠足が

その一環として、ますます魅力ある行事となるよう、鋭意、工夫してまいります。その際、絶えず80

年前の原点に立ち返り、一回毎にその魂を鼓吹しながら、伝統の環を確実に繋げてまいる所存です。

今後とも、変わらぬ御支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

--ｊ
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感動の第80回強行遠足

同窓会会長　望月操三

　記念すべき節目の第80回強行遠足が､北見北斗高校の４名の生徒を迎えて、清清しい秋晴れの下で

挙行され､無事に終了できましたことを関係者の皆様方と共に喜びたいと思います。

　前日の激励会では、80回という記念すべき大会ですので、一高在学時代平凡な結果しか出なかっ

た私に代わり、我等同級生が誇る岩間奉告君に生徒諸君を激励していただきました。岩間君は、「終点

地なしの信濃大町方面24時間制」が実施されていた昭和32年第33回大会において、大町市築場まで

167.1kmという歴代最高到達地点踏破の偉大な記録を達成されました。岩間君の実体験を通した激励

には生徒諸君も深く感動を受けたことと思います。

　さて、その日の午後、甲府駅に北見北斗高校の渡辺同窓会長をお迎えに行き、２時間ほど市内の観

光案内をしながら、お互いに同窓会の情報交換をいたしました。母校が交流高校としてお付き合いい

ただいているお相手だけあって、北海道内においても、誇り高い文武両遠の素晴らしい学校であるこ

とを改めて認識させていただきました。強行遠足の当日は、我々の車に北見北斗高校の金山校長、高

橋事務長､大川教諭､渡辺同窓会長に同乗いただき全線を巡視いたしました。

　北見の皆様方にとっては、北見の４人の生徒が､無事に完走してくれることがなによりの願いであ

ることが我々にひしひしと伝わってまいりましたので、我々の車は専ら北見の生徒の応援に時間を費

やしました。そのかたわら、車中で相互理解・親睦も図れたことに感謝しております。北見の辻さん

のお母さん、お祖母ちやんも応援に駆けつけてきておりました。交流の最大の貢献者の田中先生も自

費でお越しくださいました。生徒も、教師も、保護者も、同窓会も、それぞれが大会成功に寄与してく

れました。感動することの多い素晴らしい大会でした。

　最後に一日も早く本来の姿の大会に戻れることを祈念しております。

２
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強行遠足への想い

f.

PTA会長　武内有二

　先日、新年の合同クラス会に出席してまいりました。やはり、強行遠足の思い出話に花が咲きまし

た。誇らしげに語る者もあれば､悔しそうに諸る友もいました。とても楽しい時間を過ごすことが出

来ました。　当時は、今と違い白い体育ズボンに学生服といったいでたちで、午後2時に小諸を目指

して甲府一高を出発しました。強行遠足は､競走ではなく「ただひたすら歩く事」により自分の限界に

挑戦する行事であります。また、自分自身を見つめ直すまたとない機会を与えてくれる行事でありま

す。私は甲府一高を卒業して約30年になりますが､今でも大変誇りに思っています。

　強行遠足は、私にとっては悔しい思い出の行事でもあります。1年生の時は小諸まで甘く見て野辺

山でリタイヤ、2年生の時は大雨で挫折して松原湖、3年生の時はやる気満々で望み､小諸一歩手前の

三岡で膝に水がたまりドクターストップ｡大変残念でしたが、自分の限界に挑戦出来た事に感謝して

います。

　今回は､第80回という記念すべき強行遠足であり、また北海道北見北斗高等学校からの参加があっ

たことで、とても良い花を添えていただいたと思います。この強行遠足は、先生方､保護者、同窓会、

卒業生といった多くの方々の協力があってこそ開催できる行事であり、生徒の安全を第一に考えなが

ら､一高魂を培わせる大切な行事だと思います。だからこそ、私たち卒業生が経験した貴重な体験を、

一人でも多くの生徒さんたちに伝承していけるように、素晴らしい強行遠足にしていただきたいと思

います。

－３－
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第80回強行遠足によせて

PTA保健体育委員長　飯窪一徳

　全国に誇る第80回強行遠足が､平成18年10月15日北海道北見北斗高校の校長先生をはビめ､諸先

生方､男女４名の生徒を迎え実施されました。男子は午前５時､星空の下本校グラウンドを、女子は午

前7時30分北杜市立須玉小学校を、共にゴール野辺山を目指してスタートしました。

　大正13年、当時の江口俊博校長先生により｢歩くに勝る身体の訓練はない｣｢精根限り歩く｣。知・

徳・体のバランスのとれた人間育成が肝要であると唱導され、この行事が始められました。

　今年８月、第56回全国高等学校PTA連合会大会が秋田県で開催され､本校PTAが数千枚の中から

26校の｢優良PTA文部科学大臣表彰｣という栄えある表彰を受けました。三つの専門委員会の中から

伝統行事の｢強行遠足｣をはじめとした｢保健体育｣が高く評価され､受賞となりました。

　平成14年第76回大会には、強行遠足の歴史上最悪の悲劇が､長野県小海の町道で起きてしまいま

した。かけがえのない尊い命が､無謀運転の少年に奪われたのです。当時私は松原湖に勤務していま

したが､今でも思い出すと涙が溢れてきます｡存続が危ぶまれましたが、ご遺族の皆様の強い思いや、

学校関係者皆様の要望に支えられ､命の大切さ・再発防止・交通安全意識を高め､新たにスタートし

ました。

　この伝統行事は３回の中止を除き、80回も連綿と続き歴史の重さを痛感しています。私事ですが、

日頃｢歩く｣｢走る｣は生活の一部となり、江口校長先生のお言葉の意味を実感しております。又､三人

の子供がお世話になり、７回連続お手伝いさせて頂いたことに感謝しております｡最後の大会に家族

全員で参加できたことは思い出深い一日となりました。

　最後に、多くの皆様からご協力を頂き、無事終了できましたことを心より感謝申し上げます。今後

更なる発展と両校の良き交流を祈念し、皆様方の一層のご支援をお願い致します。

－４－
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小諸へのあこがれ

ｔ

生徒自治会会長　田辺　翔

　自分の限界はどこにあるのだろうか｡生活の中で実感することはあまりない。もとより、限界を感

じるまで取り組める対象もそう筒単に見つかるものではない｡生活が豊かで便利になった現代に生き

ている私たちはあらゆる苦労と無縁の毎日を送り、快適に暮らしている。だが､ふと思うのである。

｢自分には何かできるのだろう｣と。自分で苦労を負わない私たちは、自分の力をはかる機会も失って

いるのではないか。そのように感じている私にとって、強行遠足とは自分の可能性を再認識するため

のものなのだ。

　現在の強行遠足の走行距離は一高から野辺山までの約55キロ、日常的に車や電車などの交通機関

を利用している私たちから考えればとても長い距離である。全行程を走り抜いてしまう者もあれば、

必死の思いかなわずリタイアする者もいる。誰にとってもこの遠のりはそう甘いものではない。一人

ひとりにそれぞれの強行遠足があるのだ。

　私の強行遠足は、挑戦である。単に野辺山までの挑戦というわけではない。まだ知らぬ自分の限界

への挑戦だ｡上り坂が大半を占めるコースを走っては歩き、やがて余裕はなくなっていく。足が自分

の進みたいという気持ちに逆らい、前に出なくなっていくことに驚きを感じる。これが｢本当に頑張

る｣ということなのだろうか｡一番つらいときにはそんなことを思ったりもした｡休もうという甘えを

断ち切り、自らを励まし一歩ずつ前進していかなくてはならない。これが自分の限界なのか。そう疑

い始めたときにゴールは見えてきたのだった。

　目指してきたゴール。テープをくぐり抜けた後、私は達成感に包まれていた。しかし、棒のように

なってしまった足を引きずりながらも思ったのである、｢自分はまだ歩いている｣と。

　55キロを歩ききったことは私に新たな自信をくれた。考えたことのないところまで､私は自分の足

でたどり着けることを知ったのだ。しかし、残る疑問が一つ。私は自分の限界を感じたのか。たとえ

ば､以前のゴールである小諸までの挑戦だったらどうなっていただろう。そう考えたときに感じたの

は、もっと歩いてみたいという欲求だった。｢まだいける。自分の限界まで｣

　小諸までなど到底たどり着けないかもしれない。だが､挑戦することには確かな意味があるのだと

思う。それは、自分の限界をまだ知らないから。前に進めたらそのぶんだけ、きっと見たことのない可

能性が広がっているからだ。
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強行遠足の沿革と意義

加藤　忍

ｊ

◇　沿　革

■｢強行遠足｣の始まり

　全国に誇る｢強行遠足｣を始められたのは､第10代校長江口俊博先生(在職1923～1932)である。

　大正13年(1924)文部省は、｢明治節の11月３日を国民体育日と定める。各市町村､諸学校とも記念

行事を実施せよ｣と通達を出した。これに応えて各学校では、運動会・競技会などを間いた。しかし、

甲府中学校(甲府一高)では校友会山岳部が｢強行遠足｣を提唱､江口俊博校長もまた｢歩くにまさる身

体の訓練はない｣とこれを支持、かくして11月３日に第１回｢強行遠足｣が全校生徒､職員を挙げて実

施された。コースは、第１班｢差出の磯｣・第２班｢昇仙峡｣・第３班｢穴山新府城跡｣・第４班｢東京方

面｣と、各自の体力に応じた４つのコースからの選択であった。第４班｢東京方面｣は､朝６時から夕方

の６時まで12時間、中央綿に治って東へ歩けるだけ歩くこととなった。

　実施してみると予想外の好評。しかし、東は笹子峠・小仏峠の難所があって適当でないなどの反省

も出て、翌大正14年(1925)からは西の松本を目指し、24時間歩けるだけ歩くことに改めた。江口校

長は､第１回以来､必ず生徒と一緒にスタート、上諏訪までは歩いたという。

　江口校長が去った後もその意志は歴代校長に引きつがれ､文部省、スポーツ医学会､マスコミの注

目を浴びるようになった。また｢強行遠足｣を学校行事に取り入れる学校が､県内はもとより全国に広

がっていった。以来幾星霜を重ねて今日まで、この伝統行事は３回の中止を除いて、80回も連綿と続

いている。

■　コースの変遷

　80回の歴史の中で、これまで次のようなコースの変遷があった。①東京方面コース(第１回)、②松

本方面コース(第２回～第３回)、③木曽福島・松本方面コース(第４回～第５回)、④信濃大町方面

コース(第６回～第36回)、⑤小諸方面コース(第37回～第80回)である。このうち、①～④(第１回～

第36回)までは、終点地は無く、各自の体力に応じて24時間(第１回のみ12時間)歩けるだけ歩くとい

う、江口校長が始められた｢強行遠足｣のスタイルがそのまま踏襲されてきた。第37回以降は、終点地

が定められ今日に至っている。

　　さて、コースの変更理由であるが､①東京方面(第１回)から②松本方面(第２回～第３回)への変更

理由は、前掲の通り。②松本方面(第２回～第３回)から③木曽福島・松本方面(第４回～第５回)への

変更理由は、松本到着者が相当数に及んだため、木曽福島(142km)・松本(120.4km)方面、２コース

からの選択としたのである。③木曽福島・松本方面(第４回～第５回)から④信濃大町方面(第６回～

第36回)への変更理由は、先のコースが鉄道沿線に沿ってはいたものの、駅への距離が遠いため、大

６
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糸線沿線道路に変更されたのである。④信濃大町方面(第６回～第36回)から⑤小諸方面(第37[d～第

80回]への変更理由は、道路舗装による通行車両の増加など、交通事情の悪化が主な理由であった。

■　痛恨の極み、そして伝統の継承

　平成14年(2002)、第76回強行遠足中、本校女子生徒が､危険運転行為を犯した運転者によりその

尊い命を奪われるという痛ましい交通事故が発生した。｢強行遠足｣の長い歴史の中で、初めての大き

な事故であり痛恨の極みであった。これにより｢強行遠足｣の廃止が論議されたが、｢強行遠足｣の継続

を希望する御遺族の意思や、生徒・保護者・同窓生・職員らの熱意により、翌平成15年(2003)より

終点地を小諸(男子103.3km ・女子45.8km)から野辺山(男子55.4km ・女子30.3km)に短縮して実施さ

れている。

◇意義

■　精根限り歩く

　江口校長は何を生徒に伝えようとして｢強行遠足｣を始められたのであろうか、またかくも多くの同

窓生が、｢強行遠足｣から尊い経験､教訓を得てその後の人生の糧としているのはなぜであろうか。

　｢強行遠足｣草創期の理念を伝える最も古い資料が、『本校における強行遠足の意義とその実際』(昭和

12年版)である。こによれば、｢敢えて強行遠足と名づけたのは、自分の体力に応じて歩けるだけ歩く

ということを強調せんが為である。

　由来人情の弱点は、安易なものとの妥協である。歩く場合でも少しく疲労を感ずると乗り物の事を

考える。或はある程度で止めてしまうという事になり勝ちである。之等一切の妥協と怠慢とを排して、

精根限り歩くという事を重視したのである。今一つは今迄何処の学校でも、遠足の翌日は休日にする

という事が､不文律的習慣となっていたが、この習慣を打破して、平常通り午前九時始業で、授業を

行っていくといふ事を建前とした。

　かうした所謂真剣勝負に因って、剛毅不屈の精神を養いたいと思ったのである｡｣と述べられている。

　つまり｢強行遠足｣は、順位や距離を競うものではなく、24時間以内に各自の体力に応じて出来る

だけ遠くへ行くことにより、自己の脚力・体力・精神力を培う、まさに本校の伝統精神である｢質実剛

健｣を生かす最大の行事なのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員)
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強行遠足の概要

第１回 (大正13年・1924)

●11月３目、全国体育目に際し、当校では全校職

　員生徒を各自の脚力と希望に応じて、下記のよ

　うに分類し、遠足運動を行った。

　第一班　差出の磯　往復七里

　第二班　御岳本社　同八里

　第三班　新府城跡　同九里

　第四班　最健脚者を選抜し、各自の実力を十分

　に発揮する目的を以って、中央線に沿い、甲州

　街道を東京に向かって行ける所までぐんぐん行

　き、帰路は汽車に拠る事にした。

　(『校友会誌』第49号､大正13年12月20目発行)

●スタートは午前６時､第４班のみは、12時間制

　を定めた。結果は、最高記録は上野原駅(64km)

　であった。検印方法は現在とは違い、乗車する

　国鉄駅の駅長の印によった。

第２回 (大正14年・1925)

●11月３目、全国体育目に当たり、我校では、例

　の徒歩主義に即して昨年通り巻行遠足を辛行｀し

　た。即ち、全校生徒を脚力に応じて二分し、比

　較的弱者組は御嶽仙峨滝へ強岩組は信州往還を

　松本へ向かって脚の続く限り、努力のあらん限

　り行けるところまで歩いて、帰途は中央線を利

　堺することにしたのである。

第３回 (昭和１年・1926)

●制限時間は前回同様、24時間で松本駅終点指

　定制とした。

●11月３目午前Ｏ時スタート、参加者588名、そ

　の内211名は県内にて中止､松本到着は14名。

　｢彼らの体力には余力充分ありと認める｣とい

　うことから、次年度のコース変更となる。なお、

　足弱者のためには､①新府城跡コースと②御嶽

　昇仙峡コース(４回まで利用)が用意された。平

　均距離49.5km。

－８

第４回 (昭和２年・1927)

●コースを木曽福島方面の29里半(158km)コー

　スと、従来の松本方面コースニ方面に行ける方

　式を採った。前年､健脚余力有る者多い為に24

　時間制で終点制なしとし、およその目標地を木

　曽福島町を目途とした。　　　　　‘

第５回 (昭和３年・1928)

－ｊ

●コースは前年同様､木曽路と松本路コース。足

　弱者コースは新府コースを残し、他は廃止し

　た。記録によると、木曽路には８名で、鳥居峠

　の手前の奈良＃５名、費川(にえかわ)に３名。

　松本方面は松本を越えてなんと篠井線の田沢駅

　(松本から7km先)15km先の明科駅方面にまで

　行った者もあらわれた。松本以北は43名(内松

　本着33名)の到着をみた。

第６回 (昭和４年・1929)

●木曽路は鉄道に沿ってはいたが､駅と駅との間

　隙が長く乗車指導が困難であったという理由か

　ち、松岑玖北菱づり國跳湯屋雁漕1欠鞘当瀬乞完

　めた。

●時間制限は4時間制、スタートＯ時、参加者は

　858名と800台を超した。

　最高は豊科(128.9km)2名､松本も56名と新記録。

第７回 (昭和５年・1930)

●強行遠足実施要項が始めて作成された。今回は

　松本到着は５名と低迷。

第８回 (昭和６年・1931)

●市街道路(下諏訪一岡谷｡辰野一小野｡小野一塩

　尻｡)は自由に近路を通ることを許す。ただし鉄

　道沿線､鉄道鉄橋を渡ることは絶対不可。

●途中救護所の場所は示すが､検印場所は秘密と

　する。⑧検印所は、白須、富士見、青柳、辰野、

　小野､村井北又は島田村の計６か所とした。

●最高到着地､有明(135.9km)1人。
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第９回
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(昭和７年・1932)

●強行遠足準備委員会を教師８名にて始めて構成

　した。降雨のため先頭が上諏訪にて打ち切り中

　止とした。

第10回 (昭和８年・1933)

●前年の雨による中途中止も有ってか､要項の出

　発時降雨中止は降雨順延となる。

●救護自動車を一台チャーターし、甲府・台ヶ原

　間の最後尾を随行することになった。

第１１回 (昭和９年・1934)

●準備係も細部に亘るものが出てきて、中でも風

　紀係､電燈整備係､草鞄係など特筆される。

第１２回 (昭和10年・1935)

●道路距離調査をはじめて行う。

●松本到着は５名、松本以北３名、中でもトップ

　は会染(140.4km)で､新記録である。

第１３回 (昭和11年・1936)

●始めての記録映画を残した。

●松本駅に信濃民報社、時事新聞社、東京朝日松

　本支局から、キャラメルの提供あり。

第14回 (昭和12年・1937)

●降雨のため中途中止(２回目)、先頭辰野にて打

　切り。

第１５回 (昭和13年・1938)

●メダル線(メダルを授与する基準地点)を優秀線

　と称し、葉書大の症状を与える。

●草靴の概数を会食時に調査する。１足７銭又は

　８銭｡イ高田村を紹介しておく｣の記事あり。

－９－

第１６回

芦

，

(昭和14年・1939)

●参加生徒数900名を超し914名。

●ガソリン統制のため自動車の通行がきわめて少

　なくなり不正の恐れうすれる。

●檄の提示が流行する。学校にて検閲の上許可し

　たものを貼らしむること。　　　　　　　‘

第１７回 (昭和15年・1940)

●打切(前進停止時間)上諏訪６時半､下諏訪７時

　半、岡谷８時半､辰野８時､小野８時半､塩尻８

　時半、６箇所の救護所に始めて打切前途停止時

　間を実施。

●氏名票(自作させたもの)を検印所に置いて行か

　せる方式を採用。

●途中降雨で前途中止｡先頭松本60名到着。

第１８回 (昭和16年・1941)

●50m尺により全コースを実測。

●救護自動車、甲府・台ケ原間を巡行する。

　(電灯用の電池・電球共に２ケ用意することと

　要項にある)

●参加生徒1､000名を超し、松本へ111名、松本

　百名突破時代来る。

第19回 (昭和17年・1942)

●砂糖､薬品の特別配給を件に申請する。

●松本勤務の渡辺大蔵先生の勤務感想より『大東

　亜戦下､強行遠足に対する一段の認識の深めら

　れたると自信の自覚とに依り、生徒の意気大い

　にあがり何れも溢るるばかりの元気を持って終

　始全力を尽くして敢闘し、されど途上にて疲労

　困想の極に達し無意識の内路上に横たわり寝い

　る者多くその救護には大いに困難を感じたり』

●生徒は弁当３食分とはいえ、なかなか持たない

　者が多く、その為倒れる者が多い。

●第１回｢集団強歩練習会｣を行う。
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第20回 (昭和18年・1943)

●『20周年記念誌』作成。

●16ミリ記録映画制作。

●警戒警報の発令の場合(空襲警報の場合も同じ)は、

①出発前発令セル時ハ中止

②出発後発令セル時ハ、付近ノ駅ョリ即刻帰宅二

　向フ

　参加者1､255名内松本277名、以北38名、松川

　に２名(133.7km)

●春季競歩練習会(５月１目)

　団体歩行にて強歩。コースは第１回と同じ。

●強歩練習会(10月５田

　春季が集団競歩であるのに対して、個人競走。

　服装は上衣なしのランニング、ゲートル着用、

　裸は厳禁。

第21回 (昭和19年・1944)

●いよいよ厳しい戦時体制となる。

●本年は例年より職員不足をなし尚上級生等が

　居ないため､又当日帰宅させるを原則とするた

　め､小野を以って打切とする。直ちに帰甲。

●１、２年生のみにて実施。

●小野到着者111名(91.7km)

８月15目、終戦につき中止。

第22回 (昭和21年・1946)

●９月下旬、甲府駅管理部に松本方面に向かって

　の強行遠足許可を申出たところ、10月上旬に

　なっても何等の回答もなく、再度申出たところ

　の混雑のためと許可してくれず、止むなく、甲

　府一韮崎一小笠淳一青柳一石和一等々カー塩山

　一日下部一山崎一甲府の巡環コースを定め、な

　お余力ある者は２周することにした。

　しかし生徒は不満で、生徒有志は管理部に交渉

　して上野原を終点とするならば許すとの内容を

　得たという。それで、上記巡環コース一周後に

中央線に沿って、上野原に向かう案を生徒にC

s
S
M

　かったところ、４、５年生合計の賛成者は半数

　に達せず、この案は取り止めになる。

　10月23日、日川中学が松本方面に実施し、管

　理部は、「一人たりとも日中生は乗車させず」と

　答弁しているのに何等支障なく無事汽車利用を

　行ったので、本校は11月にはいると列車が削

　減され旅費が高騰するため、10月中に実施に

　踏み切り、10月29日正午出発と決定した。そ

　して10月26日、内田、窪田両先生が上諏訪・

　台ケ原問。今村先生が上諏訪・辰野間。島田先

　生か小野・松本間の道路調査を行い、決行のは

　こびとなったのであった。

●10月29日の正午出発、24時間制。

●参加生徒数1､743名。やっとの復活で、張り切

　る。松本96名、松本以北23名。

第23回 (昭和22年・1947)

●名票を利用しなくなったので、まごつく。

●特記なし

第24回 (昭和23年・1948)

●新制高校となる。併設中学と合同で実施。中３、

　高１、高２、高３。在籍1､413名中、253名不

　参加。

●定時制高校生20余名初参加。

第25回 (昭和24年・1949)

●定時制89名・通信制１名の生徒が参加。内女

　子４名初参加し日野春まで25km走破。

●最高到着地信濃大町(152.6km)1名。

第26回 (昭和25年・1950)

●10月31目、12時出発。女子生徒参加。出発９

　時00分、穴山を16時58分列車にて帰宅。 104

　名参加。

●創立70周年記念記録映画を撮影する。

F゛"‾
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第27回

ｌ

(昭和26年・195D

●最高は木崎１名、松本201名にのうち松本以

　北へ40名）

●女子終点制､台ケ原にする。 206名が到着。

第28回 (昭和27年・1952)

●実施要覧が印刷物となる。｢遠足当口語係と其

　の任務明細書｣

●女子コースを牧ノ原から日野春駅へ変更。

●本部を岡谷に移動。

●トップは木崎(156.9kkm)。

第29回 (昭和28年・1953)

●高等学校共済組合山梨支部よりトョペットを利

　用し、１泊２日で道路調査を行う。

●当時の救護所用薬品

　仁丹、ノーシン、ョーチン小、ガーゼ１ｍ､脱脂

　綿小、包帯６裂１ヶ、絆創膏小、メンソレータ

　ム小

第30回 (昭和29年・1954)

●台風のため、路面流出され、大小傑が突出、凸

　凹が甚だしい。穴山桃流失。

●10月25目(月)正午、校庭よりスタート。

●降雨のため午前Ｏ時をもって中止(先頭は川岸)。

●乗車証明書の個人票､駅長証明によるものとする。

●警察の道路使用許可制がはじめて行われる。

第31回 (昭和30年・1955)

●10月25目(月)正午､校庭よりスタート。

●降雨のため午後11時をもって中止(先頭は岡谷)。

●強行遠足行程計画グラフ表が配布され､予定を

　青線で、実際は赤線で記録させ、実施後は感想

　文を提出させた。

●女子コースを富士見まで延長｡午前８時から午

　後４時までとする。

－１１－

第32回

芦
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(昭和31年・1956)

●教育長経理課のジープを借用して道路調査、甲

　府一高一木崎間、２目がかりで行う。

●運賃松本一甲府間　250円（ガクワリ125円）

●台風通過の後遺症が各地に見られた。

また各地にて新道新設工事が盛んになる。‘

●強行遠足行路地図及び標高差図が配付され全体

　の見通しが前もって理解できるようになった。

第33回 (昭和32年・1957)

●10月14目午後４時出発(初の試み)、24時間制。

●実施要項に｢主旨｣が文章化される。

〈主旨〉綿密な歩行計画に基づいて心身鍛練に資

　　　し、特に疲労・足痛・寒気などの困難を克

　　　服して目標の達成に突き進む不屈の精神力

　　　を養い、あわせて各自の体力・精神力を自

　　　覚させ自信を得させる。

●救護班が初めて編成される。台ケ原・富士見・

　上諏訪・岡谷・松本に校医の許山先生他保護者

　の医師６名及び国立病院から看護士２名が援助。

●PTA役員による手伝いがはじめて行われた。

第34回 (昭和33年・1958)

●いつ強行遠足廃止になるかわからない昨今の

　ため、映画撮影をしておいた方が良い、という

　ことで、16㎜を３台使って、予算10万円位で

　作成しようということになった。予算を捻出す

　るために、映画｢十戒｣の前売り券販売による収

　入を当てることにした。入場券は200円、前売

　160円｡前売１枚につき10円の益金で２万枚は

　売ってみようとなった。(撮影者・小木曽､土橋

　両先生､ナレーター・斎藤操先生)

伊勢湾台風による道路欠損のため中止。
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第35回

ｌ

(昭和35年・1960)

●創立80周年記念　10月28 ・29目実施。

●義務距離(事故のない限り必ず歩行を必要とする｡)

男子　富士見(45.2km)22時30分までに通過(10時

　　　30分)する。

女子　台ケ原(28.6km)14時30分までに通過(６時

　　　間)する。

●全線巡視車６台起用その中先頭車・本部車・後

　尾車・全線車の４台に無線機を乗せた。自衛隊

　に応援をたのんだ。

第36回 (昭和36年・1961)

●10月19～20目実施

●実施要項より(特に変更になった点は)

●出発時間11時00分(富士見発・松本発の列車

　時刻がダイヤ改正に伴い変更)

●優秀記録のクラスにはカップを与える。

●交通量激しく、右側歩行を指導する不安なりと

　の反省あり。

　やがて、コースが｢佐久往還｣にかわることとなる。

　　　　　佐　　久　　往　　還

第37回 (昭和37年・1962)

●男子は松原湖(66km)を終点地とし制限時間15

　時間。女子は箕輪新町を出発点、松原湖(38km)

　を終点地とし制限時間７時間とした。

●男女共全日制は全員参加、定時制、通信制生徒

　は希望者参加。

●新コースの初の試みとして次のように実施された。

　清里高原寮を本部とし、ここを概ねの目標地と

　し、当所は模擬店を設け、ブラスバンド等の準備

　もなし、フォークダンスその他のレクリェーショ

　ンをなして楽しい１日を過ごすべく計画された。

　尚､歩行した者はここより前進してもよいことに

　した。しかし実際はここに残留した生徒は案外に

　少なく、大部分の生徒は歩くことに意義を感じて

　か最終地点松原湖へ向かって出発した。

　にの試みは不評に終わり、次回からはこれを廃し、

　本部も野辺山に移し専ら歩くことを本旨とした｡)

12

第38回 (昭和38年・f963)

●男子は学校を出発点とし中込(87km)を終点地、

　制限時間は17時間とした。女子は箕輪新町を

　出発地とし海の口(32km)を終点地、制限時間

　は５時間とした。

●前回の先頭停止時刻は廃し、生徒の体力に応じ

　た歩行速度が5.5km/hならば､終点の中込に行

　けると指導した。

第39回 (昭和39年・1964)

●男子のコースは前回通り、学校→中込。

　女子は若神子小を出発地点として野辺山本郡を

　終点地(26km)、制限時間５時間とした。

第40回 (昭和40年・1965)

●生徒の要望に応え､男女のコースを更に延長した。

●男子は小諸駅(100km)を最終地。

●女子の出発地を三軒屋とし、最終地を小諸まで

　延長(32km)

●男子終点小諸到着者は予想に反して多く235名

　(全・定を合わせ)に達した。

　全日制288名、平均生徒歩行距離62.8km。

　参加率はじめて95％台になった。

●創立85周年記念行事の一環として、記録映画

　(ＵＴＹ制作)を作成、強行遠足沿革誌を刊行。

　また、ＮＨＫスタジオ102で全国放送されると

　大きな反響があり、これを機会に学校訪問が急

　激に増加した。

●参加生徒、関係者全員に記念メダルを贈る。

第41回 (昭和41年・1966)

●男子は小諸駅前まで100km｡前年と同じコース。

　女子は前年に同じく、三軒屋→小海。

　男子の出発を１時間早め、午後４時出発式、４

　時30分出発｡翌日12時30分終了。

　制限時間20時間とした。

･･ｊ



－

　

％

　

　

♂

　

ｒ

－

■

『

　

％

￥

　

ａ

Ｉ

　

　

Ｊ

♂

第42回

ｌ

(昭和42年・1967)

●男・女とも前年と同じコース。

●OBの参加希望者を許可した。大学生８人が参

　加した。

●旺文社『高二時代』の記者が同行取材し、12月

　号にグラビア５ページを使っての紹介記事が掲

　載された。

第43回 (昭和43年・1968)

●二枚選抜制第１年｡予行は１年生だけが現在の

　形式で8kmで行うこととした。

●体育の授業用の服装を、この年から、上を白、

　下を学生カラーの色分けジャージと定めた。女

　子は今まで男子と同じ白であったのを、体育用

　の下を使用する事も可とした。

●男・女共にコースは前年と同じ。

●男子参加率96％台になるが、野辺山以前の中

　止者が45％もあった。

　女子の小海到着率が77.5％と伸びた。

●保護者の中の医師の方とＨＲ役員の方々合わせ

　て、75名の協力をいただいた。

第44回 (昭和44年・1969)

●女子は出発後降雨にみまわれた。雨中の前進は

　無理であると判断､野辺山本郡で前進停止とし

　た。しかし、全員が野辺山に到着した。

　到着率100％｡平均粁数11.8km。

　男子も降雨の中を頑張り、小諸到着は163名。

　全体の15.9％と、前年同様の立派な成績を収

　めた。

第45回 (昭和45年・1970)

●本校創立90周年記念

　創立記念の意味をこめて、強行遠足参加者全員

　に記念メダルが同窓会から贈られた。

　創立記念式典が盛大に挙行され、臼田のおばさ

　んのほか､強行遠足にご協力いただいている救

　護所関係の皆様に感謝状を贈呈する。

１３
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●男子……ﾉ｣ヽ･諸市民会館までの103km。

　女子……三軒屋一小海の33km。　　　，

●男子の小諸到着率20％台の成績を初めて収めた。

第46回 (昭和46年・1971)

●佐久往還にコースを変えて10周年ということ

　もあり、生徒もはりきったが､男子出発時の夜

　半すぎから雨になり、男子は途中で中止。女子

　はスタート地点､三軒屋までバスで行ったが雨

　が激しくこれも中止。

●11月３日ＵＴＹから長編ドキュメンタリーが放

　映された。また、ＮＨＫ甲府放送局の｢今週の話

　題｣の座談会に生徒４名。教師１名出演。

●その他、日本経済新開の全国版をはじめ、毎日

　新聞甲斐週評のコラムに支局長が賞讃｡県内各

　社がマスコミ面で大きくとりあげ､稀少価値的

　存在になった伝統行事を讃えてくれた感が深

　かった。

第47回 (昭和47年・1972)

●男子出発時間を30分繰り上げ午後２時30分に

　し、翌日12時までの制限時間21時間30分に変

　更する。

●女子コースを高根東小一海の口駅前の32kmに

　変更。昨年の雨天中止のうっ憤を晴らすかのよ

　うに、91.8％の最終到着率をみた。 90％台に

　初めてなり、女子生徒の平均距離31､3kmの大

　記録を生んだ。

●ＮＨＫカメラリポートが取材｡朝の番組で全国に

　放映された。また毎日新聞の全国版にこれまた

　大きく「死闘100km ！」を掲載､学習研究社（学研）

　も、レポーターがコースに同行し、『高ニコース』

　で紹介した。

第48回 (昭和48年・1973)

●コースは男女共前年どおり。

●帰甲列車には必ず看護士が添乗する。

　日赤甲府支部より救急用の毛布を借用。
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第49回 (昭和49年・1974)

●小海線に限って急行小淵沢行きに別途個人負担

　で乗せることになり、しかも急行停車駅でない

　海の目に、当日だけ臨時停車をしてくれた。

●検印カードを現在のものと同型のものに変更した。

第50回 (昭和50年・1975)

●創立95周年記念

　記念式典を県民会館で挙行｡強行遠足関係者も

　多数ご臨席され盛大に行われた。

●女子コースは生徒の希望もあり、コースを延長

　し高根→小海(42.5km)にて実施されるように

　なった。

●記念の16ミリ記念映画｢今・青春をゆく｣を

　YBSに依頼して制作する。カラー50分の映画

　である。

●これとは別に、ＮＨＫから、イラストレーターの

　黒田征太郎氏が同行取材し、｢若者たちはいま｣

　『よ～い・どん』(22時間100キロレース)が、

　全国放映された。

第51回 (昭和51年・1976)

●男子は途中雨にあったが､完全実施。女子はバ

　スで学校を出発したが､降雨のため高根東小学

　校からバスで帰校した。

第52回 (昭和52年・1977)

●甲府東高等学校を加えての四校総合選抜制になる。

●男子の小諸到着率は60％台に突入した。

●臼田警察署の指示によって男子の白ズボンの裾

　に夜光テープを付けることになった。これは夜

　間の自動車事故防止と休憩中の生徒の確認に大

　いに役立った。

第53回 (昭和53年・1978)

●生徒全員に対し、また、自動車による協力の保

　護者に対し、傷害保険をかけるようにした。

l g j ･ J 一 心
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●ＮＨＫ同行取材・「ＮＨＫ新目本紀行」八ケ岳青¥1

譜を10月18日午後10時より、全国放送した。

｢年間の新日本紀行のアンコールは多いが､中で

も八ケ岳青春譜のアンコールは特に多かった｣

第54回 (昭和54年・1979)

●体育館増改築､格技場改築､竣工　゛

●道路の大工事ははとんど終了して道路は良く

　なったが､交通事故の心配が増える。

●｢フォト｣記者同行取材し、グラビア４枚を発表、

　全国公官庁へ配付されていたためか､社会体育

　関係者からの問い合わせが増えてきた。また、

　週刊サンケイの記者が体験レポート・シリーズ

　の一つとして、強行遠足に自ら歩行したが野辺

　山にて落伍した。

第55回 (昭和55年・1980)

●本校創立100周年記念

　記念式典は県民会館大ホールに全校生か出席

　し、長駆､来賓の皆様を県内外からお迎えして

　行われた。式中、感謝状贈呈の折に強行遠足関

　係者や代表者にもご臨席していただいた。

　また、永年救護検印所としてお世話いただき今

　も多大なご迷惑なっている皆様には、学校長が

　出向いて感謝状を贈呈した。

●小諸コースに変更されてから、すべての記録を

　更新する意気込みが見られた。

第56回 (昭和56年・1981)

●男、女共コースに変更なし。

●距離測定を正確に行うために、係の教師延８名

　が数回に分けて測定した。

　男子……101km　　女子……41.5km

●臼田署の指導によって、男子の歩行には、全員

　夜光反射付きのタスキを使用した。帽子とズボ

　ンにもテープ使用して、夜間の安全歩行に万全

　を期した。

●走る仲間のスポーツ・マガジン｢ランナーズ｣の

　記者が同行取材し、生徒と一緒に小諸までを完

　全歩行して踏破。

ｒ‾



第57回

ｌ

(昭和57年・1982)

●８月の台風により、国鉄小海線が不通になった

　が､国鉄の努力により予定を大幅に縮めて開通

　し強行遠足実施に事なきを得た。

●朝日テレビが｢モーニングショー｣に本校の強行

　遠足の状況を全国に放映した。

第58回 (昭和58年・1983)

●長野県臼田警察署の好意により、一般ドライ

　バーに対する強行遠足歩行者への安全運転呼び

　かけ用のたれ幕掲揚を本年より実施した。

●PTA協力者との全職員による合同反省会を本

　年より開催。

第59回 (昭和59年・1984)

●女子コース一部変更(松原湖～小海間、新道→

　旧道)＝距離は不変＝

●小諸コース設定20周年記念行事として講演会

　開催

　〔平沢弥一郎｢足の裏からみた人生｣(PTA研修

　会を兼ねる)〕

●20周年記念　生徒体験記文集　発刊

第60回 (昭和60年・1985)

●女子コース一部変更(高根東小～長沢間)

　＝距離は不変＝

●出発式を男女合同で実施

●女子出発前のトイレ使用を学校で済ませる方法

　がとられた。

●国道18号線の不通によりコースの交通量が激

　増した。そのために警察の指導もあり、女子

　コース一部変更(市場～海の日間、新道→旧道)

　＝500m短縮＝があった。同じく男子コース一

　部変更(松原湖→小海間､女子と同じ)があった。

●60回強行遠足を記念して以下のことが計画実

　施された。

　田小諸市長出発式に出席

　(2)60回記念誌刊行(強行遠足要覧)

－15－
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(3)記念式典において功労者に感謝状贈呈

(4)小諸・小海ゴール到着者に記念文字入りメ

　　ダル授与

(5)創立105周年と合わせて記念品(アクリルを

　　使用した文鎮)の制作頒布

(6)強行遠足祈念像の建立(須藤漠氏作品)

　　記念像銘文

　　　｢君よ走れ

　　　　　　　新たな歴史を創る道程｣

　　が決まる。

第61回 (昭和61年・1986)

●第41回国民体育大会(かいじ国体)開催のため、

　日程を遅らせ､11月４日㈹～５日(水)に実施する。

●コース２ケ所変更(男女共通で距離が500m短

　細口清里～野辺山間・市場～海の口間)

●11月上旬の実施に伴い、相当な気温低下が予

　想されたので、高地(清里・野辺山・市場周辺)

　の気温調査を試みるも、実施当日は暖かく、好

　条件に恵まれた。

●市場～海の口間の歩道の不整備がひどく、生徒

　有志・教師による清掃隊が出動し、空缶回収や

　雑草除去を行った。

第62回 (昭和62年・1987)

●昨年同様のコースで実施。

●緊急連絡用としてポケットベルを全線巡視者に

　携行させる。

●研数学館の記者が同行取材する。

第63回 (昭和63年・1988)

●雨天のため､初めて一目順延された。そのため、

　JR小海綿の増結・臨時列車が依頼できず、女

　子の輸送については、貸切りバスを急拠チャー

　ターした。

●女子の出発時刻を１時間遅らせ、また最終制限

　時刻も１時間遅らせた。(制限時間８時間は変

　わらず)

●｢月刊高校教育｣(学事出版)・｢キャリア・ガイ

　ダンス｣(リクルート出版)に紹介される。

ｊ
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第64回 (昭和64年・1989)

●大学入試センター試験(従来の共通一次試験)が

　早まったために、９月の最終週に実施。

●TBSテレビ｢ギミ・ア・ブレイク｣で取り上げ

　られ､全国ネットで放映される。またＮＨＫ教育

　テレビ｢青春スクランブル｣でも放映される。

●台風18号のため中止

●10月31目(水)創立118周年記念式典を県民文化

　ホールで挙行。

　強行遠足関係功労者に記念品・感謝状を贈呈

　する。また｢臼田のおばちゃん｣こと依田トミ子

　氏から本校生徒に｢コリアーズエンサイクロペ

　ディア｣全24巻が寄贈され､全校の職員・生徒

　が感激した。

第65回 (平成３年・1991)

●コース一部変更(若神子～三軒風間)、女子の出

　発地を須玉小学校に変える。また女子の出発時

　刻を10分繰り上げ午前６時30分とし、制限時

　間を８時間10分とする。

●コース変更に伴って男子103.6km ・女子46.0km

　の行程と｡なる。

●従来の｢箕輪新町｣｢長沢｣検印所を廃止し、新た

　に｢津金｣検印所を設置する。

第66回 (平成４年・1992)

●校舎改築工事始まる。

●北海道北見北斗高等学校との交流始まる。

　北見北斗高等学校からの代表男女各２人が参加

　した。また、本校代表各２人も北見北斗高等学

　校の強行遠足に参加した。

●女子制限時間を30分延長した。

●女子最終小海でコンピューターによる記録処理

　を始める。

－16－

第67回 (平成５年・1993)

●校舎改築竣工式

●天候に恵まれ無事終了した。

●オーストラリアからの女子留学生か参加した。

●初めて校長車等に携帯電話を使用する。

第68回 (平成６年・1994)

●出発当日午前中まで雨模様､決行したが途中は

　とんど雨に降られず無事終了。

●当日夕方TBSテレビから明朝｢ザ・フレッシュ｣

　で小諸付近から中継取材したい申し出があり、

　緊急協議して許可したが、その直後、北海道東

　北沖地震が発生し、取材クルーが北海道へ取材

　に行くため急速キャンセルになる。

第69回 (平成７年・1995)

●創立115周年記念

●記念式典において強行遠足関係代表者に感謝状

　贈呈。また、永年救護検印所等でお世話になって

　いる皆様に学校長が出向いて感謝状を贈呈した。

●北海道北見北斗高等学校より代表男女各２人参

　加｡男子は４位５位､女子は２位３位と健闘した。

●係が全コースをウオーキングメーターにより実

　測した。

第70回 (平成８年・1996)

●全職員・生徒に対し、蘇生法講習会を実施。

●JR東日本㈱小海営業所と覚書を交わす。

　(本校独自のJR団体乗車券を廃止し、学生団体

　特別契約乗車票を使用)

●小諸市長の人事異動により、小諸到着者上位

　30名に贈られる色紙の廃止。

●必要なものはみずから背負っていくという行事

　の本旨に戻すために、小諸到着者に無料で提

　供されていたパン(えびす屋)・牛乳(小諸市役

　所)・リンゴ(松井農園)を丁重にお断りする。

●北海道北見北斗高校の強行遠足に(第３回交流)

　本校生徒男女各２名参加｡女子２名は３位入賞。

,･
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●29人乗りマイクロバス購入、強行遠足の準備、

　有事の際の利用が可能になる。

●名物であるしじみ汁を30年以上作り続けて下

　さった丸山良雄氏ご逝去。

●山梨放送報道制作局テレビ制作部取材。

●第70回強行遠足記念誌『歩け､心のかぎり』発行。

第71回 (平成９年・1997)

●男女コース一部変更(津金～三軒屋間)、津金救

　護検印所～海岸寺～南清里浅川地区～三軒屋と

　なる。男女とも1.6kmの延長､制限時間も20分

　延長。

●下水道を整備するための工事がコース上で多く

　行われはじめる。

●保護者協力者から合図灯５本を寄贈して頂く。

第72回 (平成10年・1998)

●北見北斗高校から代表生徒男女各２名が参加。

　女子が４位５位の成績と健闘した。

●永六輔の小海線ロマン紀行(YBSテレビ)に強

　行遠足の映像がのる。

第73回 (平成11年・1999)

●男子コース一部変更(韮崎～若神子間)

●桐の本橋付近には歩道がなく危険なため、141号

　線バイパスに変更｡そのため300mの延長となる。

●JR小海線団体乗車切符として、｢業務連絡書｣を

　使用。

●男子の参加率、過去最高98.7％(470名中欠席

　者６名)となる〈40回以降〉。

第74回 (平成12年・2000)

●創立120周年記念

●県民文化ホールにて記念式典が挙行され､永年

　救護検印所等でお世話になっている方に感謝状

　が贈呈される。

●北海道北見北斗高校より代表男女各２名参加。

　男子８位､女子４位８位と健闘した。

●PTA保体専門委員会において、心肺蘇生法の講

１７
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　習会を実施した。

●記録ビデオ『歩け、心のかぎり』～一高生の誇

　り・伝統の強行遠足～を㈱アドブレーン社に依

　頼作成する。

第75回 (平成13年・2001)

●男子コース検印所場所変更(岩村田救護検知所)

　JR岩村田駅前広場拡幅工事の終了を機に、岩

　村田救護検印所を駅南側より北側広場に変更。

　コースも踏切横断が２ヵ所解消され最適な場所

　となる。

●女子の参加率、過去最高97.4％(493名中欠席

　者13名)となる〈40回以降〉。

第76回 (平成14年・2002)

●松原湖検印所過ぎで、危険運転による女子生徒

　の死傷事故が起こる。

●強行遠足の存続が問われ、来年度から距離、

　コースを見直すこととなる。

第77回 (平成15年・2003)

●前年の事故をふまえ、安全面の見直しを行い

　コース・距離等のリニューアルをした。

●男女ともコース変更

　男子は、学校から韮崎、若神子、高根、大泉､清

　里を経て野辺山までの53.7kmとなる。

　女子は、須玉から男子と同じコースをたどり野

　辺山までの31.0kmとなる。

●女子スタート後高根付近で通勤ラッシュに遭遇

　し、渋滞になり休日開催の意見が出る。

　第78回

●雨天途中中止

　第79回

(平成16年・2004)

(平成17年・2005)

●この年より、小諸までを歩いた生徒が在籍しな

　い強行遠足となった。

●甲府一高より北海道北見北斗高校へ代表男女各
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　２人参加。

　男女とも１位。他も入賞と素晴らしい成績を収

　めた。

●実施判定会議にPTA会長、保体専門委員長が加

　わる。

●同窓会より、まきば公園救護検印所の勤務に参加。

第80回 (平成18年・2006)

●第80回を迎え、記念大会として北海道北見北

　斗高校を招待して開催。

　北見北斗高校からは男女各２名が参加し、男子

　は４位19位､女子は３位24位と健闘した。

●ＡＥＤを導入。PTA、教職員に対し、AEDを取

　り入れた心肺蘇生法の講習会の実施。

●｢第80回　強行遠足記念誌｣発行

●臼田検印所の依田トミ子氏(臼田のおばあちゃん)

　逝去(２月)

●三岡検印所の柏木宇三郎氏　逝去(12月)
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平成18年度第80回強行遠足実施状況

１．職員組織及び協力者状況

(1)強行遠足準備係

　①総務係………………………　体育振興・総務

②庶 教務

- 19－
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進藤和弥

【解説】

　平成15年第75回強行遠足より強行遠足委員会が

なくなり、体育振興係が強行遠足の全般にわたる企

画・立案を行い、全職員が各準備係に入り、細部に

わたる準備を進めた。

平成18年10月15日(日)
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③会計……………………………………　事務室

④医療………………………………………保健

⑤PTA……………………………………　各学年

⑥記録……………………………………視聴覚

⑦生徒会…………………………………　生徒会

⑧物品………………………………　生徒指導係

(2)協力者状況

　①保護者…………………………………　390人

　②医師…………………………………………7人

　③看護師……………………………………21人

　④同窓会……………………………………40人

２．第80回強行遠足参加・到着状況・本部人員集計表

男子 在籍 欠席 出席者数 出走者数 出走率 到悪者数 達成率

3年 １４４ １ １４３ １３９ 96.5％ １１１ 79.8％

2年 １３６ ３ １３３ １３２ 97,1％ １００ 75.7％

１年 １３９ ０ １３９ 135 97.1％ 109 80,7％

全体 4.19 ４ ４１５ ４０６ 96.6％ 320 78,8％

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ十Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ E十Ｆ Ｇ

前所出発数 途中中止 到着制限後 未到看者数 到着者数 前進停止前 前進停止後 中止者数 出発者数

1年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 合計

学　校 135 132 139 406 ０

韮　崎 135 132 139 406 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 135 132 138 405 ４ ０ １ ５ ０ ０ ０ ０ ４ ０ １ ５
131 132 137 ４００

中　田 131 132 137 400 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 131 132 137
400 ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ 131 132 136 ３９９

須　玉 131 132 136 399 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 131 132 136 399 ０ ０ ０ ０ １ ３ ０ ４ １ ３ ０ ４
130 129 136 395

高　根 130 129 136 395 ２ ４ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ０ ６ 128 125 136 389 ２ ３ １０ １５ ４ ３ ４
１１ ６ ６ １４ 26 122

１１９
122 363

若　林 122 １１９ 122 363 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 122
１１９ 122 363 ３ ４ ０ ７ ０ ２ ３ ５ ３ ６ ３ １２

１１９ １１３ １１９ 351

大　泉 １１９ １１３ １１９ 351 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
１１９ １１３ １１９ 351 １ ０ ０ １ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ０ ３

１１６ １１３ １１９

348

まきは １１６
１１３ １１９ 348 ２ ０ １ ３ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ３

１１４ １１３ １１８ 345 １ ０ １ ２ ３ ９ ４ １６ ４ ９ ５ １８
１１０ 104 １１３ 327

清　里 １１０ 104 １１３ 327 ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２
１１０ 102 １１３ 325 ０ １ １ ２ １ １ １ ３ １ ２ ２ ５ 109

100 １１１

320

野辺山 109 100
１１１
320 ０ ○ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

109 100
１１１

320 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 109 100 ｎｌ 320
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女子 在籍 欠席 出席者数 出走者数 出走率 到看者数 達成率

3年 １３４ １ １３３ １２６ ９４,０％ １１２ 88.8％

2年 １３７ ４ １３３ １２７ 92.7％ １２０ ９４,５％

１年 １４０ ０ １４０ １３９ 99.3％ １３６ 97.8％

全体 ４１１ ５ ４０６ ３９２ ９５．４％ 368 93.9％

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ十Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ E十Ｆ Ｇ

前所出発数 途中中止 到着制限後 未到着者数 到着者数 前進停止前 前進停止後 中止者数 出発者数

１年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 1年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 小計 １年 2年 3年 合　計

須玉小 139 127 126 392 ０ ０ ０ ０

高　根 139 127 126 392 ０ １ ０ １ ０ ０ ４ ４ ０ １ ４ ５ 139 126 122 387 １ １ ０ ２ ０ ２ ０ ２ １ ３ ０ ４ 138
123 122 383

若　林 138 123 122 383 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138 123 122 383 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138
123 122 383

大　泉 138 123 122 383 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138 123 122 383 ０ ２ ３ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ５ 138 121
１１９ ３７８

まきば 138 121
１１９ 378 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138 121

１１９ 378 ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ ５ ０ １ １ ５ 138 120
１１５

373

清　里 138 120
１１５
373 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138 120

１１５ 373 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ３ ５ ２ ０ ３ ５ 136 120
１１２

368

野辺山 136 120 １１２ 368 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 136 120
１１２ 368 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 138 120

１１２

368

３．北海道北見北斗高等学校との交流

　平成12年第74回大会以来途絶えていた北見北斗高校との強行遠足交流が､平成17年に復活した。この年は

本校から男女各２名の生徒が北見北斗高校の強行遠足に参加した。北見ブルーの大空の下、４名の生徒は力の

限り駆け抜けた。その結果､男女の１位を本校の生徒が占めた。快挙であった。

　翌年は、本校の強行遠足が第80回を迎え、記念大会ということで北見北斗高校を招待し、男女各２名の生徒

が参加した。北海道の広大で平坦なコースと違いアップダウンが多いコースに苦労したようだったが､見事に

完走を果たした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員)
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野辺山旧検印所

一野辺山を支える菊泰みやげ品店-

皆説?S　駝……ご

野辺山の名コック長　岡部勝男さん

小林政一

菊乍みやげ晶店(昭和30年)

経営者の菊池さんご夫婦

　野辺山は、佐久往還のコースになって２回目の第

38回(昭和38年)から強行遠足の本部であり、現在

(77回から80回)はゴールとなっている。

　野辺山と言えば名物のしじみ汁を思い起こす。岡

部勝男氏ご夫妻には40年以上も前からご尽力いた

だいているが、10年前の丸山氏亡き後からは、しじ

みの購入から水道の配管や大釜のセットなど、しじ

み汁作りを一手に引き受けてくださっている。その

道具や器材は大量のものであり、職員・保護者はそ

の準備をする時に、強行遠足が伝統ある行事である

ことを改めて知るのである。

　その道具の大半を、野辺山駅前の菊本みやげ品店

一 一 一 一 一 一 一 一

で削かってくれている。２階の倉庫には一高の野辺

山救護検印所で使用する物品が2tトラック１台分

位置いてある。|侑品の置き場であるはずの２階打席

の一一部を、一高の物品が占領している。そこには、

しじみ汁を作る大釜が３個､水道配管用のパイプや

流し台、しじみ汁のテントを照らす蛍光灯や調理川

の机やいす、暖を採るための火鉢、ドラム缶や大量

の薪などが置かれている。その一つ一つが古くすり

減っていて、強行遠足の長い歴史が感じられ､倉庫

から持ち出す度に多くの保護者の方々から驚嘆の

声がﾄがる。年１回の強行遠足のために、40年以上

荷物置き場として倉庫を提供してくださり、ここで

も改めて強行遠足が多くの方々の協力によって成り

立っていることを思い知らされるのである。

　菊本みやげ品店は、昭和37年の佐久往還コース

になった当時は木造２階建てで、１階が商店、２階

を６部屋の菊本旅館としていた。２階を職員など

の宿泊及び本部に利用していたという。その当時か

ら、別棟の倉庫に大釜などを置かせてもらっていた

とのことである。昭和45年頃､現在の建物に立て替

えたが､店のある１階の半分を休憩所として、また、

昭和50年に観光案内所が設置されるまでは本部と

して利用させていただいた。その後､東側に旅館を

新築し、昭和63年まで菊本旅館として営業してい

たが、その問強行遠足の宿舎として利用させてい

ただいた｡現在は野辺山高原ホテルとして貸与して

いるが､その後も店の２階の倉庫は快く貸してくだ

さっている。菊本みやげ品店の店主菊池和議氏は、

昭和54年から平成７年までの４期16年間、南牧村

の村長を務めた方である。改めて長年のご協力に感

謝したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　(元検印所主任)
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松原湖旧検印所 伊神福陽

一

　学校から68km、国道から少し入ったところに松

原湖救護検印所はある。目の前は、小海綿松原湖駅

である。ここは強行遠足で唯一、個人の家をお借り

して救護検印所としているところである。ご自宅を

提供して下さっているのは小池竜太郎氏で、きっぷ

の良い奥さんと二人で職員や保護者の方のお世話を

頂いている。小池氏のお世話になるのは氏の亡くな

られたお父さんの代からで、40年近く続いていた

ことになる。小池氏のお話によれば当初は、終点が

松原湖等であったりしたため国道沿いに検印所を設

置したが､交通量の増加に伴い警察の指導もあり松

原湖駅から小海駅までの区間は国道から離れ芸道を

歩くようになり、それに伴って検印所として自宅を

提供して下さったとのことである。最近では食事の

支度に、嫁がれた二人のお嬢さんやお孫さんにもご

協力を頂いており、まさに家族総出でお世話を頂い

ていることになる。

　強行遠足１目目の午後２時頃職員や保護者の方は

松原湖駅前に集合し、検印所の設置を開始する。お

父さん方の中にはアウトドアでの生活に慣れた方が

必ずいて、いろいろな道具を用意して来て下さる。

そして、電灯綿をひいたりコースの整備をしたりと

手分けをしててきぱきといろいろな仕事を片づけて

下さる。そのお手並みには感心するばかりである。

また、お母さん方も薪でお湯を沸かし、生徒への湯

茶の接待の準備を整える。そのチームワークも見事

というしかない。生徒がやってくるのは23時を過

ぎた頃である。検印は裸電球をぶら下げた軒先で行

う。救護所ではドラム缶に薪が焚かれ､生徒は冷え

た体を温めながら湯茶の接待や､つぶれた豆の手当

などを受ける。そして、次の小海検印所を目指し出

発してゆく。その背中をお母さん方の｢頑張って｣の

声援が後押しする。

１．実はスズメバチの巣があったことについて

　　検印所の1kmくらい手前に海尻洞門という雪崩

　等から道路を守る施設がある。ここにスズメバ

　チが巣を作ることが多い。当然係の職員は夏休み

　中にはコースの下見を行い、このことについても

22－

　チェックを行っている。事前に発見された場合に

　は道路管理事務所にも連絡し、除去を依頼するの

　であるが、当日になって発見されたことがある。

　慌てて管理事務所にも相談したが､巣を除去する

　ときにすべての蜂を駆除できればよいが、外に出

　ているのがいた場合には帰巣本能により巣に戻っ

　てくるため、そこを生徒が通りかかると剌される

　可能性が高いということであった。そこで本部と

　も相談し、巣の除去は行わない、巣の近くを生徒

　が通過するときできるだけ静かに通過させる、し

　かも生徒には巣のことは知らせないということに

　した。しかし、万一のことを考え巣の近くに職員

　などを配置することにした。明るくなり始めた頃

　から配置についたが、そこを通過した生徒の誰も

　が巣の存在やそこに職員がいることの不自然さに

　は気づかなかった。また、剌されるなどの被害も

　なく無事終了でき、皆が胸をなで下ろしたのは言

　うまでもない。

２．簡易トイレについて

　　生徒用のトイレは簡易トイレのレンタルで対応

　している。キャンプ用のランタンを用意して下さ

　る保護者の方かおり、夜間でも使用可能である。

　ある年のことであるが､強行遠足も無事終了し片

　づけも済ませ帰校しようとしたときにレンタル業

　者がトイレの回収に来た。その時の業者の話には

　職員一同唖然としてしまった。何故ならば｢汚物

　の処理は済んでいますよね｡｣と言われてしまった

　からである。説明を間くと、契約には汚物の処理

　までは含まれていないことが判明した。慌てて本

　部と連絡を取り、契約を変更して事なきを得たが

　非常に驚かされた事実として記憶に残っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　(元検印所主任)
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三岡旧検印所 大西　勉

　　　　　　故　柏木宇三郎さん(昭和54年)
自宅を｢三岡検印所｣に提供して下さった、義侠心にあふ

れた立派な方であった(平成18年12月逝去)

　　　　　　　　　　三岡から浅間山を望む

　小諸をゴールとするコースになってから長野県

の方の全く個人的な篤志、好意によって成り立って

いる救護検印所が何力所かあった。中でも｢臼田｣と

｢三国｣の検印所はきわたっているが、昨年２月｢臼

田｣の依田トミ子さんが、12月｢三岡｣の柏木宇三郎

さんが､逝去された。御両人の生前の｢強行遠足｣へ

の牛世紀に近い筆舌に尽し難い御支援、御献身にあ

らためて厚く謝意を表するとともに御冥福を心より

お祈りするものである。

　三国検印所が開設されたのは、男子の終点が小諸

になった昭和40年(1965年)、以来強行遠足実施中

の女生徒の輪禍により距離を短縮し、野辺山を終点

する新コースが実施される前年、平成14年(1902

年)まで40年近く柏木家の全面的な協力のもと三岡

での救護､検印活動は続けられてきた。

　開設当初は気骨ある人情家の先代(柏木宇三郎氏

の御尊父)が健在で、家族の皆さんにいつも強行遠

足のためにできることはなんでもしてやれと言い続

け､亡くなられる時にも｢甲府一高の強行遠足が続

く限り協力してやってくれ｣と言い残されたと開い

ている。

　父親にもまして人情家で熱血漢の柏木宇三郎氏

]:i
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は、旧や夫の心意気を理解し、本当に心優しい財様

とともに先代の遺言を守り、強行遠足への万全の協

力、支援の体制をつくってくださった。

　｢年若い少年が自分の力の限りを尽くし、精一杯

がんばる姿はまことに尊いものだ｡｣柏木さんがいつ

も目にしていた言葉である。

　三国は終点小諸の一つ手前だけに、ここを通過す

る生徒は小諸必着を心に期している。制限時間ぎり

ぎりに来る者ほど疲労困悉しているが、何としてで

も小諸まで行きたいとの願いは強い。強行遠足の話

題となると柏木さんがいつも思い出す生徒がいる。

その生徒は三国に制限時間を大幅に過ぎて到着し、

やむなく前進停止の措置を受けたが泣き続けて前

進を懇願した。柏木さんはその姿を見て生徒の純粋

さ、真剣さに強く打たれた。そのすぐ後生まれたお

孫さんに、生徒と同じ名前をつけられたのである。

　開設間もない２、３年は、職員、PTAのスタッフ

は小諸の旅館に宿泊し、時間を見計らって三国に戻

り、柏木様の敷地の一部をお借りして勤務した。そ

れでは大変だろうとの柏木さんのお心道いで、お宅

で宿泊も食事も提供していただくことになった。そ

れからは毎年職員、PTA合わせて10人から多い年

は15人ぐらいのスタッフがお世話になっている。食

事や寝具の支度などは奥様だけではなく長男浩氏の

奥様、嫁ぎ先から駆けつけてくれる３人の娘さん、

時にはお孫さんも手伝ってくれるというまさに家族

総動員の協力体制である。

　検印所に着いた生徒にはリンゴ4箱分を用意し、

一個一個皮をむいて渡してくれ､他にも柿､氷砂糖、

茶なども用意してくださる。柏木さんのお宅はもと

もと国道沿いにあったが、そこでの検印活動の時代

には生徒が土足のままでもトイレが使えるようにと

廊下に新聞紙を敷いてくれたり、台所も自由に使え

るように配慮していただいた。

　昭和60年に道路沿いの家屋を取り壊し、その位

置より少し奥の高台状の敷地に新家屋を建築され

た。柏木さんの家業は建築業で、旧家屋の跡地に資

材人れの大型倉庫を新築された。検印活動をしやす

いようにとスペースを十分取り、生徒を迎え検印を

行う専用の道路側に向けた幅の広い人口を作って下
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さった。しかも強行遠足用に水道の蛇口を残し、行

事の析りには仮設のトイレを自分の手で設置してい

ただいた。スタッフは新居で食事と宿泊のお世話を

いただき、時間になると倉庫をそのままお借りして

検印救護活動を行うのである。倉庫、水道のほか照

明器具､机､椅子､釜､鍋、ストーブなど一切提供し

て頂き、大型物品は全く学校から運ばなくて済んだ

のである。

　スタッフは行事の前夜心尽くしの手料理をご馳走

になり、帰りには季節の野菜や土地の品を土産に頂

戴した。

　筆者は一高在職の12年間、三岡検印所の主任を

務めた。そんな縁で今でも柏木家からは親戚以上の

ご厚誼にあずかっている。無事勤務を終え、信濃路

から甲斐路へと向かいながら、毎年毎年この行事を

支えて下さった信州人のやさしさ、あたたかさをし

みじみと思ったものである。　　　（元検印所主任）

＊小文は、昭和58年から６年間､三岡検印所の主任を務め

　られた筆者の前任の小宮山先生の紹介文を大いに参考

　にさせて頂いた(というよりかなりの部分そのままお借

　りしている)ことを付記しておく。

　小宮山先生とは柏木様への思いを共有し、敬愛する先

　輩､後輩の関係でもあるので御寛恕を乞う次第である。

晴らしい強行遠足を、形は変わっていくかもしれませ

んが､いつまでも続けていってほしいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　(前線巡視係主任)

韮崎救護検印所

－24－

浅川和重

一

　検印所設営開始の午前４時40分頃、ここ韮崎の地

はまだ暗闇につつまれています。車のヘッドライト

を頼りに、テントたて、給水の支度、ライン引きと

いった業務を手分けして行い、一通りの準備が終わ

る頃､あたりは明かりが不要なくらい白んできます。

　現行のコースとなってからの韮崎救護検印所は、

塩川橋を渡ってすぐ右折し、市街地へと向かう道の

左側、峡北地域振興局に開設されています。目の出

を迎える5時50分頃、橋を渡り終えこちらへまっす

ぐ向かってくる先頭の男子生徒の姿が見えると、検

印や巡視の業務､拠点指導が本格的に始動です｡到

着する生徒たちは、学校を出発して最初の検印所と

いうこともあり、まだまだ皆元気。ゆっくり休む者

もなく、水分補給を済ませるとすぐに出発してゆき

ます。コースに並行して走る線路上を上り下りの中

央線列車が行き交うようになると、ほとんど切れ目

なく生徒が到着。６時30分からの20分ほどが、こ

の検印所の最もにぎやかな時間帯となります。

　補助員の卒業生も含めると総勢約40人ほどのス

タッフが業務に当たる当検印所と担当コース区間

は、水道やトイレが遠かったり、要指導の拠点箇所

が多かったりとたいへんな而もあります。しかし、

男子のみとはいえ、元気いっぱいで先を急ぐ生徒た

ちの表情を間近にできる明るい雰囲気が一番の特色

といえるでしょう。

　７時35分の前進停止、７時50分の到着制限時刻

を待つことなくほとんどすべての生徒が検印所を

通過｡最後尾の進行と並行して撤収作業が始まりま

す。９時を迎える頃、全業務が終了、解散となりま

す｡保護者､看護の方々、お疲れ様でした。職員と補

助具は、次の勤務地野辺山へと出発です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

全線巡視係
花輪秀則

-

　全線巡視係は現在､職員の車５台､PTAの車２台、

同窓会の車１台の計８台で任務にあたっています。

主な任務は危険個所の把握と本部への連絡､生徒の

歩行指導と歩行人数の確認､緊急時の対応です。生

徒が安全かつ事故のないように歩行できるよう細心

の注意を払いながら勤務しています。

　巡視係としてコースを回っていると、生徒が最後

まであきらめずに歩く姿、リタイヤしそうな友達

を励まし一緒にゴールしようとする姿など、普段と

違った一生懸命な姿を見ることができ感動します。

また、全く面識のない生徒､保護者、同窓生が、この

強行遠足を通して交流の機会を持ち、声を交わし合

うなど、他の行事では決して見ることのできない光

景をこの強行遠足では見ることができます。こんな素

-｡…… ■㎜ ･ ･ ･ . ･ - M I S . ･
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　中田検印所は今コースになってから新しく設定さ

れた検印所である。そのため他の有名な検印所ほど

知名度もなく、また男子のみが通過するポイントで

もあるため女子に至っては｢そんな検印所があった

んですか｣ときかれる始末である。

　私はその初代駅長(検印所係主任)としてここの

任に着いたわけであるが、なにせ全く何もないとこ

ろからの準備だったので､最初は右往左往の連続で

あった。

　しかしながら、検印所が｢迫の駅にらさき｣の施設

を利用するかたちであったり、保護者の方々の献身

的なご協力の下でなんとか検印所業務をやりおおせ

てきたというのが実感である。

　一高をスタートして2番目の検印所であるため、

トップ生徒が通過するのはだいたい6時半を回った

頃であろうか。それまでにテントを設営し、救護・

給水の準備をしてから拠点指導場所に赴くため例

年､協力者の方には早朝5時に集合していただいて

いる。我々教職員はそれに先立ち4時過ぎには現地

に到着するようにしている。集合時間より早くお見

えになる熱心な保護者がいるからである。

　今年も朝まだき、世間は寝静まっている頃に一高

を出発して現地に向かったわけであるが、｢迫の駅｣

は本来ドライブインの施設であるため､到着すると

そこかしこに長距離使の大型トラックが休憩をとっ

ていたのであった。そんなに広くない駐車場に何台

も止まっているので､準備するうえで非常に圧迫感

があり、｢ちょっとやりにくいなあ｣とも思った。そ

うはいっても仮眠をとっているドライバーにどいて

くれとも言えず夜明けを迎えた。

　いよいよ生徒が通過する時間が近づいてきた頃、

ドライバーも目を覚ましたようだが動きはなかっ

た｡中田では検印した後､駐車場を横切りサイクリ

ングロードに出るようなコースになっているので、

大型トラックはいないのにこしたことがない｡私は

できるだけトラックを避けるかたちで生徒を通過さ

せようかなと思っていたところ、ドライバーがもぞ

もぞと車から降りてきた。それから大きく伸びをし

－25－
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てからまた運転席に乗り込み、こちらに目で合図を

送ってからトラックを移動してくれたのであった。

　「トラックの運ちゃんいいとこあるなあ」と私は

思ったのだった。　　　　　　　　　（検印所主任）

－
ｊ

須玉検印所 高橋正文

-

　須玉の検印所は男子のみ通過する場所です｡学校

を出発して約25km、全行程の丁度半分位の距離で

す。今年(第80回)は天候にも恵まれ、風もなく気

温も走るのに快適であったためか､生徒も概ね順調

に通過していきました。ここまでは標高差もスター

ト地点と大差なく、皆元気よく到着し思い思いに休

憩しています。ちょっと水分補給するだけで直ぐ次

の検印所に向けてスタートする者、自分のペースで

しっかり時間をかけて栄養補給をする者､足を痛め

到着するなりテーピングをもらいぐるぐる巻きに

する者など様々です。自分の体調をあまり気にしな

い者､逆に必要以上に気にして手当てに余念のない

者など生徒それぞれの性格が垣間見れて興味深いで

す｡平坦な道程だったコースもこの先から一気に標

高が高くなります。まきば検印所まで約1000m登る

ことになり、山豊りにも匹敵する過酷なコースに、

生徒も必死になって挑みます｡須玉検印所はそうい

う意味では第２のスタート地点とも考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

高根検印所 松島弘誠

一

　高根検印所は医療スタッフを含め50人を超える

協力者で運営する大規模の検印所である。協力者も

多いが､担当区間も約8.5キロと広いため、18ヵ所

の拠点と巡回・給水・看護の業務に振り分けると、

ローテーションも組めない｡約五時間連続して業務

に当たっていただいている方々に感謝するととも

に、強行遠足が保護者を始めとする協力者なしでは
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成り立たない行事であることを実感する。

　高根検印所と言えば､第78回強行遠足､大雨で途

中中止となった回は、スタッフ一同とても苦労され

たと聞く。中止が告げられた十時頃、高根検印所前

後には男女とも多くの生徒が懸命に走っていたが、

中止・バス輸送で帰校ということになった。 530名

のずぶぬれの生徒たちはテント下では収まらず、急

速検印所併設の施設をお借りし対応するとともに、

十数台のバスの手配と生徒の人員確認を行った。

(第79回以降、雨天の場合の｢予備目｣の設定はな

くなった｡)　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

に忙殺され､心に余裕がない。あまり声をかけたり、

激励することもできないまま最終の生徒が通過して

いった。通過後も保護者の方は手際よかった｡朝より

も際だっていた。あっという間に方付け、トラックに

積み込みきれいになってしまった。後の仕事はカー

ドの整理と通過人員の確認と書類整理だけだった。

　自分にとって３回目の強行遠足が終わった。いつ

も思うことがある。「強行遠足って本当に多くの人

に支えられて成り立っているんだ｡」こんなにたくさ

んの保護者の方や卒業生が関わる行事は今まで経験

したことがなかった。学校職員と補助生徒だけでは

とても運営できない。「ありかたい｡」ただ行事とし

てあるからだけではなく、「以前は生徒として同じ

行事を経験した卒業生や子どもを思う保護者の方の

思いに支えられているなあ｡」

　今年も無事に終了することができた。全ての業務

が終了し､車で一高へ向かいながら、生徒達の帰りの

無事と保護者の方への感謝を改めて思っていた。そ

して「これからも天気に恵まれいろいろな人たちの思

いに支えられてこの行事は続いていくんだな｡」と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（検印所主任）

若林救護検印所　　　　　　　　温泉英行

－いろいろな人達に支えられてー

　目覚ましが鴫った。午前３時。まだ暗い中、「雨

じゃなきやいいな｡」と思ってカーテンを開けると

晴れた夜空だった。明けないうちに家を出て一高に

向かう。玄関前で係の先生方とおちあい、保護者の

方との待ち合わせ場所の北杜市役所高根支所に車を

向けた。5時30分、もう既に何名かの保護者は見え

ていた。「おはようございます。今日はご苦労様で

す。よろしくお願いします｡」挨拶を交わし、人数が

そろってから若林救護検印所で準備を始めた。こち

らがお願いしなくてもどんどん作業が進む。さすが

「皆さん行事に慣れている｡」と思った。手際よく準

備できたのに本部の連絡をうっかりしていた。まだ

救護検印所の主任の仕事が頭に入っていないのか。

保護者の方の手際よさと比べて自分の不慣れが際

たった。

　いよいよ準備が整い、生徒達が通過する時間に

なった。安全管理のために各拠点に立つ保護者の方、

消耗してくる生徒達のために麦茶やポカリスエットを

作ってくれる保護者の方､巡回をして下さる保護者

の方、様々な場所で、いろいろな側面から援護して

いただいた。生徒が来れば「頑張ったね。お疲れ様。

少し休む？麦茶飲んで行きな｡」励ましやらねぎらい

やらの声がとぎれることはない。こちらはというと

次から次へと通過する生徒達のカードを整理するの
ｊ

;[

･‘心___,..．………..………..………

大泉検印所 望月　學

一

　第77回から野辺山をゴールとする新強行遠足が

始まり、大泉検印所は新設された。私は開所から４

年間駅長を務めたのでその間のエピソードを紹介し

よう。

　検印所は小海線大泉駅の近くの、テニスコートと

温泉を併設した村営の｢いずみ荘｣である。 77回は

快晴でとても暑かった。大泉は高根から続く坂道の

最も急な所にあり、なんと57人もの中止者がでて

しまった。生徒用バスに乗り切れず、保護者の車に

も乗車させてもらい、なんとか全員回収できた。ま

た強行遠足の目に、浦川の歩道の工事が開始された

ため道路の迂回を余儀なくされ､常に２名の保護者

に貼り付いてもらわなければならず苦労した。
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【ﾌｱ回　検印所の様子】

　78回は大雨の中強行された。大泉通道者は僅か1

名。途中中止になったため、８名がずぶぬれで大泉

に到達した。このとき、いずみ荘の支配人が全員に

風呂をサービスし、着ていた服を乾燥機で乾かして

くれた。

　　　　【78回　大雨の中先輩と手を繋いで到着】

　79回は薄日で絶好のコンディションであった。当

初から落伍者をださないよう、保護者職員全員で生

徒を励まし、声を掛けて追い立てた。その甲斐あっ

てなんと女子の中止者はゼロ。男子は20名であった。

　この回からポカリスエットが配付されたため生徒

の人気は高かった。すぐなくなってしまったので近

くのセブンイレブンで追加した。またこの年、大泉

村は北枕市に合併されたたため｢いずみ荘｣は市の委

【79回　お茶がとってもおいしい】

ｙ

託となり経営者が代わった。食堂が改善され、いろ

いろなメニューが増え、保護者には好評であった。

　80[口|は晴天に恵まれた。前回に続き日曜日開催

のため、交通量が心配された。休みのためか協力者

が多くまた大泉は人気があるのか、２年目、３年目

という保護者がけっこういて拠点指導、区間巡視と

もにとても順調であった。生徒への指導も良く、中

止者は僅か８名という好成績であった。ただ駅長が

うっかり大テントの天幕と三方幕を間違えたため、

火箱にブルーシートを転用し、派手なテントになっ

てしまったのにはスタッフ全員苦笑いであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

【80回　大泉検印所のスタッフー同】

まきば公園検印所　　　　　　飲田源

　須玉から続く長い上り坂が､次第､次第に急にな

り、ついには山豊りかと思うほどになった所に、ま

きば公園検印所はある。大泉検印所から、まきば公

園検印所を越えて東仮橋までの5.6kmの区間は、標

高差345m､平均斜度6.0％｡距離こそ及ばないが、

平均群度では、箱根駅伝第5区間､箱根湯本一芦ノ

潮間の5.7％を上回るコース最大の難所である。こ

の坂を、皆懸命に上ってくる。ある者は、自分で自

分を励ましながら、自分と戦いながら、またある者

は友と助け合いながら、懸命に上がってくる。それ

を、ブラバンOBが校歌や応援歌の演奏で迎える。

この激励演奏はいつの頃から公認となったのか。旧

コースでは野辺山のJR最高地点で夜通し演奏して

いた。それが新コースになって、まきば公園に移っ

てきた。吹きさらしの冷たい風に負けない力強い演
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奏。歩行中この演奏が聞こえると、胸にあついもの

がこみ上げてくると聞く。検印所でしばらく休憩し

た後、この演奏に、また気持ちを奮い立たせてもら

い､清里へ向かう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

－28－

f.

９月・10月の休日には駅を利用する観光客も非常

に多い｡野辺山救護検印所は現在は強行遠足のゴー

ルとなっており、すべての生徒がここを目指して

ひたすら歩き続ける。無事ゴールを果たした生徒に

待っているのは､野辺山検印所名物の熱いしじみ汁

である。湯気の立ち上がるしじみ汁は、歩‘き疲れ空

腹の生徒には何よりのもてなしであろう。

　このしじみ汁を丹誠込めて作って下さるのが岡部

勝男氏ご夫妻である。しじみ汁の歴史は古く、第３

回にコースが松本方面に設定されたときからだとい

う。岡部氏も松本コースの時からの協力者で、した

がって、40年以上の長きに渡りご協力いただいて

いることになる。氏はアスファルトの広場をたちま

ちのうちに大調理場に変えてしまう名人である。水

道の配管や調理台や大きな釜のセットなどほとんど

一人でこなしてしまう。そして、ご自身が選んだし

じみを丁寧に洗い、おいしいしじみ汁に仕上げてい

く。男子のトップがゴールする10時頃には、おいし

いみその香りが検印所に漂うことになる。協力者の

お母さん方と一緒になり、にこにこしながら生徒に

しじみ汁を勧める岡部氏ご夫妻には、これからもご

協力をいただきたいと願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

･fj
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清里検印所 古屋　宗

一

　清里救護検印所はにぎわう清里の町並みから離

れ､野辺山方面に2kmほど進んだ、学校寮地区の中、

目黒区立八ケ岳林間学園の施設・敷地をお借りし

て開設しています。管理人の平野さんご夫妻には、

毎年早朝より御協力をいただいています｡八ケ岳高

原ラインから10mほど入った場所で、落葉松の林

に囲まれた静かな空間です。日中は太陽の光が暖か

く、紅葉している落葉松の黄色い色に光が照りはえ

て、高原を感じさせてくれます。しかし､朝7:30の

集合の頃は日射しも弱く、冷たく透明感ある空気に

1300mの標高を実感させられました。

　清里はゴール野辺山の一つ前の救護検印所である

ため､短い休息で多くの生徒が野辺山へと向かって

いく救護検印所です。落伍する生徒も少ないなか、

前進停止時刻を過ぎて疲れ切った様子で到着した生

徒から検印カードを回収するときは、つらいものが

ありました。決められた時間の中での行事ですので

いたしかたないことではあるのですが……。

　御協力頂いた保護者の方々には、満足に昼食の時

間もとれないなか、早朝より巡視に、歩行指導に、

給水にと御協力頂き感謝いたしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　(検印所主任)

野辺山検印所 伊神福陽

一

　学校を出発してから約55km、標高1350mのとこ

ろに野辺山救護検印所がある。ここはJR最高駅の小

海綿野辺山駅の目の前にあり、強行遠足の行われる

に＿はｰ〃●･J.･-.･sl･･●.･.F●y･〃gj..●1･...1.､.･.･.j』
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｢今、語る167.1kmへの道｣

一

美しい青木湖と中編湖(手前)

岩間孝吉氏

強行遠足最長到達記録者

昭和14年(1939)甲府市生まれ。甲府第一高校、山梨大学

学芸学部卒｡兵庫教育大学大学院修了・教育学修士｡公立

中学校教員を経て、山梨英和中学校・高等学校第21代校

長として勤務。

[現在]

財団法人・山梨YMCA理事

NPO法人・山梨ホスピス協会理事

聞き手・加藤　忍(編集委員)

◇加藤　「強行遠足で日本海を見た先輩がいたんだよ！」私が高校生の時、先輩方からそのような話を聞か

　　　　されていました。岩間さんはすでに伝説上の英雄となっておられたわけですが、今日はそのような

　　　　方と対談でき、大変光栄に思っています。

　　　　　岩間さんは、昭和14年のお生まれ。甲府一高昭和33年卒です｡私が昭和54年卒ですので、岩間さ

　　　　んから見れば私は子供の世代、まして今の高校生は孫のような世代になるかと思います。いろいろ、

　　　　ぶしつけな質問をさせていただきますが、どうぞご容赦ください。

　　　　　さて、先はどの出発式でお話をいただいたのですが､私はお話を間くうち、自然と涙があふれてIL

　　　　まりませんでしたが・・・。

Ｉ岩間　　高校３年生の時、167.1kmという思っても見なかった記録を残すことが出来ました。振り返って

　　　　みると、「一生懸命できた、そこに自分を打ち込んだ」という気持ちが蘇えってきます。そのような気

　　　　持ちが、自然と体験者には伝わるのかもしれませんね｡過去のことですが､私自身かけがえのない体

　　　　験でした。

◇加藤　　ご両親からは、どのような教育を受けられたのですか。

Ｉ岩間　　父は明治生まれで､一代で農機具販売店（岩間農機株式会社）を築き上げました。しつけには大変厳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－29－
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◇加藤

■岩間

しい人でしたね。けは、何でも受け入れてくれる心の広い人でしたが、良く｢～らしくしなさい｣つま

り高校生の時は｢高校生らしくしなさい｣としつけられました。恵存期の私には、両親への抵抗感も

ありましたが､今振り返ってみると、厳しい父と包容力のある吋の教えが、今の私け土台になってい

ると恵います。

　双子のご兄弟でお生まれになったそうですが。

　はい、一一郎性双生児で生まれました。私か次男で弟が三男になります。内祝は、双子なので同じよ

うに育てようと決めていたようです。そのため、小学校から高校まで同じクラス、同じ担任の先生で

した。払自身、兄弟仲良くという気持ちがあるものの、内心はライバル心もあり複雑でした。大学の

進学先は自分で決めたのですが､結局兄弟そろって山梨大学に進学することになりました。卒業後、

払は埼玉に、弟は新潟に就職し、初めて離れ離れとなりました。しかし28歳の時、兄弟そろって結婚

しました。お相手も実に良く似たタイプの女性たちでした。

高校時代の岩間氏

山梨県最優秀サッカー選手の表彰状

学業不振に悩むも、サッカー部を

やめなかった

◇加藤　　高校時代を振り返っていただきたいと思います。岩間さんの高校時代､すでに高度経済成長が始

　　　　まり、1956年(昭和31)には国際連合への復帰と、なんとなく、日本全体が明るい雰囲気に包まれて

　　　　いったような印象を受けるのですが・・・。

■岩間　　私たちから大学入試が大変厳しい時代に入りました。いきなり入学時から｢いいかげんな生活態度

　　　　や勉強では、大学にはいけないぞ｣と先生方からおどかされました。当時すでに英語と数学では、学

　　　　習到達度に応じたクラス編成となっていました。勉強に追い立てられるような高校生活で、それに

　　　　落ちこぽれてしまった私は、相当鞘積したものが胸の内にありました。

　　　　　それでも旧制中学以来の自由な校風が残っていました。ほうばという高下駄での通学は禁止だっ

　　　　たのですが、バンカラ気取りでこれを履いてくる者がいましたし、それを注意される先生方もい

　　　　らっしやいませんでした。

　　　　　部活動は、1年生の時に化学部とＨｉＹ部に、2年生からは体を鍛えなければいけないと思いサッカー

　　　　部に入部しました。
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最長到達記録賞の置時計と母親お

手製の肩掛けカバン。母の愛情が伝

わってくる

◇加藤

Ｉ岩間

築場駅前に広がる中編湖。岩間氏が

見だのは日本海ではなく、仁科三湖

の一つ中編湖であった

－j/涙一　今､話る167.j励への遊－　Ｊ

　　　　　　表　彰　状

岩間氏は、24時間終点地無制限時代

の最長到達記録者である

167.1km(築堤)

　さて、｢強行遠足｣を振り返っていただきたいと思います。

　　１年生の時は、体力が無く様子もわかりませんでしたので、みんなと一緒についていこうと思い

ました。真中から後ろのほうでした。途中から雨が降り始め、上諏訪を通り過ぎようとした時｢体を

拭いて、列車で帰りなさい｣と途中中止の指示が下りました。

　２年生の時は、サッカーのおかげで体力がつき、予行演習(三川一周の36km)で学年２位となり、

先生方から期待をかけられました。しかし、本番では韮崎の穴山根で腹痛のため無念のリタイアと

なりました。｢これでは参加したことにもならないよ｣と先生から言われ、悔し涙に泣きました。不

思議な事に、弟も腹痛のためリタイアしてしまいました。｢来年こそ、コンディションを整え少しで

も遠くへ行きたい｣と肝に銘じました。具体的には、３年生になってもサッカー部をやめませんでし

た。上目の休みも無く毎日練習しました。さらに練習後､雨の目も雪の目も毎日、湯村山までのラン

ニングを自分に課しました。

　３年生の時は、天候やコンディションが気になりましたが、｢やれることはやった、あとはマイ

ペースで歩きぬこう｣と決心しました。２年生の時に母が作ってくれた｢肩掛けカバン｣に選び抜いた

携行品を詰め込みました。靴に問しては、最初の三分の一は運動靴で、次の三分の一は草靴で、最後

の三分の一は運動靴で行こうと計画を立てました。全行程草鞘の人もいましたが、それには問題が

あると思っていました。三分の一のみ､通気性の良い草靴にする計画だったのです。

　昭和32年(1957)10月14目、その目は本当に良い天気でした。そうです良かったんです。午後４

時、甲府一高を出発しました。当日の私の足どりは快調でした。トップで松本に到着すると、そこか

らは体育の先生が自転車で並走してくださいました。｢大町駅｣の手前から先生も歩かれました。｢木

崎駅｣に着くと｢ここが先輩の最高到達地点だよ｣と教えてくれました。私は疲労困想で、｢はい｣と答

えるのが精一杯でした。｢おい、なにか飲まないと心配だよ。水か牛乳を飲みなさい｣と先生がおっ

しやり、駅前で牛乳を買って飲もうとしました。しかし、体がまったく受けつけないのです。無理し

て飲むとこれは大変な事になると思い、牛乳を吐き出し、水で口をすすぎました。残り時間は２時

間、精根限り歩こうと思い、重い足を引きずりながらやっとの思いで｢築場駅｣にたどり着きました。

目の前に中綱湖が広がり大変心が和らぎました。時刻は午後３時45分でした。｢あと15分あるけれ

ど、次の白馬駅までは10kmあるから無理だよ｣と先生がおっしやいました。｢はい｣と私は答えまし

た。駅長さんから検印をいただき、ベンチに腰をかけたとたん、私の休は言うことが間かなくなって

しまいました。先生に抱きかかえられて階段を上り、松本行きのSL(蒸気機関車)に乗り込みました。

■ｐ°”ｒ-ｒ７-’‥･･-７７－ＦＦ゛=゜¬－７………
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◇加藤　　劣等感にさいなまれ､生きる意味に苦悶されながらも部活動をやめず、常人には到底なしえない、

　　　　最高到達地点｢築場｣167.1kmを達成された瞬間ですね｡最後に、後輩へのメッセージをお願します。

■岩間｢強行遠足｣は、甲府一高の得がたい伝統行事です｡全力で自分をぶつけるまたとない体験の場です。

　　　　全力で自分をぶつけた者には、その後の人生に大きな勇気と自信を与えてくれます。人間の人生は、

　　　　山あり谷あり困難の連続です。私もそのような場面に直面した時｢あれだけやれたのだから、やれる

　　　　だけやろう｣と自分を奮い立たせ、困難を乗り越えてきました。百万遍の言葉による教育ｊりも、一

　　　　つのかけがいのない、この貴重な体験から多くのことを学んだのです。

＊　岩間孝吉氏は、長い教職生活を退かれ､現在はＮＰＯ法人・山梨ホスピス協会理事として、山梨県立中央病院｢緩和ケア病

　棟｣で末期がん患者のための終末医療に携わるボランティア活動と、財団法人・山梨YMCA理事として、青少年の健全な育成

　のためのボランティア活動をされている。

　　岩間氏は、｢強行遠足｣に間する講演については、これまですべて辞退されてきた(その偉業を誇りたくないという氏の謙虚

　な精神のあらわれと思われる)が、このたび､望月同窓会長の尽力で｢強行遠足出発式における生徒激励｣として実現し、生徒

　に深い感銘を与えられた。この対談も、その折に実現したものである。

　　次に、出発式における｢生徒激励の全文｣と、『佐久往還強行遠足20周年記念誌』に寄稿された手記を掲載する。

強行遠足出発式における生徒激励・全文

｢きみはうみ見たのかと問う　信濃路に
ｊ

岩間孝吉

　その日、1957年　昭和32年10月14日　月曜日　午後４時､合図とともに校庭を出発しました。

　前の年に韮崎の先の穴山橋のところで落伍して帰ってきた苦い経験から、今年こそはマイペースを守るこ

とを心に決めていました。

　ゆっくりスタート。 30km過ぎるあたりで､先頭になり、走り歩きを交互にして1 16kmの松本で朝を迎え、再

び走り出しました。当時､松本からは先頭者には確認のため先生が自転車で併走する決まりでしたので､私は

自転車の先生ど30kmくらいを走ったでしょうか。

　24時間で、JR太糸線沿いに日本海の糸魚川を目指すこのコースでの先輩の記録は、大町の先の木崎でした。

その木崎を通過した時､制限時間まで約２時間残ってはいましたけれど、疲労困懲し、歩き続けてきた足はも

う自分の身体の一部ではないような感じでした。次の海の口駅を通過し、その次の築場駅に到着した時､駅の

太時計は、３時45分をさしていました。あたりを見渡す気力もなくなってしまいましたが、ふと目に映った

のは、駅の外に広がる湖でした。

　自分でも信じられない167kmでした。どんな力が、なぜ私をそこまで行かせたのか、自分でもよくわからな

いのですけれど、私の人生にとって、かけがえのない経験になっています。

　80周年の強行遠足に参加される皆さん､マイペースでチャレンジして下さい。ご健闘を祈ります。

　「きみはうみ見たのかと問う　信濃路に」　（1958年　昭和33年卒　岩間奉告）

　ありがとうございました。
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岩間 孝吉

青年期の象徴としての強行遠足

　人生がよくマラソンにたとえられるが､高校時代

の強行遠足は、わたくしの青年期をよく象徴してい

るように思われる。 16歳の高校１年時代、甲府一

高に入学したわたくしは、２、３年生にまじって伝

統の強行遠足に初参加した。とにかく、24時間で

行けるところまで行ってみようとはりきったが、雨

のため上諏訪で中止となり帰ってきた。 17歳の高

校２年時代､サッカー部で鍛えられつつあった足に

ものをいわせて、少々気負いたって出発したけれど

も､穴山桃で腹痛のため落伍して帰宅する破目にな

った。

　18歳の高校３年時代、学業の面での不振などに

よる劣等感にさいなまれつつも、サッカー部の練習

にはしがみついてきた。また、自己の精神面での充

実を求めたかったのだろうか、ハイＹ(高校YMCA)

運動に加わって活動を続けていた。

24時間で167kmを行く

　1957年(昭和32年)10月14日、その日はうすぐも

りだったが､比較的暖い日たったように記憶してい

る｡学帽､学生服、自いトレパン、くつ下にアップシ

ューズ、という服装であった。腰のベルトには手ぬ

ぐいをはさみ、ポケットには、学生証、検印カード、

ちり紙、帰りの汽車賃、手袋などを入れた。肩から

斜めにかけた小さな布カバンには、約３食分の小さ

めにつくったおにぎり、わらじ１足、キャンデー(ド

ロップ)、ふろしきなどを入れてあった。

　午後４時、甲府一校校庭を太鼓の合図とともに

スタート。走る集団の中程より少しうしろのとこ

ろを、自分なりのペースで走り続けた。韮崎の検印

所を通る頃は大勢だった人の群も、少しずつまばら

になり、釜無川の土手の辺を走る頃は、２年生のＫ

君といっしょになって２人で励ましあいつつ走り続

け､台ケ原の辺で先頭を行くと思われる数人に追い

つき、追い越して国界橋の先まで完走したように記

－33

憶している。

(41km地点)

富士見には、 夜10時５分に到着したが

この辺までの平均時速約7kmである。

夜の甲州街道を松本方面を目ざして走り歩き

き走

た。

りを交互にく

途中、

富士見、

りかえすやり方で塩尻まで行っ

岡谷(72km地点)には夜中のＯ時57分着。

岡谷間はややペースをあげ

いで走った。

平均10kmく

例の岡谷のしじみ汁を立ったまま

ぶみしながら、

もらう と足早C

寒い外気の中ですすり

こ出発してし

検印をして

ったように思う。

から塩尻峠あたりまでの問は、

富士見

用意していったわら

じをはいて走り歩いたように記憶している。

の中程の３分の１

全行程

にわらじをはき

ップシューズを用いた こと になる。

暗やみの塩尻峠の検印所で、

るく して待っていて下さった。

初めと終りはア

先生方がたき火を明

夜明けの前の一番寒

い時間帯である。おり悪しくも、２人で歩き続けて

きたK君が､峠を下りはじめた頃から身体の不調を

感じ、２人はペースをおとした。松本検印所に２人

で着いたのは、10月15目の朝８時５分であり、朝

の通勤・通学の人たちの行きかう松本の町であった。

　残りのおむすびとキャンデーだけをふろしきに包

みなおし、肩からかけて、他の不用になった荷物を

おき、少し身軽になった。K君も検印所の先生方が

みて下さり、１人で先をいそぐことになった。塩尻

からゆっくり歩きつづけたおかげで､体力も少し回

復したように感じられた。

　松本から先は、先頭の人だけ付添いの先生が交

代で付いて下さるとのことで､体育科の先生が自転

車に乗って走り、わたくしはマラソンのような調子

で走ることを再開した。松本から豊科(127km地点)

あたりまで、平均時速10kmくらいで走りつづけた。

2・3人の先生が交代で自転車による伴走をして下

さったが､松川あたりからだったろうか､先生も自

転車でなくいっしょに歩いて下さる方が１人付か

れた。豊科あたりから少しペースが落ちはじめ、大

町(151km地点)ころには､平均時速6kmくらいとな

り、大町をすぎると時速5kmくらいにダウンした。

　太糸南緯､木崎駅に着いたとき、ここまでが今ま

での最高記録のところだよ、と先生が言って下さ

ったことをおぽえているが、疲労困ぱいし、あまり
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明瞭な返事もできなかったように思われる。木崎

(156km地点)に、午後１時45分着､制限時刻の４時

まであと約２時間ちょっと。もうこのあたりでは、

水分を補給するくらいで、食物はのどを通らない

有様だった。木崎の次の海ノロまでは約3km半なの

で、とにかく１つの駅だけはがんばって行こうと思

い、自分を励ましつつ歩く。

　海ノロに着くと、１時間半くらいの時間がさらに

残っていたが、次の築場までは、約7km半ある。何

とかもう一つくらい行けるのではないか、１時間半

残してストップは残念だ、との先生の励ましをいた

だき、足はすでに棒のようであったが、行くだけ行

ってみようと心に決め、歩きはじめる。それでも大

町から築場(167km地点)まで平均すると、時速5km

くらいで歩いたことになる。築場の駅舎が見えた時

には、本当にほっとした気持ちになっていた。駅の

待合室のベンチにすわって大きな掛時計をみると、

３時45分であった。

　先生が､次の駅は白馬(当時は築場と白馬の間に

は駅はなかった)だが、15分ではとうてい行けない

ので、ここで止まることにしようと言って下さり、

駅長さんに検印カードの印をいただいて再びベンチ

にすわったら、どっと体中の力がどうにかなったと

いう感じであった。腰から下の筋肉が硬直し、容易

に曲がらない有様であったが、頭の中ではボーとし

た気持ちのまま、松本行きの汽車を持っていた。

経験とは最良の教師である

　20年以上たった今、強行遠足という学校行事を

通じて受けた教育、学んだことの意味は、何たった

のかと考えてみると これを体験することによ

って、自己教育の場を得たこと(自分自身を強行遠

足という場に役人することによって自己教育するこ

と)だと思う。

　百万遍の言葉による教育よりも、１つのかけがえ

のないこの体験が自己をつくる、といったら言いす

ぎだろうか。こういう体験による自己教育の場を周

到な準備によって用意しつづけて下さったことを

感謝したいと思う。また、そういう場に自己を投入

し、自己をみきわめることの重要性を感じられる青

－34－

年(高校生)の感性(人間性)を貴いことだと思わずに

はいられない。

『佐久往還強行遠足20周年記念誌』

(1982年)所収
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｢ありがとう、臼田のおばあちゃん｣

依田家と甲府一高とのご縁

依田トミ子さんとお孫さん

　　　　(昭和54年)

加藤　忍

｢えらかったじやろう、さあたべなさい｣

やさしい臼田三反田のおばさんたち(昭和54年)

■40年間の恩

　一高生をわが子のようにお世話くださった｢臼田

のおばあちゃん｣こと依田トミ子さん(1911－2006)

が､平成18年２月22日逝去されました｡95歳でした。

　依田トミ子さんは、夫の寿倭次(すわじ)さんとと

もに昭和38年(1963)の｢第38回強行遠足｣より一

高生のお世話を始められ、途中、昭和43年(1968)

に寿倭次さんが他界された後もその遺志を引き継

ぎ､平成14年(2002)の｢第76回強行遠足｣まで実に

40年間も、全身全霊をかたむけて一高生をお世話

してくださいました。私たちは、その恩を一生忘れ

ることは出来ません。ここに依田家とのご縁と、ト

ミ子さんと接しられた方々からの思い出やトミ子さ

んの手記を記すことによって、生前のご厚誼にあつ

く感謝申し上げ､心よりご冥福をお祈りしたいと思

います。

■依田家とのご縁

　昭和37年(1962)より｢小諸方面(佐久往還)｣に

コースが変更され、男子は松原湖(66km)が終点地

となった。しかし、このコースでは物足りないと多

くの生徒から不満が出たため、翌昭和38年(1963)

より中込(87km)に延長された。このため、途中の

臼田に救護検印所を開設する必要性が出てきた。本

校職員が適地を探していたところ、臼田町三反田の

交差点にある依田酒店が目に留まった。お伺いし事

情を話したところ、ご夫妻は快くお受けしてくださ

り、それが今日までのご縁につながっていくのである。

■依田寿倭次さんの紹介

　◇山梨県人からの恩

　寿倭次さんは、大正２年(1913)佐久郡の山村に

生まれ育った。大正の末年から昭和の初年にかけ

て、日本経済は深刻な不況状態にあり、耕地の少な

い山村の若者たちは次々と出稼ぎに出て行った。

　昭和４年(1929)、16歳に成長した寿倭次青年は、

養蚕の盛んな山梨県に行って働こうと決心した。そ

こで得られる日当50銭を貯金しながら、それを元

手にいずれ佐久平(臼田)に出て、自分で仕事をして

みたいという夢を持っていた。

　その年の養蚕は、天候不順にたたられて病気が発

生し、各地の蚕は全滅に近い状態であった。加えて、

アメリカの株式市場暴落に端を発した世界恐慌が起

こり、生糸の価格は大暴落していた。このような状

況下で、山梨県北巨摩郡(北杜市)に出稼ぎに行った

ところで、仕事にありつける状況ではなかった。夢

破れ､一人さみしく山道を引き返すこととなった。

日はだんだんと西に傾き、夜となり空腹はつのるば

かりである。空腹は苦痛に変わり、その激しさは増
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すばかりで、ついに一軒の農家の戸をたたき、事情

を話して助けを求めたのである。そこの農家の主婦

は、やさしい心の持ち圭で塩むすびを握って渡して

くれた。

　｢地獄に仏｣とはこのことである。家に帰り、その

ことを語り一一夜は明けてしまった。人に対する親切

の大切さをしみじみ知らされたのである。それから

は、親切をむねとして働き、若き目の夢の実現へと

進んでいった。

　昭和10年(1935)、佐久平(臼田)に移り住み、今

まで蓄えた全財産を役人して耕地３反(30アール)

と動力籾摺り機を購入した。労働に励み､やがて10

人の子供にも恵まれた。子供たちの将来を考えて、

彼は酒屋と牛乳販売店の経営もすることとした。牛

乳の販売はすべて子供たちに任せ、それによって労

働の尊さ、独立精神を培わせた。彼の一家は、全員

で労働と奉仕に励み､生活を高め円満な家庭を築い

ていった。

　寿倭次氏が､救護検印所の開設を快くお受けくだ

さったのには、若さ目に山梨県人から受けたその恩

に報いたいという気持ちがあったからである。

　◇寿倭次氏の遺言

　昭和43年(1968)に寿倭次氏は他界された。死の

直前､彼は枕元に家族を集め、｢甲府一高の強行遠足

への奉仕は、自分が死んでからも続けるように｣と

言い残して息を引き取られたという。享年55歳。

■トミ子さんの真心

　寿倭次さんは､酒屋と牛乳販売店を経営されてい

るので､救護検印所の采配は､妻のトミ子さんが振

るわれた｡前日の午後５時ごろ甲府一高を出発した

生徒たちは､深夜２時から正午まで400人がばらば

らになって臼田を通過する。家族総出で接待にあた

るが、それでも足りないので近所のおばさん７、８

人を頼んで接待にあたる。真夜中の1時頃から消防

器具置場前で火をたいて生徒の目印にし、ご飯を

炊きお湯を沸かし、にぎりめしを作る。お茶・お菓

子・リンゴ・牛乳なども出す｡疲れきった者には休

養もさせる。靴ずれの手当てもしてやる。その奉仕

に皆が感動した。

帽

　強行遠足が終わると、トミ子さんや三反出のおば

さん一同あてに、学校、生徒そして保護者から礼状

や年賀状がたくさん届く。依田さん夫婦は、[８月

になれば学校からまた頼んでくるだろう、真心で世

話をしてあげたい・・・]とわが子を待ちわびる思

いで心待ちにされていたそうである。

　平成15年(2003)からのコース変更により、臼

田は伝説の地となってしまった。トミ子さんは、ご

家族に｢寂しいねー、けれど仕方がない｡｣とおっ

しやっていたそうである。その後、トミ子さんは目

に見えて衰弱されていった。それでも強行遠足が近

づくと｢頼むから私を車に乗せて、一高生を応援さ

せておくれ｣と懇願されたそうである。平成18年２

月22目、トミ子さんは冥土へと旅立たれた。一高生

に限りない慈愛を与えられて。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員)

■参考文書

『佐久新報』(1967年4月５目号)

『佐久往還強行遠足20周年記念誌』(1982年)

｢依田寿倭次伝｣渡辺冨弘氏

『強行遠足70回記念誌』所収(1997年)

リンゴの神様
深潭太郎

-

　　　　　　朝の八千穂､一歩前

　一高は古い学校だけあって、数々のイニシエー

ションが用意されている。応援練習では団員の理不

尽な要求に耐え、強行遠足では到底完走できそうも

ない距離を歩かねばならない。時代錯誤と咄う者も

いるかもしれないが､少年から青年へと脱皮する階

梯は苦しみと共にある。死の世界を思わせる夜道。

孤独に歩む行者。その先に、新しい世界が必ず存在



する筈だ。

　18歳で甲府を離れて東京に暮らしているけれど、

挫けそうな気持ちを抱いたことは何度もある。そん

な時、決まって思い出すのは強行遠足のこと。俺は

100キロ歩き抜いたじやないか。もう一度｢臼田の

リンゴ｣を手にするまでは、まだまだ歩みを止める

わけにはいかない。

　真っ暗な夜道の中を聞こえてくるのは、ひたひた

と歩く自分の足音だけである。野辺山を過ぎれば、

もはや集団で歩く生徒も少ない。幽鬼の如く黙々と

進む学生服の背中が､一つ二つ見えるばかりであっ

た八次の検印所まであと5km｣と書かれた掲示を見

掛けてから随分歩いた筈なのに、痛む足を引き摺る

目の前に現れたのは｢次の検印所まであと4km｣とい

う無情な文句。 10月初旬ともなれば信州の夜は寒

く、残り少なくなった温かいお茶に心細い思いがす

る。それでも、ぼくは臼田まで辿り着かねばならな

い。いつだって、ぽくの臼田は小諸と同じくらい大

切な場所だったのだ。

　　　　臼田参り(故寿倭次氏の霊前で合掌)

　かつての臼田は、甲州街道と中山道を結ぶ佐久往

還の宿場町であった。目立って古い建物が残されて

いるわけではないけれど、一定の道幅を隔てた両側

に延々と民家が立ち並ぶ様は古い街道筋の面影を

保っている。甲府から数えて約85km、つまり20里

以上も先の臼田までは２日かけて歩くのが通常で

あったが、強行遠足では遅くとも18時間で踏破し

なければならない。終点の小諸までには30kmほど

先があるとは言え、甲州と信州の間に横たわる平沢

峠を越えるのに相当な体力を消耗するのだから難儀

な道程であることに大差ないのである。そんな臼田

の宿が、ぼくの目標の一つになった背景には幾つか

皿|≡゜'‾腫__-。--，。鵬F回目i弓珊゛i〒'゛'i;'目･;i－･･-;i･--･･

　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■■㎜･･㎜■･■㎜㎜■･･■■・

－ｊ

辺　曹

の理由がある。

　一高応援団には｢臼田参り｣と呼ばれる強行遠足当

日の行事があり、新任の団長は検印所で依田家代々

の言前に両手を合せる。これは、一人前の応援団長

になるために絶対欠くことのできない通過儀礼なの

である。自宅を臼田の救護検印所に提供して下さっ

た依田寿倭次さんが、自分の死後も強行遠足への協

力を惜しまぬように、と家族に言い遠して亡くなっ

たのは昭和43年のことであった。以来、寿倭次さん

の御言を慰め、強行遠足の無事を祈願することが応

援団の責務となり、いつの頃からか団長職継承儀礼

の一環として定着したのである。

　２年生のぼくは、夏の野球応援が終わって暫くし

たある日の晩、応援団の先輩から呼び出しを受け

た。如何なる用件かは薄々勘付いていたが、団長な

のか、副団長なのか、或いは旗持ちを命ぜられるの

かは蓋を開けてみなければわからない。緊張の一時

である。オレンジ色の裸電球が一つだけぶら下がっ

た団室には幹部が勢揃いしており、真ん中に陣取っ

た団長から下された言葉は｢次の団長は…　オマン

がやれ｣。畢竟､平成６年秋の強行遠足で臼田を前に

挫折することは、自他共に許されぬ状況になった。

強行遠足当日の結果は、ぼくがここに元団長として

筆を進めている事実が十分に示しているであろう。

　では、翌年は小諸を目指すことだけを考えていれ

ばよかったのだろうか。実は、３年生になるまで古

城の畔に到遠した経験はなく、男の本懐を遂げたい

気持ちは大きかった。けれど、それ以上に臼田を重

視しなければならない事情が存在したのである。そ

う、｢小諸必着｣の御守をくれた娘に、｢臼田のリンゴ｣

を持って帰らなければならないのだ。

小諸到着

-
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　寿倭次さんが亡くなった後、検印所を護り続け

てきたのは奥さんのトミ子さんであった。ぼくらが

一高生たった頃､既にトミ子さんは｢臼田のおばあ

ちゃん｣になっていたが､検印所を切盛りして通過

する生徒に真っ赤なリンゴを振舞ってくれた姿は今

でも憶えている。ぽくも最後の年は小諸を征服して

｢小諸のリンゴ｣まで手にすることとなったが、これ

は自分で美味しく頂いてしまった。｢小諸必着｣に対

する返礼は、｢臼田のリンゴ｣と決まっているのであ

る。さて、このリンゴを手渡した結果や如何に。そ

れは､後目二人でアップルパイを食べた事実が十二

分に示しているであろう。

　今年の早春に、担任だった依田源先生から｢臼田

のお婆ちゃん｣が亡くなった、という知らせが届い

た。寿倭次さんが他界されてから40年近くもの問、

トミ子さんは数多の一高生を送り出してきた。そし

て、ぼくたちは臼田を通り過ぎていった。

　松原湖で夜が明け､千曲川を小海､八千穂と下れ

ば臼田は目の前だ。とは言うものの、血豆だらけの

足を庇いつつの歩みである。遅々として進みはしな

い｡一転して気温は上がり、朝日は眩しく舗道を照

らしている。道端には、動けなくなった男が虚ろな

顔で座り込んでいる。向うでは、元気な男が弱った

仲間に肩を貸している。街道筋の角を曲がれば､そ

こが検印所｡握り飯を口に入れ､お茶を流し込み、

気付けば｢ほら、飲みなさい、食べなさい｣と声を掛

けてくれたのが｢臼田のお婆ちゃん｣その人だった。

一息ついて見上げると、水色の大空が広がり雲は悠

然と流れていく。リンゴを頂戴して大切に仕舞い…

さあ､小諸まであと一息だ。

　｢臼田のおばあちゃん｣こと、依田トミ子さんの御

冥福を心より祈っています。ありがとうございまし

た。また会いましょう。ぼくたちの｢臼田｣はどこに

だってある、と思っています。

　　　　　　　　　　(平成８年卒　元応援団団長)

ダ

臼田のおばさん　ありがとう

　　　　　　　　　　　　　　　　中込誉世夫
　　　　　　　　　　　　　　　　-

　｢このままでは、足がもたん！｣これは、若神子ま

での間に思ったことだった。

　今年は韮崎まで長いこと走って疲労が早くから出

てきたのだ。しかし、２年の時一緒たった友達が｢今

年は上位到着をめざすから早く行こう註とはりきっ

ているのにひきずられ､疲労も忘れて歩いていった。

　｢苦しい、もう止めよう……｡｣何度も思った。これ

は、ほんの一部の人を除いてみんなが思うことだろ

う。しかし、これを乗り越える何かがあって、やが

て小諸に着くことができる。

　これを乗り越える何か……。それは口では言い表

すことができない。

　けれどそれが､今､言えそうな気がする。

　それは、臼田に着いた時のことだった。友達と２

人で腰をおろして火にあたり、ボーっとしていると、

背後からポンッとなれなれしく、少々強めに肩をた

たく人がいる。

　｢疲れてまいっているのに、肩の骨がはずれたら

どうするんだ｡｣と思って振り向くと、臼田のおばあ

ちゃんがいて、｢よう来た、よう来た｡｣とニコニコう

なずいているのだ。

　おばあちゃんは何か、とても輝いていた。そして、

僕等にこう言う。

　｢苦しいじゃろう、えらかったじゃろう……6すれ

ど、世の中に出れば、きっと、苦しく険しい道が

待っているんだ。そして、もういやになってしまう

こともたくさんある。でも、決してくじけてはいけ

ないよ。小諸へ行く時の気力を忘れてはいけない

よ。いいかえ……　いいかえ……｡｣

　僕は涙がこぼれそうになるのを押さえながら、失

いかけていた気力が､盛りかえってくるのを感じた。

　足がグチャグチャになっていたが、それをも克服

する気迫が出てきた。｢これだ！｣と思った。

　おばあちゃんが言った、あの気力と気迫が小諸に

自分を引っ張っていくのだ。

　僕達２人は、感無量で臼田を出発し、苦しんでい

る人、疲れている人達を励まし、手をかし、肩を組

み合って小諸に元気よく着いた。

ｊ
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　そして、９時48分の電車に乗り帰途についたの

だった。

　最後に、臼田のおばあちやんや励ましてくれた

方々に、心からの感謝の気持ちをこめてお礼を言わ

ずにはいられない。

　｢ありがとうございました｣と。

　　　　　　　　　　　　　(昭和56年度　３年生)

『佐久往還強行遠足20周年記念誌』(1982年)所収

支え合う生　　　　　　　　　　　小林理恵

　前夜から降り続いた雨がいっとき上がった。雪を

まだらに被った八ヶ岳の暗く深い青を背景に、晩秋

の山々が濡れている。終わりかけた紅葉が冬枯れの

木々と混じり合う中を、霧が綴やかに流れて行く。

放送部の生徒六人と、｢臼田のおばあちゃん｣の取材

のために長野県臼田を訪れたのは、11月も終わり

に近いそんな朝だった。

　｢臼田のおばあちゃんのことを、映像の記録にし

よう｡｣そう思い立ったのは、放送部の生徒の言葉が

きっかけだった。甲府一高の強行遠足で、四十年に

も渡って一高生のために力を尽くしてくださった

｢臼田のおばあちゃん｣こと、依田トミ子様｡一高生

が臼田に辿り着く夜中に、手を真っ赤にして熱々の

ご飯でお握りを握り、焚き火で瓶の牛乳を温め、赤

い紅玉林檎を一つ一つぴかぴかに磨き、｢頑張って｣

の励ましの言葉と共に、疲れ切った子供達に与えて

くださった｢臼田のおばあちゃん｣の話を、たまたま

耳にした放送部の生徒が、｢こんなに優しい人がい

たんですね。このおばあちゃんのことを、もっと知

りたいです｡｣と言ったのだ。強行遠足のコースが変

わって四年｡生徒は誰も、臼田の検印所を知らない。

私自身も、臼田のことは伝え聞いた話の中でしか知

らないし、同窓生ではあっても、女子の終点は小海

だったため、臼田という場所に足を踏み入れたこと

すらない。しかし、人の優しさ、人の情けに、素直に

心を動かされているこの子供達の気持ちを、甲府一

高の生徒達にこの先ずっと伝えて行きたいと、そし

てそれが､母校で勤務する自分に与えられた使命だ

39
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と、その時私は強く心を揺さぶられたのだった。

　臼田の依田様一家は、放送部の私達を温かく迎え

入れてくださった。｢頑張っている子供達を見るの

が､幸せだったから｡｣トミ子様の長男寿政様と奥様

の信子様は、長年一高生の世話を続けてくださった

理由を尋ねると、そうおっしゃった。心づくしの昼

食まで用意してくださり、きのこご飯やきのこ汁、

焼きお握り、採れたての真っ赤なトマトや蜜入り林

檎を、美味しそうにたいらげていく子供達の姿を、

お二人は目を細くして見守ってくださった。そのお

二人の様子から、私は夜中の救護検印所で、疲れ果

てた子供達の体や心を温めてくださった｢臼田のお

ばあちゃん｣の姿をも、容易に思い浮かべることが

できた。

　｢臼田に行き着けなければ、死んでも死に切れな

い｡｣そんな思いを語ってくださった同窓生の方がい

た。｢観音様のようだった｣臼田の依田トミ子様は、

今年二月にお亡くなりになった。人が死ぬというこ

とは、生きるということは、どういうことか。依田

様一家と甲府一高の強行遠足の間わりについてお話

を伺いながら、私は心の中で問い続けた。高校生の

時分には思いもしなかったが、自分が高校生の子供

を持つ年になった今は、｢臼田のおばあちゃん｣が、

母親のような深く大きな愛を抱いて一高生に接して

くださったことを、痛いほど感じる。夜中の検印所

で、一高生を迎える｢臼田のおばあちゃん｣を想像す

ると、それは、苦痛にもがきながらも自分の道を達

んで行こうとする我が子を、慰め、癒し、励まして、

そっと背中を押して出立させる母親の姿になる。命

を慈しみ育てる母親は、自分の生を子に分け与え、

子の生を支えて生きて行く。依田トミ子様は、40年

もの間､一高生にとって慈しみ深い母であったのだ。

　自分が生きることで人の生を支える。支えられた

人は一生懸命に自分の生を生き、また別の人の生を

支える。こうして脈々と受け継がれ繋がって行く、

一人一人の生。｢臼田のおばあちゃん｣の生き様を通

して、私達人間が、お互いの生を支え合って生きる

存在であったことを、私は改めて実感した。自分が

一生懸命に生きることで、私も人を支え、自分の生

を全うしたい。臼田から戻った晩、そんな思いで私

－
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な

は胸が熱くなった。

(放送部顧問)

臼田のおばあちゃん、ありがとう

　　　　　　　　　　　　　　　　　金子寛　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　公会堂で､協力のお母さん方と｢わたしゃ、今から

嫁にいくだよ｣などと、冗談を言いながら軍手とタ

オルでリンゴを磨く。｢今年は湿気が多いから、トッ

プは少し遅れるよ｣天候の状況で、生徒の到着時間

を的確に予想、｢来るのが遅かったね｣と職員到着を

迎えてくれ､表示看板設置に向かおうとすると、｢ま

だ早いからゆっくりお茶を飲んでいけし｣、検印所

の開設作業では｢火鉢はこの辺だよ｣｢焚き火をそろ

そろ燃やすだね｣、夜中には｢おむすびを中込に幾

つ、羽黒下に幾つそろそろもっていってやるだね｣、

明け方には｢みそ汁を作る時間だよ｣と、毎年狂いの

ないコンピューターのようである。

　先頭の生徒を待つまで、公会堂で臼田特別火宴会

(？)で､協力して下さる保護者や職員を心のこもっ

た手料理で歓待してくれる。鯉こく・手打ちそば・

朝鮮人参の天ぷらは定番料理、寿司・キノコ料理

等々、他の検印所には申し訳ないと思いつつおいし

くいただく。

　｢校長先生は遅いね｡JPTAの役員さんと共に巡回

してくるのを楽しみに待ってくれる。

　夕食後､我々は仮眠をとる。その間に依田宅では、

家族や近所の方がおむすびづくりをしてくださる。

　生徒の到着時間に間があるので、｢少し家で寝て

きてください｣と声をかけると｢いいや、大丈夫だ

よ｣といってテントの下で徹夜で生徒を待つ。

　60才から始めた書道は、80才で師範となり、『秀

晃』の号を取り公民館で地域の方に教える。日新

ホール内南側に掲げられている書『火吉祥』は85歳

の時に寄贈されたもので、おばあちゃんの一高の強

行遠足に対する熱い思いが込められている火切な財

産の一つだと思います。ゲートボールは88才まで

続けたそうです。 10人の子供を立派に育てあげ､長

男寿政氏ご夫妻は近所で酒屋を営み､次男正晴氏ご

夫妻は家業の牛乳店を引き継ぎ、当日は他県に嫁い

だ娘さんも駆けつけて一家総出で応援してくださる。

＝ ･ ♂
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　岩松今朝市さんは、丹精込めた紅玉リンゴの提供

者で、一高のために木を切らず残しておいてくだ

さっている方である。生徒がもらうリンゴにも、地

域の方の温かい思いがこもっているのです。｢紅玉｣

はほとんど飴などの材料になるとのこと。

　鰍沢出身で一高OBの地域の名士、雨宮久雄医院

長は臼田署長に｢特に一高の強行遠足の警備巡回は

気合い入れてやってくれ｣との協力依頼や、ビタミ

ン剤などの提供と緊急時の対応をしてくださる協力

医である。

　臼田町教育長新津真澄氏、町議大工原隆夫氏、

町建設課長など歴任された井出充氏､佐久穂町が気

に入り移り住んでいる焼き絵画家竹内一躬氏、歴

代下越区長さん等々様々な方が激励に束てくださる。

　愛用の帽子をかぶった｢おばあちゃん｣は到着した

生徒に、リンゴ・おむすび・温めた牛乳を｢頑張っ

て｣の言葉と一緒に一人一人に手渡してくれる。｢お

ばあちゃん今年も束たよ｣の生徒の一言に、孫が会

いに束てくれた時のように、おばあちゃんの顔に笑

みがこぼれる。生徒は、おばあちゃんから手渡され

たリンゴに込められた優しさと温もりをリュックに

入れて、次の中込に一歩を踏み出し、小諸をめざし

ていく。おばあちゃんに会えて嬉しくて安堵し、残

念ながら臼田止まりになる生徒もいる。シートに横

たわる生徒、足をもむ生徒､酒瓶のケースに腰掛け

焚き火で暖をとる生徒、おいしそうにおむすびを頬

張る生徒を、優しく見つめているおばあちゃんの姿

が渾然としているのが臼田検印所の光景そのもので

ある。

　その勲章とも言えるリンゴを彼女に渡し、後目彼

氏にアップルパイを作りお返しするという伝統がい

つの頃から始まったそうです。持ち帰った牛乳を神

棚に供える生徒もいる。応援団長は、検印所隣の依

田家に向かいご主人の霊前に線香を手向け、強行遠

足の実施に感謝し成功を約束し、小諸に向かう。

　２目目集計の確認報告終了後、昼食をいただく。

おばあちゃんは睡眠不足を押して談笑しながら食事

を一緒にしてくれる。そして我々職員と協力保護者

を見送ってくれる。おばあちゃんは、それからやっ

と自分の睡眠時間になる訳です。

　.f
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　平成６年～13年(第68回～75回)の９年間検印所

を担当させていただき、おばあちゃん、家族・地域

の方々からたくさんのことを教えてもらい、最高到

達地点が八千穂である私にとっても、通過した生徒

や保護者の方、関係した職員みんなが感謝の気持ち

と同時に、臼田という地に親戚ができたという思い

を持っていると思います。

　平成18年２月22日(95才)の訃報はあまりにも残

念で悲しいものでした。

　おばあちゃん本当に長い間有り難う。天国から一

高の強行遠足を末永く見守り応援してください。私

達はおばあちゃんからいただいた、言葉では言い尽

くせないたくさんの優しさ・思いやり・人としての

生き方を大切に宝物として持ち続けたいと思います。

　　　(元臼田検印所主任・ひばりが丘高等学校長)

故依田トミ子さん手記

ﾀ ﾞ

，

遊　葱

　昭和38年(1963)に強行遠足が始まって、佐久方

面に来た時は中込まででした。思えば20年目の年

になりますが、今になってみれば、ちょっと前のこ

との様に思い出されます。強行遠足とは、中込まで

の92kmという長い遠のりで、一高からは主に登り

の野辺山まで、そして、それ以降は少し下りにむか

う中込までの遠だったと思います。高校生では、大

変な遠い遠でしょう。 38年頃は、まだまだ土や石の

多い道でした。臼田まで何人来られるかと心燃やし

て待っていた年、そして初めての救護所とは何をし

てあげたら良いのか、お茶だけで良いのかと不安な

年でした。

　前日からお願いしておいた、おばさん達４、５人

と共に、午前４時より待っておりました。６時頃、

やっと見えた１人。また、２人、５人と元気よく歩

いて来ます。生徒さん1人来るごとに、おばさん達

は、なぜか目が真っ赤になり、後ろを向いてハンカ

チで目を押さえ、生徒にお茶をあげていた時もあり

ました。私のお友達は、同じ年頃の子供を持つ人た

ちだったため、感激がたかまり、生徒達を迎えるご

とに拍手の手の中に涙がおちたことも多かったの

です。おばさんたちは、下向きになって生徒の足を

さすりながら、励ましの言葉をかけ、そばで見てい

た亡き夫も、｢頑張れ､頑張れ､行くのだ、飴玉でも

口に入れて、男の子なら行くのだ｡｣と元気づけるの

でした。そして、｢牛乳もいいよ｡｣とさし出したりも

しました。数十人が通り過ぎて、11時頃だったと

思います。1人の生徒に夫が、｢お前、お腹がすいて

いるのか｡｣とたずねたところ、｢おじさん、そうなん

です｡｣と返事がありました。｢お～い、おにぎりを作

れ！｣とのことで、友達皆で、朝ごはんの残りをにぎ

りはじめました。生徒さんが｢おいしい｣と食べてく

れ、それから毎年、あたたかいおにぎりをあげるこ

とになったと思います。

　力むすびを食べ､牛乳でも飲んで、目的地まで行

け、行けよ、と励ました夫でした。その時、１人の

子供に｢ぼくは、もう歩くことが出来ない｡｣と言わ

れた時は、本当にかわいそうな生徒さんと思いまし

－41－
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た。後から来た数十人の子供さんも皆そうでした。

おばさん達も共にないた時でした。ある子供さんは

お茶を飲みながら、甲府にはぶどうかあるけれど、

りんごはないよと、指さして言いました。夫曰く、

｢来年こいや。きっとリンゴを沢山用意して置くか

らなあ。今日はおしんこで間に合わせてくれよ｡｣と

肩をたたいて、頑張れよ、と元気付けた事でした。

　その後、生徒さんからのお札の手紙が来て、大変

喜んでいる様子でした。 39年(1964)は、早々にリ

ンゴを沢山用意して待っていました。一高の生徒は

頑張り屋だと感動した夫でした。 39年頃は、まだ車

が少ない頃で数人の子供さんが朝の10時頃にはも

はや足のいたみで歩けないのでした。見ておれない

お母さん達は、肩を組んで駅まで送って行ったこと

もありました。

　41年(1966)頃、小諸まで行くようになった時は

大変だと思いましたが､子供さん達は一層元気を出

して目的地に向かって行くのでした。本当に小諸ま

でとは永遠の道であるのに、若者の元気と勇気のあ

るのには驚きました。１年ごとに生徒さんの熱心さ

が増し、多くの人が小諸まで行くようになったこと

は、私達おばさんの方も喜んでおります。けれど、

朝霧の多いため、足にまめを作る生徒さんが何人

か出たこともありました。オリンピックの年の前後

だったと思いますが､私がおにぎりを作り始めた時

でした。１人の先生が来て、｢一番が今来ますよ｡｣と

言われた時は、まだ12時頃でした。皆が大急ぎにな

り、たき火をし、お茶・おにぎり・牛乳・リンゴ・

飴玉などを用意していたら、１時前でした。元気良

く一番が走って来ました。一同手をたたいて迎え、

生徒さんは５分ぐらい休んで元気よく行こうとしま

したが､私は｢ちょっと待って｡｣と言って、飴玉を口

に入れてあげました。その時のお顔が今でも思い出

されます。

　43年(1968)の時は、前夜より曇り、当日の朝か

ら雨で、先生方は、一目延期の電話連絡を受けて一

目待つことになりました。その夜も、夫は先生方と

一ぱい交わしながら、色々と話に花が咲いて夜遅く

まで楽しく過ごしました。その時のことは、今でも

はっきりと覚えています。夫が｢自分かいなくなっ

－42

ても家には子供もいるし、お母さんもいるので、強

行遠足のことは一高がやめるまで臼田では続けさせ

ていきます｡｣と言ったこと、今も心にしみておりま

す｡男は苦しい時を頑張って行ってこそ男だ。長い

人生、足で行こう。痛みも沢山あるが、それが人生

の行く道だ。 そんな
ミタ

心
と も言っていました。

その年の10月23目に、

には、

夫は急死しました。

今の校長をしておられる岩波先生、

萩原先生、

葬儀

そして生徒さん２人が、

来てくださり 本当にありがとう

守山先生、

感謝状を持って

ござい ました。 夫

は貧家に生まれましたが、日々、人は生きていく上

で、感情の豊かな人､世の中の人に信じられる人に

成るようにと、いつも口にしていました。それから

毎年､生徒さんは強行遠足にはお線香を持って来て

くださるのです。本当に私は心より喜んで、毎日一

本ずつ仏にあげております。他にも品々を頂き、そ

の中には千羽鶴もありました。毎年、PTA様にもな

にかとお心づく

年祭、95年祭、

しをいただいております。 また、 90

年祭、95年祭、100年祭と、私は３度もお招きにあ

ずかり、参上いたしまして、一生のすばらしい思い

出となりました。

　20年間に一度だけですが、小雨の時もありまし

た。生徒さんは、カッパを着て、木の棒の大きなつ

えをついて、数人がやって来ました。その年は、数

名の生徒がくつずれがひどく、おばさん達が看護に

大忙しの年でした。強行遠足が終わってから、お母

さん方の御苦労をねぎらう会でのお茶飲み話では、

色々たくさんの話題がありました。あの元気な子、

足がかわいそうな子、身体の弱い子、なんにも言わ

ずに黙ってうつむいている子、など様々話をしてい

た時､救護所の黒板に大きく「おばさん方､本当にあ

りがとう。

で

一高生｣と書いてあったのを、 皆さんで見

感激の涙でお茶を飲んだこともありました。

その後、 良い天候で秋空が高く

たき火の灰が舞って

白く

も、

した
ミ９

心

寒い朝が多く

子供さんの黒い制服の肩を

ともあったなと思い出します。

今では先輩に何かと教えられ、

もない様な気がします。

あま

生徒さん

り足の痛み

強行遠足の頃は、

朝は冷えることがあります。

無心に走る生徒さん達は

長野県の

その寒さをおしのけて、

本当に良t， ことと思いま
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す。95年祭後､毎年のように小諸まで走る子供が多

くなっていくようです。また、小諸まで走ることの

出来た人々は、心にしみた喜びがあったことと御推

察申し上げます。４、５年前から、PTAのお母さん

達がお手つだいに来てくれているので、救護所もあ

りかたく思っております。 900個のリンゴを、ピカ

ビカになるまでみがかれる父母様方、一心に真っ赤

になったリンゴを見つめながら、様々な思いで明日

を待つ心は、何にたとえたらよいでしょうか。夕空

を見上げて心配する先生方、区長様に御あいさつに

まわったあと、一同がそろって、晴れる朝を願って夕

食をとるひとときは､私達一同の楽しい前夜祭です。

　今は、学校のほうでも様々に注意してくださって、

子供さん達も一層歩き良くなったようです。つえに

すがる生徒さんが少なくなったことのようです。救

護所も笑いの中に「がんばれや！」の声のひとときも

あります。年がたつごとに、元気な子供さんがふえ

て行くのが見うけられます。そして、一高の生徒さ

んは、礼儀正しく、感じが良いと皆様にほめられま

す。３年生は、「３年間、ありがとうございました｡」

と言って行きます。言われるたびに、頑張れよと心

中で祈っております。炊きたての御飯を手の平を

真っ赤にして、ふうふう吹きながらにぎるお母さん

達、牛乳をあげるOB、リンゴをさし出すおばさん、

お茶碗をきれいにしてくれるお母さん、また、子供

さんの口におしんこを入れてあげるおばさん、足の

痛みを見てくださる看護婦さん、道を守るお父さん

や先生方、そして、足を引きずりながら歩く生徒さ

ん達、みんな一心同体の心のつながりがあると思い

ます。人間にとって、大切なことだと考えさせられ

た私です。

　一高の生徒さんは、本当にやさしく、感謝の念の

深いことには、毎年何人からもお手紙をいただき

ます。私は、ちょっとの事でこんなに喜びのお手紙

をいただき、心よりうれしく読ませて頂いておりま

す。また、一高の御父兄にお願いですが、お子様に

強行遠足の時は、あまり品々を持たせないほうが良

いと思います。小諸まで1 0 1km歩くお子様は、少し

でも身に付けるものは大変なお荷物に感じられ嵐す

から。本当にこの子供さんに必要と思われるものだ

－43－
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けで良いと思います。どうか身軽にして上げて下さ

い。強行遠足は、生徒さんにとっては１か月前より

体の健康と心の準備にと、大変なことでしょう。ど

うか、注意を守り、一人でも多く、小諸まで行かれ

ることを祈っている私です。そして、今から10月を

お待ちしている依田家です。

　明治生まれの私､今年72歳です｡若者は大すきで

す。20年間とは思い出もたくさんありますが､良い

文もできずにこまっている私です。どうぞ、悪しか

らず。

　夕空を見上げては待つ一高生

　朝霧よ天までのぽれ一高生

『佐久往還強行遠足20周年記念誌』(1982)所収
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水谷法栄さんの交通事故死を乗り越えて

平成14年・第76回強行遠足における水谷法栄さんの交通事故死と
これに伴うコース変更の経緯について

斎藤正敏

　平成14年の第76回強行遠足(10月２・３目実施)において、悲惨な事故が起きた。３目午後１時55分頃､女

子終着地小海胆に間近い長野県小海町豊里の町道を歩行中の、１学年水谷法栄さんが暴走してきた車にはね

られて死亡したのである。近くを歩行していた女子生徒も軽い負傷を負った。車を運転していたのは18歳の

少年だった。大会史上初めて起きた死亡事故であった。

　事故が､生徒・保護者・職員及び同窓生をはじめとする県民に与えた衝撃は大変に大きかった。水谷さんの

死を深く悼むとと共に、強行遠足はその意義やあり方について、廃止の可能性を含めて根本的な検討を追られ

ることとなった。

　結果として、強行遠足は大きな変更を加えながら翌年も継続され､現在に至るが､継続決定に至る過程には

多くの苦悩が伴った。ここでは事故後の状況と、強行遠足のあり方に関する検討経過の一端を、記録として留

めておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員)

(1)(資料)事故の状況(翌日の｢山梨日日新聞｣の報道から)
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(2)事故後の対応と強行遺足のあリ方についての検討経過

10月　４目　　全校集会　事故について保護者への報告(文書による)

　　　５日　　水谷法栄さん通夜(敷島アピオセレモニーホールに於いて)

　　　６目　　水谷法栄さん告別式(同上)

　　　７目

　　　９日

　　11目

　　16日

　　17目

　　18日

　　25目

11月　８日

　　16目

　　19目

12月13目

　　14目

　　18目

　　19目

　1月20目

　　22日

　2月　３目

　　19日

3月11目

　　13日

臨時職員会議(事故及び生徒の心のケアについて)

強行遠足委員会・主任者合同会議

現場検証立ち会い(生徒・職員)

生徒アンケート実施

PTA役員会(事故への対応について)

同窓会理事会(事故について及び強行遠足継続の要望)

職員アンケート実施

職員会議

PTA強行遠足報告会(保護者全員対象)水谷さん四九日法要

保護者アンケート実施

PTA本会・保健体育委員会役員会学校へ強行遠足継続の申し入れ

同窓会常任委員会(事故の経過の概要説明)

強行遠足委員会(各種アンケートの分析・今後の方針等について)

学校評議員会(説明と意見聴取)

強行遠足委員会(問題点の洗い出しと改善の可能性について)

職員会議

第1回強行遠足諮問会議(強行遠足継続に問する基本方針について)注1

強行遠足委員会(同上)

保護者及び報道機関に対し今後の方針について報告・説明　注2

強行遠足委員会(実施のための具体的方策について)

第2回強行遠足諮問会議(実施方法について説明と了承)

ﾀ ﾞ

．
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注Ｄ強行遠足諮問会議はPTA本会役員・同保健体育委員会役員、同窓会正副会長及び本校関係職員をメ

　　　ンバーとする。

注2)(3)の｢強行遠足の今後について(ご報告)｣にあたる。

＊この間を通して、本校管理職・体育振興係を中心とする強行遠足検討小委員会が問題点を整理し、安全対

　策等について調査と提案を行ってきた。

(3)(資料)｢強行遠足の今後について(ご報告)｣

＊この資料は、強行遠足のあり方について、事故の後4ヶ月余りをかけて検討して得られた結論を、保護者

　に向けて説明した文書である。この間の議論の要約でもある。

　その後、この方針に従ってさらに具体的なルート・時間設定・安全対策の細郎等が練られ､翌年度の第

　77回強行遠足が実施された。
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(資料)

保護者各位

ｌ

強行遠足の今後について（ご報告）平成15年２月19日

ﾀ ﾞ

．

校長　山本秀彦

　立春を過ぎながら、未だに寒い日が続きます｡諸兄には御健勝のことと拝察いたします。また日頃､本校の

教育活動にご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。

　さて昨年10月、本校第76回強行遠足において発生した水谷法栄さんの死亡事故は、まことに痛奴の出来事

でした。前途有為な若者の命とその未来が失われたことを思う時､未だに胸のつぶれる思いがあります｡故水

谷さん､及びそのご家族の皆様に、あらためて哀悼の意を捧げたいと思います。

　この事故以後､私どもは強行遠足のあり方について、行事の存続も含め根本的な見直しを進め、約4ヶ月に

わたり、強行遠足の教育的な意義の再確認をはじめ、コースや健康管理､支援態勢など安全に係わる諸事項の

点検を進めながら、諸方面からのご意見を伺ってまいったところです。その過程で、とりわけ行事に深く関わ

るPTA会員の皆様からは、アンケートその他を通じて多くの好意あるご意見を頂戴いたしました。また昨年

12月13日にはこうしたご意見をふまえ、皆川会長をはじめとする代表の方々から｢安全に十分の配慮をした

上で、この行事を存続できるよう検討をお願いします｣という旨の申し入れをいただいたところです。

　ここにいたり、ようやく行事のあり方について以下の基本方針を得ることになりましたので､保護者の皆様

にご報告させていただきます。

強行遠足に関する基本方針

　以下の基本的方針をふまえ、来年度も実施する。

　(1)安全確保を最優先する

　(2)コース、方法、日程などのリニューアル化(改善)を図る

　(3)当面昼夜の兼行を避け、日中の実施とする

　私どもが､問題を検討する過程であらためて認識いたしましたことは、多くの皆様のこの行事に寄せる熱い

思いと、その教育的意義への高い評価でした。また、故水谷さんのご両親が述べられた、行事存続へのご希望

も深く受け止めねばならないものでした。しかし、一方で一人の命が失われたことの重さと、現在の交通事情

に照らして安全性への大きな懸念が存在することもよく理解されました。少数ですが行事を廃止すべきとの

ご意見もありました。

　こうした中で､伝統の行事と精神を守り、同時に現在の交通上の悪条件のなかで安全を確保できる方策があ

るか､相反する意見の双方に納得の得られるあり方があるか、この間私どもが悩み続けてきたところです。

　以上の事情をお汲みとりのうえ、基本方針へのご理解をいただきたいと存じます。

　これからは、この方針をふまえ、具体的な計画を策定していくこととなります。その際は、これまでの強行

遠足のあり方を一つひとつ再点検し、洗い直して、再度基礎から積み直していく所存です。このため、当初か

らの完成型は求めず、力の及ぶ範囲から始めて、徐々にその可能性を拡大していくこととします。その意味

で､来年度は再出発のための第一歩とご理解ください。

　基本方針の策定につきましては、PTA ・同窓会の代表者を交えた諮問会議でご意見を頂戴し、賛同いただ

きました。

　諮問会議に出席され、またこの間、おしみのないご援助をいただいてきましたPTA正副会長・保健体育委

員会役員の方々に厚く御礼申し上げます。

－46－
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Ｈ１８年度　強行遠足体験記

◆深潭みずき(１年)

　第80回強行遠足。一高の最大かつ誇りあるこの

行事､強行遠足の、記念すべき第80回を私たちは終

えた。終えてみて振り返ると同時に、その意味を、

また、この行事が80回という、こんなにも長い間続

いている理由を考える。

　強行遠足は最近まで､男子は百kmもの距離を走っ

ていた。さらに、かつては24時間でどこまで行ける

かを挑戦したという。そのために和田峠を上ったり

したそうだ。しかし、私たちは四年前の事故があっ

たため、男子は約50km、女子も約30kmに短縮され

た。そのため､私たちは体育の授業で30分間走をす

る程度だったが、その中でもしだいに走行距離が伸

びていき、その度に少し嬉しくなった。また、授業

が終わったあとの疲れも回を重ねるごとに和らいで

いき、持久力がついてきたなあ、と実感するように

なった。強行遠足を通じてまず第一に身につくのは

｢持久力｣であると思う。

　そしてもうひとつは、｢精神力｣だろう。私たちは

50km、または30kmなので、比較的以前より楽だっ

たと思う。

　それでも普段は経験することのない距離なので、

キツかった。キツい中でも、友達と励まし合い、支

え合うことで、｢行こう｣、そう考えることができた。

その強い精神力があって、辛さを乗り切るのだと

思う。以前の距離はまさに自分との勝負だったと思

う。中学の時｢気持ちで負けたら試合でも負ける｡｣

と顧問に言われたことがある。要するに、気持ちが

強いほど目標に達する可能性は高くなるのだろう。

　来年からは距離を伸ばすという噂がある。それだ

け大事にされている行事なのだと思う。 50km、30

kmでも天変なのに…　と思うが､やっぱり100kmこ

そが一高の強行遠足なのではないか、とも思う。ま

た、距離が伸びれば｢持久力｣や｢精神力｣はさらに向

上し、その他にも何か大切なものを見つけられる気

がする。

－47－
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◆丸茂綾子（１年）

　長距離を地道に淡々と行くのは私の大の苦手で、

あまり好きではなかった。でも、今回の強行遠足で

持久走の良さを発見することができた。

　まず、走っていて思ったのは、走ったり、歩いた

りしている途中に色々考えられる機会があること

だ｡私も色々なことを考えた。部活のこと友達のこ

と、家族のこと、勉強のこと。最近、自分の中で「こ

の程度でいいや｡」という気持ちがでてくるように

なってそれが生活の中に影響を与えはじめていると

考えていたので、これからどう直していくべきか、

考えることができた。

　二つ目には､友達の良さを実感できるということ

だ｡部の中でも、ペースが合う友達と一緒に走った

ので、ペースは苦しくはなかったが､徐々に２人の

ペースがずれてくる時もあった。その時はお互い励

ましあったり、手で引っばっていってあげたりして

順位をなるべくおとさないようにゴールまで行くこ

とができた。いつもはニコニコしていて、おだやか

な印象の友達が歯をくいしばって一所懸命走るのを

見て、意外な一面を見た気がした。

　一番良かった点は、達成感だと思う。最後のゴー

ルまでの一直線の道を順位を少しでも上げようと、

靴ずれの足でダッシュした後の校長先生の握手は本

当に感動した瞬間だった。 30キロ走るという生ま

れて初めての経験は私を成長させたと思う。これか

らの生活の場面ででてくるどんな小さな達成感もこ

れからは大切にしていきたいと思う。そして、来年

は､順位をもう少し上げたいなと思う。

◆高山　智（１年）

　第80回という記念すべき年に私達は走ることに

なった。５、６年前までは100km。という先生の言

葉には､力強さもあり、今年も55kmという短い距離

ではあるが生徒に頑張ってほしいという気持ちが込

められている感じがした。

　体育の授業でも、同様に先生は生徒にたくさん強

J〃
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一強行遠足体験記
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行遠足の意義・つらさ・OBの体厳談を話し、｢絶対

に完走してほしい｣という気持ちを全面的に出して

いた。生徒の面から言わせれば｢あ～また始まった

よ｣｢早く終わらないかなあ～｣と面倒臭さをむき出

しにさせてしまう。しかし、それは、生徒に対し先

生からの激励であり、一喝でもあった。私は清里へ

向かう最後の下り坂で先生の言葉の意味が分かった

気がした。

　この強行遠足の目的である自己の限界に挑戦す

る。私ははっきり言って限界に挑戦してはいないと

思っている。清里から野辺山までの5km。この距離

は妙に長く感じた5kmであり、足がガクガクになっ

ていた。でも足が震えているにかかわらず、次の一

歩が出る。自分でもなぜか分からない。無意識状態

でありながら一歩前へ出られる。自分の中でゴール

しなければならないという気持ちが原動力なのだろ

うと思う。

　甲府第一高校の伝統である強行遠足は､最初想像

していたつらさをはるかに超えるものだった。なぜ

こんなことをしているのだろうと思った回数は数え

きれない｡精神面での強さはよほどのことがない限

り成長しないとこの強行遠足で知った。私は、この

強行遠足でのつらさをバネに、これからの学校生活

を充実させたいと思っている。

◆中渾和奏（１年）

　私は昔から運動が苦手でこの一高に入学すること

が決まったときは、強行遠足さえなければいいのに

と思ったりしました。

　夏休みが明けて、体育の授業で30分間走が始まり

ました｡最初はすぐに息が切れて、走り続けることも

できませんでした。しかし、回を重ねるにつれてだん

だん自分のペースをつかめるようになり、体力をつ

けられているというのが実感できていきました。

　そして強行遠足当日、須玉から野辺山まで30.3

kmという長い遠足がスタートしました。初めのうち

から坂道が続き、こんなんで最後までいけるんだろ

うかと心配でした。最初の検印所の高根までがすご

く長くてこれがあと何度続くんだろうと、とても不

48－

安でした。延々と続く道をひたすら歩きました。坂

道ばかりで、足も痛くて、すごく辛かったです。特

にまきば公園までの道のりは大変でした。でも励ま

して一緒に歩いてくれる友達の優しさに触れたりし

て、ちょっと感動しました。途中、すれ違っていく

車やバイクの速さがとても憎らしく思っためと同時

に、文明の進歩の素晴らしさも感じました。車なん

て無かった頃はこんな大変な思いをして移動してい

たんだと思うと、今の生活に感謝しなきやいけない

なあと思いました。ゴールの野辺山まであと少し、

あと2kmと旗が見えて、自分を奮い起こして最後の

力をふりしぽって歩きました。最後の1kmはまるで

5kmのように感じました。そして午後２時半、よう

やくゴールの野辺山にたどり着くことができまし

た。ちゃんと完走できたという安堵感の中で飲んだ

しじみ汁はとても美味しかったです。

　私は強行遠足から自分の体力の限界に挑戦するこ

とを知りました。とても辛い遠足でしたが、一歩ず

つ前に道めばちやんとたどり着くことが出来るんだ

と実感することができました。これから先、何事も

一歩ずつ道んでいきたいと思います。

◆中島杏子（１年）

　私の家族は強行遠足に対してとても協力的だった。

　姉は一高の卒業生で、「強行遠足」の雰囲気を教え

てくれたし、なにより父と弟と共に野辺山まで練習

で一緒に歩いてくれた。３人の歩くペースが運すぎ

てついていくことができず、自分に情けなさを感じ

た。このままで果たして完走できるのだろうか、と。

　しかし、体育の授業でペース走が設けられ､家族

も率先して家の近くまで走ってくれた。と言うよ

り、私の家族は毎週かかさず走っている異様な人々

なのだが。

　部恬に入っていない分､個人的に走った努力が功

を奏したのか､体育で走っても息が切れないように

なった。そしてなにより、走ることが楽しくなった。

これなら強行遠足も、完走することくらいならで

きるかもしれない、という自信が生まれた。ただ悲

しいことに、強行遠足にスタッフとして参加するは

･4
j
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ずたった父が倒れてしまい、病院に入院してしまっ

た。そんな風になるまで私の為に頑張ってくれてい

たのかと思うと、更に闘志が湧いた。

　強行遠足当日、天気は良好｡体調はあまり優れな

いが多分大丈夫であろう。

　始めの合図が鴫る直前､私は父の言葉を思い出した。

　「最初に走るとばてるから、おさえて行け｡」とい

うものだった。

　父の言う通りにし、なんとか完走したものの、や

はりつらかった。

　強行遠足は長い歴史と共に数多くの協力者のもと

に成り立っている。以前と比べると半分の距離とは

いえ、初めて体験してみて、正直しんどかったとい

うのが本音である。感動とか言う前に、歩き終えた

という安堵が私を支配している。

　伝統というものの重みを骨身にしみて味わうとよ

く言うが､私の場合、プラス家族の重みも加わって

いるようだ。

◆若尾日香里(１年)

　座っていることがどんなに楽なことか､何度も実

感した強行遠足だった。

　私たちは、須玉を出発し野辺山のゴールを目指し

た。はじめは、周囲の景色を楽しむ余裕もあり、歩

くことが大変であるとはまったく感じなかった。し

かし、大泉の検印所が近づくにつれて上り坂が急に

なり、腰や足首には痛みがでてきた。そしてこの頃

から、私は｢座る｣という解放感の誘感にたえながら

歩き続けた。

　私が大泉の辺りを過ぎてから、一度も座らずに

ゴールまで進んだのには、二つの理由があった。一

つ目は、一度座ってしまい楽な気持ちを味わうと、

そこから抜け出せず、もう一度走り出すことができ

なくなってしまうのではないかと感じたからである｡二

つ目は、どんなに遅いペースでも歩き続けること、

つまり継続することで一歩ずつゴールに近づいて

いることを実感できると考えたからである。この結

果､強行遠足では一応の成果を上げることができた。

　しかし強行遠足を終えた今､私は完走と同じくら
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い大きな成果を、もう一つ得ていたことに気づいた

のである。それは、あの時私が単に、ゴールをする

ためだけに考えていた二つのことが､勉強をはじめ

とする日常生活においてもそのまま当てはまると分

かったことだ。具体的には、勉強を一度やらずに楽

な気持ちを昧わってしまうと、再び始めるのには強

い志が必要であり、とても大変なことである。今何

をしなければならないのか、それを見極めることが

大切なのである。また、毎日少しずつ継続すること

で目標に近づいていることを感じられるのも、強行

遠足とつながる点ではないかと感じる。

　このように、私ははじめての強行遠足を通して、

体力と精神力を鍛えるとともに、日常生活にも大き

な影響を確実に与えることができたと思っている。

◆植田祥平(１年)

　10月15目、午前５時10分｡初めての強行遠足が

スタートした。始まる前はブッチャケめんどくさい

と思ってたけど、号砲を聞き、走り出した瞬間僕の

考えは変わった。｢相棒の翔伊と絶対野辺山に行っ

てやる｣これだけだった。

　まず最初の検印所である韮崎までがとにかく長

い｡徒歩での12.5kmは初めてだった。これから先が

すごく不安になった。

　須玉でアクシデント発生｡翔伊の足が大変なこと

に。それから先、これまでの会話が消えてツラかっ

た。でも翔伊は頑張った。泣きそうになりながらも

僕のペースについてきた。おいていこうかとは思わ

なかった。それは最初の決意があったからだ｡実際、

翔伊がダメになったら背負って野辺山まで行くつ

もりだった｡途中､翔伊のために休憩したりもした。

だから、翔伊はもっと僕に感謝するべきだ(笑)。言

葉ではちっともそういう気持ちがない。けど一応心

の中では感謝してくれてると僕自身勝手に思ってい

る。本当の友達っていうのは言葉なんかじやなく、心

がつながっているものだと思った｡共に励まし合って

歩いた55.4km。きっと更に２人の間は強い絆で結

ばれただろう。これからもずっと友達でいたい。

　そんな事を考えながら歩いていたら、野辺山まで

.4
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あと2 km｡ 最後の直線は長すぎだよ。左に曲がって

あと数百ｍ。ゴールの実感が湧き、体が軽くなった。

ついに、ついにゴ～ル！本当に長かったけど貴重な

体験になった。またあと２回もやると思うと大変だ

けど。でもあの達成感としじみ汁。また味わいたい。

　とりあえず一番疲れたのは帰りのバス。満員で通

路の補助席に乗った。もう絶対嫌！

　この強行遠足で、支えてくれる人達の大切さを実

感した。声をかけてくれたみなさん。本当にありが

とうございました。そして一緒に走ってくれた翔伊。

本当に本当にありがとう！

◆鈴木暁子（２年）

　青いなあ｡足が痛くて口数少なになる度に友達の

横で空を仰いで思った。去年よりも１ヶ月弱遅い時

期にてスタートした今年の強行遠足の空は抜けるほ

どに晴れ渡り、空気も澄み、なにより紅葉で山がい

ろとりどりだった。歩を進めていくにつれて、もや

がかかった遠くの山がみるみるうちに大きくはっき

りと視界に入ってくると、少しずつでも確かに進ん

でいるんだ､野辺山に近づいているんだという思い

が湧いてきた。

　１人で走る人、２人で歩く人たち、１人に寄りか

かって手を引いてもらいながら歩く人､足を引きず

りつつ励まし合いながら走る人達…　色んな人を時

には後ろから時には振り向いたときに目にして、あ

あ、おもしろいなあと感じた。そしてこの80年間続

いてきた行事の一部分に自分も加わっていて、今、

この瞬間に歴史を紡ぐ役割を担っているんだと悟っ

たとき、改めて一高の伝統の重さや大きさを肌で感

じた。伝統とか歴史とかいうものは実際にその時そ

の瞬間に生きている人達が一生懸命その時間をそ

の人達の色で染めて、全うしたものが積み重なるこ

とでできあがっているのだと思う。嫌だ嫌だと文句

を垂らしつつ､痛いからもう無理だと投げやりにな

りながらも、それでもゴールを目指して足を運んで

いく姿は１年前も80年前も変わらない、高校生の

ありのままの姿なんだろう。そんなことを思いなが

ら､バスにゆられてうとうとしつつ帰甲の途についた。
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　この強行遠足を通じて、歴史や伝統、そして自分

の生き方について秋空と共に考えることが出来、と

ても良かった。

◆藤田共子（２年）

　人に合わせるということは、案外難しい。隣を歩

く彼女と私とは、疲れ方も、体力も違う。目標への

意欲も違う。一緒なのは､相手を気遣う気持ちだけ

だ。どちらかが追い越したら、頑張ってそれについ

てゆく。速度をゆるめるのではない。そうやって、

挫けそうになる自分たちを励まし合っていた。

　校長先生や同窓会の方々はよく壇上で、「強行遠

足は自分との闘いだ」とおっしやる。確かに､第１回

大会のときはそうだったのだろう。戦後まもない時

期で､人と助け合うことが必然の時代だったからで

ある。しかし今はどうだろう。第80回大会を迎えた

今､人と助け合うことは、人々の頭の片隅に追いや

られてしまったように思う。人はひとりで生きよう

としすぎた。

　私たちが代表するこの世代は、ひとりで闘うこと

の苦しさ、厳しさゆえに思い悩むことの多い世代

だと感じる。先頭を走る生徒には先生がついてゆく

ように、すべての生徒には伴走する仲間がいる。前

日に交換し合ったお守りや､検印所のお茶､風にた

なびくコスモスや、隣を走る友だち。何かが何かの

形で､必ず一人一人に伴走してくれる。強行遠足で

見る景色の全てには、力強く自分を後押ししてくれ

る優しい力があった。ひとりで闘うことと同じくら

い、人を気遣うこともまた忘れてはならないことだ

と思う。また、そう思ってはいるのに、それを実行

できない歯がゆさを感じている人も多いのではない

だろうか｡第80回大会に参加した今、80回続いて

きたからこそ感じ得る時代の流れ。 10月15日は、

間わったすべての人に、その流れを感じさせてくれ

た貴重な１日であったと思う。今は、あの景色を創

り出してくださったすべてのものに感謝したい。



◆本田ルミ (２年)

バスに乗ると

ｌ

昨年の様子が頭の中に浮かんでき

た。一体何のために走っているのかも分からず、辛

くて何度も止まりかけた苦い思い出が､私にはあっ

た。そして、80回という記念すべき年を迎えた今

年｡私は一つの目標を決めて走った。「人生一度くら

い､何も考えずがむしやらに走ってみるのも良い｡」

この言葉の実行だ。

　この強行遠足は、

速さも早いに越した

自分との戦いだと思

｀Ｗ

心

ら
ノ。順位も

とはないが、それよりも走り

った。長距離が大の苦手、５

ら辛かった去年の私は、高校

抜くことが大切だと思った。長距離が大の苦手、５

分間走り続けることすら辛かった去年の私は､高校

から始めた部活動を通し、50分間も走れる体力を

つけた。

　いざスタートしてみると、なんだか気持ちの良い

天気だった。体調も良かった。今まで体験したこと

のなかった30キロという距離に何度も負けそうに

なった去年とは違う気持ちがあった。少しの自信と

大きな好奇心が私の中から溢れてきた。

　最初の坂道も悠々と超えることが出来た。今年は

10月という事もあり山の紅葉の美しさや空気の綺

麗さを十分に味わいながら走った。高根を越え、若

林から大泉､そしてここからまきば公園までの坂が辛

いのだ。足が重くなり立ち止まりたくなる。そんな

時何よりも力になっなのは、友の声だった。お互い

に支え合いゆっくりと道んだ｡決して止まろうとは

しない。マイペースに前に進むことだけを考え走っ

た。まだ成長途中の私達は、無限の可能性と少しの

不安を抱えている。どんなに強がっても、みんな一

人では生きられない。支え合うことがどれだけ大切

で力になるのか身にしみて分かるのも、この強行遠

足の素晴らしい点の一つだと思った。

　清里、そして野辺山。完走した。ゴールで待って

いた校長先生と握手をした。友に、先生方父兄の方

にたくさんのありがとうを言いたくなった。今回学

んだたくさんの

きたいと思う。

｀ s 尹

心 とを
' ゜ 尹

こ れからの人生に生かしてい
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◆中島誠也(２年)

　｢がんばれロ｣｢あと少しだよ｣強行遠足スタッフ

の方々や先生方、そして地域の方々からの暖かい応

援、私たち一高生のために、たくさんの人、一高と

関係が少ない人々までもが協力してくださってい

る。そんな思いや声が私の足を動かした。昨年度は

まきば公園で前進停止という苦い体験をしたが､昨

年度とは周りの声が違うように聞こえた。おそらく

２年目ということで心に少し余裕があったからな

のだろうが、その声は予想以上に助けとなってくれ

た。つらい坂道や長い農遠では｢がんばらなきや｣と

いう気持ちを湧きたたせてくれた。人気のない山で

久しぶりに人にあうと不思議と安心感とやる気が満

ちてくる。

現在の生活から考えて

る。非日常から学べる

あるとよ く言われる。

や諦めない こと

た。

など、

-

4､-

この強行遠足は非目常であ

とは一般に、貴重なことで

確かにつらい事に打ち勝つ事

大切なことを学ぶ

しかし私はそれ以上に、

ことができ

して当たり前の ミ尹

Q－

人間的で日常的で、

とを再確認することができた。

そ

そ

れは他人の協力なしに物事は成り立たないというこ

とだ。交通の整備、一人も事故にあわないようにす

るための配慮、検印所の設置、これらは全て先生方

スタッフの方々の協力によって行われる。もしこれ

らが無ければ強行遠足は実現しない。このことは当

たり前だがすべてのことに共通する。当たり前なの

だが忘れがちなことである。それを今回の強行遠足

という非日常の中で思うことができた。

　最後になりますが､強行遠足で｢声｣をかけてくれ

た方、準備・運営をしてくれた方、全ての協力して

くださった人々に感謝の意をこめ、｢ありがとうご

ざいました｣

◆伊藤　岳（３年）

　この強行遠足は３年間の中で一番忘れられないも

のになりました。３年目でもあり、野辺山までの距

離、そして自分の体力面からして出発前に計画を立

て、第80回強行遠足に挑戦しました。

　朝５時出発。まだ空には星がみえていました。ま

･･
ｊ
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ずは12.5km先の韮崎まで足も軽く順調なベースで

走りきり、それから中田、須玉､高根と、早歩きをし

ながら自分でも３年間で一番良い調子でした。しか

し若林からの山道、かなりの急な坂で足に異常を感

じてきました。足のつめから出血し、足首が固まっ

てしまったのです。ようやく大泉到着。体はすでに

ボロボロでした。まだまだ続く急な坂道。自分では

かなり歩いたつもりなのにあと2kmという紙がはっ

てあったりすると精神面も相当痛めつけられました。

やっとのことでまきばに到着｡坂道はここで終わり。

しかし僕が一番つらかったのは清里までの5kmでし

た。急な坂道などはないのに足が自分の足ではない

かのように一歩一歩がつらく、おまけに手がマヒし

てきました。まだ清里まで2kmあるというところで、

立てなくなったのです。５分ほどそこで足をほぐし

たりしました。しかしまったく変化なし。歯をくい

しばってやっとのことで清里に着きました。残り時

間は２時間。時間があるとしてもゴールの野辺山

まではまだ5 km。あきらめようと思ったりもしまし

た。しかし高校３年目の大会であきらめたくありま

せんでした。ラスト5kmのことはほとんど意識があ

りませんでした。すべてが限界。しかし、ゆっくり

歩いていくと前にゴールが見えました。先生の声が

聞こえます。「あと少しだ。がんばれ」その声が最後

の大きな力となりゴール野辺山に到着。その瞬間体

の力がすべてぬけ、倒れてしまいました。

　そのとき雲一つない青空をその目初めて見ました。

◆原　彩香（３年）

　私の強行遠足３年間は、毎年違った経験だった。

一年生の時は雨で途中中止となり、くやしい思いを

した。二年生の時は、北海道の北見北斗高校の強行

遠足に参加し、日程の関係で一高の強行遠足では検

印所の補助具をした。そして今年、私は女子で２番

目に、しじみ汁を飲むことができた目初めて飲ん

だ、しじみ汁はとてもおいしかった。

　順位がいいからすごいとか､強行遠足はそんなに

単純なものではないと思うし、２位ということを自

慢するつもりはない。私はただ、私を支えてくれた
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人みんなに報告したい。みんなの応援が、私の背中

を押してくれたよと。みんながくれたパワーのおか

げで､私は最後まであきらめないで､がんばれたよと。

　５月に部活を引退してから、ほとんど走っていな

かったので、体力が落ちてしまった。陸上部の私と

しては少しくやしいけれど、こうなったらもう達さ

とかは関係なしに、ただ強行遠足を楽しもうと思っ

て今回の強行遠足に臨んだ。

　スタートしてすぐに、もうリタイアしてしまおう

と思ったほどひどい腹痛におそわれたり、道に達っ

たり、ハプニングばかりだったけれど、みんなの応

援が私の足を動かし、忘れかけていた「走るのが好

き」という気持ちを思い出させてくれた。走るのが、

歩くのが、前に達むのが楽しくて、私はひたすら足

を動かした。保護者、先輩などのスタッフはもちろ

ん、吹奏楽部の先輩の演奏、観光客やお店の人、車

の中の子ども、すれ違う人みんなの声援が、本当に

うれしくて涙が出そうだった。毎年、本当に多くの

人に支えられて、強行遠足が行なわれているのだと

いうことを実感した。私達を支えてくれた多くの人

に感謝したい。

　強行遠足はこれからも続けてほしい。あきらめな

いで頑張れば､筋肉痛の他に得られるものが必ずあ

ると思うから！

　一高生でヨカッタ目

◆輿石佳奈（３年）

　走ることが好きで、苦にしなかった私にとって、

今回の強行遠足は地獄だった。

　７時30分､昨年と同じ足取り、昨年と同じ友達と

スタートした私は、昨年のように上位でゴールする

という目標を立てていた。スタートしてしばらくは

「今年もいける！」と思っていた。しかしそれは、昨

年２位であったという気持ちの余裕であることに気

づいていなかった。昨年もこんな感じだったから、

少しオーバーペースでも、息が苦しくても大丈夫だ

と思っていた。スタートして一つめの難関である上

り坂に差し掛かった時「あれ？」と思った。見る見る

うちに友達の背中は小さくなっていき、自分のペー

･「
」
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スが遅くなっていることに気づいた。と同時に、今

までの気持ちはまちがっていたことにも気づかされ

た。昨年は毎日走り、部活も現役で体力もあったが、

今年は全く違う状況であることに。こんなことは始

めからわかっていたことなのに、それを認めなかっ

た自分が恥ずかしく悔しかった。

　大泉に着く頃には、足は鉄のように重く、思い通

りにならず苛立った。でも野辺山に着くまでは足

を止めるわけにはいかない、何としても自分の足で

ゴールしなくては、と自分を奮い立たせた。この一

番辛い時に声をかけて下さったスタッフの方々の笑

顔にどれだけ助けられたかわからない。本当にうれ

しかった。そして野辺山まであと5 km。この頃の事

は何も覚えていない。ただ早くゴールしたい、早く

この苦しさから逃れたい、とばかり考えながら足を

進めていただろう。

　12時ちょうどにゴール。この瞬間とてもうれし

かったが、目標を達成できなかった悔しさと、屈辱

的な順位は忘れられない。

　しかしそれ以上に３年間の強行遠足では、人の優

しさや温かさ、自分の気持ちに負けないこと、そし

て何かをやり遂げた時の達成感やうれしさなど多く

のことが学べた。このことを胸に刻み、そして自信

として、今後の生活にいかしていきたい。

◆藤綱祐太(３年)

　｢もう駄目だ｡｣やる気はあった。自信はあった。そ

れがみな砕かれた。もともと故障していた足は前へ

進んでくれない｡痛さに体が悲鳴を上げた。一度目

の挫折。ゴールをあきらめてしまった。

　｢大丈夫？｣立ちつくす自分に声がかかった。まぎ

れもない友の声｡痛みが引いた｡信じられなかった。

大泉までの坂道を一緒に歩き、ゴールを目指した。

友のありがたみが身に染みて泣きそうなくらいうれ

しかった。先が明るくなり、やる気が満ちたのもつ

かの間、大泉の検印所で動けなくなってしまった。

二度目の挫折｡友を先に行かせ、自分はリタイヤし

ようと思った｡友は腰を痛めていた｡痛いだろうに、

つらいだろうに、彼はあきらめず歩き進めた。時間

－53－
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がたつにつれて、自分がなさけなくなってきた。自

分の不甲斐なさを責めた。気力が戻ってきた。二度

目の復活。動かない足を引きずり、先を行く友を、

ゴールを目指した。

　一歩を出す大切さ、歩み続ける大切さとともに、

その難しさを知った。どの検印所でもあきらめよう

と思ったけれども、そうしないで一歩を出し続けら

れたのは友のおかげた。

　前進停止時刻と闘いながら、清里についた時には

あと１時間。間に合うと思った時には走っていた。

自分でも不思議なくらい足は痛くなかった。

　数十メートル先はゴール。この強行遠足で学んだ

ものが､次々と心に浮かんだ。友の大切さ、関係者

への感謝､進み続ける大切さと難しさ。その全てが、

これからの人生の中で自分の中で生き続けるだろ

う。苦しみを越えられる強さを得ることが出来た。

一高の生徒でよかったと思える１目だった。

　帰りのバスヘ乗る時､先を行った友の名前にライ

ンマーカーが引いてあった。うれしくて涙が出た。

◆小林　茜（３年）

　強行遠足の意義は、自分で考えて行動するという

ところにあるのだと思う。何か必要か自分で考え、

用意し、体験する。改善すべき点は来年に生かし、

より上の目標に向かって努力する。この行動は、勉

強にも大いに通じるものがあると思う。とは言え、

強行遠足を行うにあたり、保護者や教職員の方々の

支援は必要不可欠なものだと実感した｡遠の途中で

声をかけてもらったり、検印所で励まされたりする

と、何故かもう少し頑張ろうという気になれた。な

かには遠の途中に車をとめ、自分の子を見るためだ

けに来ている野次馬のような親がいて憤りも感じた

が…。

　今年は去年よりも30分以上早く野辺山に着くこ

とができた。これは、去年の失敗点を今年に生かす

ことができたからだと思う。また、体育のペース走

で自分の速さを把握しておいたことも大きいと思

う。去年は自分のペースがわからなかったので、走

る歩くをくり返し、すっかり疲れてしまっていた。

ｊ
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しかし今年はあと何分歩けば次の検印所だとわかっ

たので、あと何分頑張ろうと思えた。

　これは今年ではなく去年強く感じたことなのだ

が､気力も完走には重要な要素だと思う。何がなん

でも時間内にたどり着いてやるという気持ちの有無

しで､例えばあと少しで制限時間という時に最後の

直線を見た時の気持ちはだいぶ違うだろう。

　受験は体力と気力勝負だと言われる。そこで強行

遠足完走という記録は、大きな糧となると思う。今

回得たものを最大限利用し、受験はもちろん、これ

からの生活に役立てていきたい。

○甲府一高強行遠足を終えて○

　　　　　北見北斗高校　２年５組　渡辺　健太

　｢よく走ることが出来たな……｡｣というのが完走

しての正直な気持ちです。

　僕は決して長距離が得意ではありまぜん。しか

し、何故この強行遠足に北斗代表で出ようと決めた

のかは断固たる思いがありました。

　｢甲府の皆さんと交流をして将来の人生への糧と

したい｡｣ということでした。

　僕がお世話になった２年７組の皆はとても優しく

良い人達で、最初クラスヘ行く時に緊張していた自

分が恥ずかしくなるくらい仲良く接してくれまし

た。また男子の出発は女子よりもだいぶ早いのにも

かかわらず、クラスの男子と僕のために朝飴を配っ

ている女の子を見て感動したのを覚えています。

　そして一高の先生の皆さんには本当に感謝してい

ます。毎目僕たちのために様々なおもてなしをして

頂き有り離く思いました。

　このような心温かい人達の中で僕が走れたことは

とても良い経験となり一生の宝物となりました。お

手伝い頂いた保護者の皆さんには心強い応援をして

もらい、何度も歩こうという弱い部分が出たときに

助けられました。また、僕はたくさんの人達の応援

のおかげで最後まで走りきることができたと思って

います。もう走れない。苦しい。でも足が動いてい

ました。きっとそれは皆さんの応援の一つ一つが僕

の一歩となっていたのかもしれません。

　一高の強行遠足を通して僕は人と人との繋がり

を改めて実感させられました。僕が一高の皆さんを

走って抜かしていくとき、何人もの人が頑張ってと

声をかけてくれました。学校で会ったときもそうで

した。全く知らない人達に囲まれ､異なる環境の中

で不安にならなかったのも皆さんのおかげです。皆

さんがささえてくれたことは決して忘れることはな

いでしょう。そしてこれからも僕は多くの人に支え

られ、助けてもらいながら生きていきます。ですか

ら今後ともその人達への感謝の気持ちを忘れず､逆

に自分が人を支えてあげられるようなそんな人間に

なりたいなと思いました。

－54－
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　最後になりますが､本当に甲府一高の皆さんには

感謝の気持ちでいっぱいです。第八十回の記念と

なる強行遠足に参加できたこと、そして交流できた

ことは自分にとっての財産となりました。毎日お世

話くださった先生､優しく迎えてくれた生徒の皆さ

ん､応援やお手伝いしてくださった保護者の皆様あ

りがとうございました。

○甲府一高強行遠足に参加して○

　　　　　　　北見北斗高校　２年　辻　泰世

　今回、甲府一高の強行遠足に参加させて頂くこと

になり、初めて甲府の町並みを見てとても驚きまし

た。北海道よりも遺編が狭く、すぐ傍に建物がある

道を車で通った時には､建て物にぶつかったりしな

いのだろうかと心配してしまうほどだったからです。

また、町からとても近い所にある練豊かな山々や、

北海道ではあまり見られない瓦屋根の家々を見るこ

ともでき、そのような風景の中を走ることが更に楽

しみになり、そしてとても嬉しく思いました。

　翌日、初めて甲府一高へ行き、そしてクラスでは

色々な人が緊張していた私にとても気軽に話しかけ

てくれて、本当に嬉しかったです。また、強行遠足

の前日には甲府一高の陸上部の皆さんと一緒に練習

をさせて頂き、強行遠足についてのお話など色々な

お話を聞けて、とても楽しく練習することが出来ま

した。

　そして、強行遠足当日、移動中のバスの中やス

タートする直前にも、クラスの皆さんとたくさんの

お話をして、その中で不安や緊張は少しずつ薄れて

いき、私は落ち着いた状態で走り出すことが出来ま

した。

　スタートした後、しばらくの間は、所々で多くの

方々に声をかけて頂きたくさんのパワーをもらいな

がら、余裕を持って走ることが出来ました｡ですが、

坂道の傾斜がどんどん急になり、更に坂道の距離が

長くなるにつれて、足は一気に重くなり、辛抱して

走ってみてもなかなか思うようにペースをつくるこ

とが出来ず、走っては歩くを繰り返していました。
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坂道は想像をはるかに上回る過酷なもので、一歩で

も立ち止まると途端に下へ転がり落ちてしまいそう

なほど､体は限界に近い状態でした｡なんとかゴールし

たいという一心でひたすら坂道を豊っていました。

　ですが、力尽きそうになるたびに、周りの方夕か

ら本当に暖かいご声援を頂き、そのおかげで私は苦

しい場面を乗り越えることが出来ました。また、道

の途中だけでなく、車からも本当に多くの方々に声

をかけて頂き、何度も励まされました。

　そして、ようやくゴールすることができ、ゴール

でもたくさん嬉しいお言葉をかけて頂いて、諦めず

に走りきることが出来て本当に良かったと思いまし

た。しじみ汁もとてもおいしかったです。

　強行遠足の途中、お手伝いの方々や生徒の皆さん

からの暖かいご声援がなければ､私は決して走り抜

くことは出来ませんでした。また、強行遠足当日だ

けでなく、甲府滞在中に本当に色々な面で私たちを

支えて下さった先生方や関係者の皆さんのお陰で、

とても楽しく過ごすことが出来ました。この素晴ら

しい経験を北斗高校へしっかりと伝えると同時に、

より一層文武両道に励みたいと思います。

　本当にありがとうございました。

ｊ
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校
　
長
　
　
高
　
瀬
　
孝
　
人

一
月
三
日
に
発
足
し
て
以
東
、

終
戦
と
台
風
の
襲
来
に
よ
る
三

回
の
中
削
を
除
い
て
、
毎
年
営

々
と
し
て
決
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
伝
統
」
の
威
力

と
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
▽
六
白

私
で
す
。

　
　
「
強
行
遠
足
」
と
い
う
名
称

が
初
め
て
院
わ
れ
た
の
は
、
大

正
ト
五
聯
の
第
二
回
大
会
か
ら
・

【早朝、一高をスターﾄする男子生徒(昨年の強行遠足より)】

で
し
た
。
創
始
者
の
第
十
代
江

ロ
俊
博
校
長
に
よ
る
『
本
校
に

お
け
る
強
行
遠
足
の
意
義
と
其

の
実
際
』
に
は
、
「
敢
え
て
強

行
遠
足
と
名
づ
け
た
の
は
、
自

分
の
体
力
に
応
じ
て
歩
け
る
だ

け
歩
く
と
い
う
事
を
強
調
せ
ん

が
為
で
あ
る
」
と
、
そ
の
由
来

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
「
強
行
」
の
意
味
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
加
え

て
い
ま
す
。
「
由
来
、
人
情
の

弱
点
は
安
易
な
も
の
と
の
妥
協

で
あ
る
。
歩
く
場
合
で
も
少
し

く
疲
労
を
感
ず
る
と
乗
り
物
の

暇
を
考
え
る
、
或
い
は
あ
る
程

度
で
止
め
て
し
ま
う
と
い
う
事

に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。
之
等
一

切
の
妥
協
と
怠
慢
を
排
し
て
、

精
根
限
り
歩
く
と
い
う
事
を
重

視
し
た
の
で
あ
る
。
」
従
っ

て
、
こ
の
行
事
の
意
義
は
、
ゴ

ー
ル
に
善
く
か
着
か
な
い
か
と

い
う
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
己
の

力
の
す
べ
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出
し
切
る
精
神

力
や
忍
耐
力
が
あ
る
か
、
己
の

力
の
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界
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
か
に
あ
る
と
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え
ま
す
。

　
毎
年
、
同
窓
会
の
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で
は
、

決
ま
っ
て
強
行
遠
足
の
話
題
に

花
が
咲
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

　
「
功
を
あ
せ
ら
ず
、
マ
イ
ペ
ー

ス
で
、
そ
し
て
決
し
て
止
め
な

い
こ
と
を
私
は
強
行
遠
足
か
ら

学
ん
だ
。
」
「
今
思
え
ば
、
強

行
遠
足
は
人
生
の
如
し
で
、
精

一
杯
や
れ
ば
必
ず
目
標
へ
到
達

で
き
る
と
い
う
自
信
を
僕
に
与

え
て
く
れ
た
。
」
と
い
っ
た
感

想
が
各
々
の
か
け
が
え
の
な
い

体
験
と
し
て
回
想
さ
れ
ま
す
。

自
ら
の
体
を
通
し
て
味
わ
っ

た
、
こ
う
し
た
感
激
や
充
実
感

こ
そ
一
生
の
宝
で
あ
り
、
「
生

き
る
力
」
の
源
泉
で
あ
り
、
人

生
の
支
え
で
あ
る
と
の
実
感
が

共
有
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
、
た
い

　
へ
ん
残
念
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
。
永
い
こ
と
「
臼
田
の
お

婆
ち
や
ん
」
で
慕
わ
れ
て
き
た

依
田
ト
ミ
子
様
が
九
十
四
歳
で

他
界
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
名
物

支
援
く
だ
さ
る
実
に
多
く
の
人

々
の
お
力
添
え
が
あ
る
と
い
う

点
で
す
。
こ
れ
ら
多
数
の
協
力

者
へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
と
共
に
、
そ
の
恩
に
報
い

る
た
め
に
も
、
準
備
段
階
か
ら

周
到
な
取
り
組
み
を
し
、
本
番

で
は
自
ら
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

て
、
果
敢
に
自
己
の
可
能
性
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
　
今
年
は
、
北
海
道
・
北
見
北

斗
高
校
の
代
表
生
徒
も
参
加
し

ま
す
。
全
校
を
挙
げ
て
心
か
ら

歓
迎
す
る
と
共
に
、
共
通
の
伝

統
に
立
っ
て
、
自
己
と
闘
い
な

が
ら
競
合
し
合
う
良
き
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
、
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

　
終
わ
り
に
、
「
強
行
遠
足
」

の
大
成
功
と
諸
君
の
大
奮
闘
を

期
待
し
つ
つ
、
本
番
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

三,と同じ
〃
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コースは昨

は10月実施日
　
今
年
の
強
行
遠
足
の
概

要
が
固
ま
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た
。
今
年
は

十
月
十
五
目
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な

る
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見
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の
強
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遠

足
交
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の
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遠
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月
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今
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通
り
に
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す
る
。

　
ま
た
、
昨
年
に
続
き
、

実
施
日
は
日
曜
日
と
な

る
。
休
日
の
方
が
保
護
者

や
医
師
の
協
力
が
得
や
す

く
、
出
発
か
ら
二
時
間
ほ

ど
の
生
徒
が
集
中
す
る
時

間
帯
と
通
勤
時
間
帯
が
重

な
ら
な
い
事
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
と
判
断
し

た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
も
申
大
に

備
え
て
の
予
備
日
は
設
け
ら
れ

な
い
。

　
Ｊ
Ｉ
ス
は
、
概
ね
昨
年
と
同

じ
で
あ
り
、
主
だ
っ
た
変
更
点

は
な
い
。
今
後
、
台
風
な
ど
の

災
害
に
よ
り
通
行
止
め
の
箇
所

が
出
る
な
ど
桔
況
が
変
わ
っ
た

場
合
に
は
Ｊ
Ｉ
ス
が
変
更
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
強
行
遠
足
当
日
は
、
男
子
は

日
ｙ
朝
四
時
三
十
分
ま
で
に
学
校

に
集
合
、
五
時
出
発
、
終
了
は

十
六
時
で
制
限
時
間
は
十
一
時

間
。
女
子
は
、
朝
五
時
。
ニ
ト

分
、
縁
が
匠
体
育
館
前
に
集
合

し
ー
八
時
に
バ
ス
で
須
玉
小
学

校
ま
で
移
動
。
須
玉
小
学
校
を

七
時
三
十
分
に
ス
タ
ー
ト
す

る
。
終
・
ｒ
は
ト
五
時
。
制
限
時

間
は
七
時
間
三
十
分
。
男
子
、

女
子
と
も
昨
年
と
同
じ
で
あ

る
。

お
婆
ち
や
ん
は
、
毎
年
、
一
高

生
と
会
う
の
を
無
上
の
楽
し
み

と
し
、
り
ん
ご
や
牛
乳
や
お
に

ぎ
り
を
用
意
し
な
が
ら
、
生
徒

た
ち
が
来
る
の
を
今
や
遅
し
と

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
家
族
ぐ
る
み
の
親
身
も
及

ば
ぬ
歓
待
ぶ
り
は
語
り
草
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
時
ば
か
り
は

自
分
か
中
心
と
な
っ
て
温
か
く

迎
え
た
い
と
い
つ
も
張
り
切
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
強
行
遠
足
の

伝
統
の
陰
に
は
、
こ
う
し
た
沿

道
で
温
か
い
声
援
や
協
力
を
し

て
く
だ
さ
る
方
々
、
救
護
検
印

所
や
沿
線
の
要
所
に
あ
っ
て
接

待
や
巡
視
に
当
た
っ
て
く
だ
さ

る
保
護
者
や
同
窓
生
の
方
々
、

さ
ら
に
は
警
察
や
病
院
な
ど
の

関
係
機
関
の
万
々
な
ど
、
こ
の

行
事
の
安
全
無
事
を
願
っ
て
御
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強
行
遠
足
に
臨
む
に
あ
た

り
、
心
の
準
備
と
体
の
調
整
を

万
全
に
行
う
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
強
行
遠
足

は
、
心
身
共
に
自
己
を
鍛
え
る

良
い
機
会
で
あ
今
心
身
共
に

ペ
ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
体
調
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
〈
強
行
遠
足
事
前
の
諸
注
意
〉

　
心
身
共
に
疲
労
す
る
行
事
で

あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
、
し
っ

か
り
健
康
管
理
を
し
て
体
調
を

整
え
て
お
く
。

①
現
在
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
体

調
の
悪
い
人
は
、
自
己
診
断
せ

ず
に
受
診
し
、
医
師
の
指
示
に

従
う
。

②
実
施
日
が
近
づ
く
に
っ
れ
、

朝
夕
の
気
温
が
下
が
っ
て
く

る
。
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
胃
腸

を
悪
く
す
る
人
が
例
年
多
く
な

る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
予
防

に
し
っ
か
り
努
め
る
よ
う
に
す

る
。
③
規
則
正
し
い
食
生
活
で
、
胃

腸
の
調
子
を
整
え
る
。

④
便
秘
の
予
防
を
心
が
け
る
。

⑤
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
疲
労

の
蓄
積
を
避
け
る
。

　
以
上
の
事
柄
に
留
意
し
、
無

事
故
で
、
自
分
の
力
を
ト
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
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十
月
十
五
日
、
日
．

　
芳
子
に
、
半
面
斤
時
　
緬

ミ
リ
ヅ
内
ト
、
け
校
プ
ラ
ン

ど
万
万
Ｉ
ト
　
号
ご
こ
ト

目
し
賢
　
ト
汀
　
北
り
占
止

氏
『
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内
打
．
ド
Ｔ
Λ
ご
長
コ
ー
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刎
こ
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に
萌
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‐
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白
疾
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目
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゛
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一

玉
晦
で
さ
ろ
ご
こ
一
に
感
謝
し
、

北見北斗高校参加者

甲

－　　　　　　　　一一　　　　　　　　－一一‥一強行遠足新聞－
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回　強行遠足
有
川
宍
□
ご
Ｔ
万
萌
兄
．
孚
げ
の

ご
∵
『
‐
’
・
か
．
・
づ
大
好
・
印
八
が

仇
‰
ご
れ
斤

山
元
に
仙
田
ペ
ー
到
冷
一
地
点
）

い
か
っ
た
　
’
と
励
ま
・
し
て

ぐ
わ
か
　
肩
息
ご
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

‘
二
八
万
円
い
心
て
い
ろ
、
牝
ス
で
ひ
た
す
ら
歩
い
た
。
そ

　　３年　秋山　川･君

　70 kmの自校の強行遠足と比

較して少々甘い考えで参加しま

したが、予想以卜に死ぬほど登

り坂がキツくて厳しい強行遠足

でした。

　　２年　渡辺　健太君

　思･った以Ｅに苦しくて、何度

も歩こうとしたとき、周囲の人

達の応援で助けられました。一

緒に走ってくださ、た皆さんに

感謝しています。

==㎜㎜㎜㎜=-==㎜㎜■皿㎜㎜㎜㎜J皿=㎜㎜=㎜㎜㎜㎜=皿㎜=

　　３年　i'j'犀　袈莉絵さん

　走ったり、歩いたりのくり返

しで、到着のことばかり考えて

いました。一高の女r･と話をし

ながら､走りきることができて、

いい思い出となりました。

－一一・－一一一一一一－－－－－－一一－－一一一一
一一・－一一

　　　２乍　辻　泰11tさん

　長い長い坂道の途中、周囲の

人々からの暖かい声援でのりき

ることができました。皆さんの

暖かい人柄にふれ、すばらしい

経験をさせていただき嬉しく思

りています。

　
第
8
0
回
強
行
遠
足
に
あ
た

り
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
に
は
早
朝
よ
り
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
無
事
に
当
初

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
の
強
行
遠
足
は
天

候
に
ね
生
ま
れ
、
例
年
に
か

い
高
い
完
走
率
と
な
り
ま
し

ぺ
個
々
の
生
徒
ｆ
ン
・
・
れ
ぞ

わ
自
己
の
目
標
を
こ
逆
成
し
た

の
で
は
な
い
か
万
思
い
ま
す
。

　
北
見
北
斗
高
か
ら
の
参
加

者
≒
良
之
健
闘
し
、
交
流
も

深
ま
Ｉ
ご
言
て
こ
Ｉ
ご
お
も
い
ま
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男子（５ ５．４ｋ･）

　参　加　貧数

　参　加　率

　野辺山到着者数

　野辺山到着率

女子（３ ０． ３ｋｍ）

　忿　11･･片　数

　拡　加　率

　野辺山到着者数

　野辺山到着率

４０６名

９ ６．７％

３２０名

７ ８．８％

r1 9 2名

９ ５．４％

３６８名

９ ３．９％

Ｉ
Ｉ

●

｜

ｌ

ｌ

●

第
八
十
回
強
行
遠
足

　
　
暁
に
響
く
号
砲
の
下

　
　
　
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
た

ｌ

ｌ

●

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　強行遠足を終えて

　　　　　　　　　　　　　　校ｙ高南|孝入

　今回の強行遠足は、第８０回という記念すべき大会で

した。皆さんの努力と協力により、こうして無事に終「

することができましたことを何より嬉しく思っています。

　皆さん一人一人にとって、厳しいチャレンジの場であ

ったと同時に、得難い、充実した体験として、良き思い

出の一ページとなりたことと思います　どうかここで得

たことを今後の生活に生かしてい、てください。

　北見北斗高校からは、金山校長先生をはじめ教職員・

生徒の皆さんに参加して頂き、思い出深い大会になりま

した。よい交流ができたと思います。

ｊ

4

皿結縁綸
一昨年は北見北斗の強行遠足に参加した

　ため初めて野辺山に=ダールしました。

　最高の強行遠足でした。（３年女子）

・ワクワクして、前日は２時間ほどＬか

　眠れませんでした。無事目標通りゴー

　ルでき梢Ｌく思-jでいま十｡ｒ１年男子1

　
稀
有
の
誉
れ

　
　
　
北
海
道
北
見
北
斗
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
金
山
　
繁
樹

　
少
し
膚
寒
い
早
朝
の
寒
気
は
「
さ
あ

ヤ
ル
ゾ
ー
」
と
い
う
生
徒
の
気
概
を
優

し
く
つ
つ
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
も

あ
る
。
全
国
の
ど
こ
に
も
な
い
稀
有
の

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
北
見
北
斗
高
校
の
誉
り
で
も
あ
り

ま
す
。
輝
か
し
い
8
0
回
目
の
強
行
遠
足

は
伝
統
の
中
に
立
派
に
終
了
し
ま
し

た
。
生
徒
も
教
職
員
・
関
係
支
援
肴
、

全
て
が
意
欲
的
で
建
設
的
で
あ
り
ま
し

た
。
木
目
の
天
候
と
完
走
率
が
そ
れ
を

証
明
し
て
居
り
ま
す
。
今
後
更
な
る
発

展
と
良
き
交
流
を
祈
念
し
、
感
謝
の
心

で
帰
道
致
し
ま
す
。
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体
育
振
興
主
任

　
　
　
　
進
藤
　
和
弥
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える歓迎式が行われた。

　北見北斗高校からは、金山繁樹校長、高橋

利雄事務長、渡辺和勇同窓会長、大川博司教

諭。生徒代表として、３年生の秋山耕一君・

古屋茉莉絵さん、２年生の渡辺健太君、辻泰

に続き、来校者の紹介、本校吹奏楽曲による北

見北斗高校校歌の演奏、記念品の贈呈、応援団からの激励が行われた。

　また、北見北斗高校の金山校長から、「第80回という記念すべき大会に参加でき光栄

です。強行遠足という行事は、克己心を養うのに大切な行事です。両校の生徒諸君の健

闘を祈ります｡」という励ましの言葉があ､った。

５７



ｌ

強行遠足　Ｑ＆Ａ

ＱＩ： 強行遠足を24時間実施していたのはいつま

　　　でだろうか？

Ａ　：大正14年第２回から昭和36年第36回まで信濃

　　　大町方面コースで24時間制で実施していた。

【解説】条件が揃えば現在でも24時間制でやってみ

　　　たいが､交通事情、健康・安全保持のための

　　　人員確保など難問があり現実的には不可能

　　　である。

Ｑ２：２４時間制での最高到遠地点はどこまでだろ

　　　うか？

Ａ　：昭和32年第33回強行遠足において長野県大

　　　町市築場まで(167.1km)を岩間孝吉さんが

　　　走破した。

【解説】小諸までが103.3kmですので、あと約64km。

　　　あなたは時間があれば歩けますか。

Ｑ３：女子が参加したのはいつからだろうか？

Ａ　：昭和25年第26回強行遠足から女子も参加した。

【解説】女子は終点指定制で実施した。初期の頃の女子

　　　　の具体的な記録が残念ながら残っていない。

Ｑ４：強行遠足が中止になったことはあったのだろ

　　　うか？

Ａ　：(１)全部中止になった年

　　　　　①昭和20年､終戦につき中止

　　　　　②昭和34年､伊勢湾台風による道路欠損

　　　　　　が多く中止

　　　　　③平成２年､台風による降雨のため中止

　　　(2)女子のみ中止になった年(男子は実施)

　　　　　①昭和46年、降雨のため中止

　　　　　②昭和51年、降雨のため中止

【解説】男子は実施し翌日出発の女子のみ中止。昭和

　　　51年には、バスで出発地(高根東小)に行っ

　　　たが､雨が激しくそのままバスから降りずに

　　　帰校した。

f.

進藤和弥

　　　(3)途中で中止になった年

　　　　①昭和７年第９回

　　　　②昭和12年第14回

　　　　③昭和15年第17回　　　　‘

　　　　④昭和29年第30回

　　　　⑤昭和30年第31回

　　　　⑥昭和44年第44回

　　　　⑦昭和46年第46回

　　　　⑧平成16年第78回

【解説】信濃大町方面は24時間制だったので途中降

　　　雨中止が幾度かあった。佐久往還コースに

　　　なっても昭和44年には女子が降雨のため野

　　　辺山で中止、昭和46年に男子が降雨のため

　　　途中中止になったが、中止命令が出た時の

　　　トップの21人は小諸に到着していた。終点

　　　が野辺山になってからは平成16年度に男女

　　　とも降雨のため途中中止になった。

Ｑ５：コースはどのくらい変更されたのだろうか？

Ａ　：昭和37年に信濃大町方面(国道20号線)の交

　　　通事情の悪化のため現在の佐久往還コース

　　　に大変更された。また、次表のとおり佐久往

　　　還コースでも幾度か変更された。

【解説】出発地・最終地の変更の他に一部区間の変更

　　　も道路状況の変化に伴い毎年のようにあり、

　　　実施距離も変動が多い。平成15年第77回よ

　　　り大幅なコース変更により距離が半分に縮

　　　小された。

年　度(回) 出発地～最終地点 距　離(km)

男

子

昭和37年(37)
昭和38年(38)
昭和40年(40)
平成15年(77)～

学　　校～松原湖

学　　校～中　込

学　　校～小　諸

学　　校～野辺山

　　　　　　66.0

　　　　　　87.0

100.0～107.3

　　53,7～55,4

女

子

昭和37年(37)
昭和38年(38)
昭和39年(39)
昭和40年(40)
昭和47年(47)
昭和50年(50)
平成3年(65)
平成15年(77)
平成16年(78)
平成17年(79)～

箕輪新町～松原湖

箕輪新町～海ノロ

若神子～野辺山

三軒屋～小　海

高根東小～海ノロ

高根東小～小　海

須玉小～小　海

穂足ｸﾞﾗﾝﾄ～野辺山

旧須玉商～野辺山
須玉小～野辺山

　　　　　38.0

　　　　　32.0

　　　　　26.0

32.0～33.0

32.0～33.0

41.5～46.0

45.8～46.0

　　　　　31,0

　　　　　32,8

30.8～30.3
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Ｑ６：参加率が最高なのはいつだろうか？

Ａ　：男子　第73回の98.7％(468/474人参加)が

　　　　　　最高

　　　　　　※第80回は96.9％(406/419人参加)

　　　女子　第38回の98.2％(319/325人参加)が

　　　　　　最高

　　　　　　※第80回は95.4％(392/411人参加)

【解説】毎年95％以上の参加率であり他校に比べ高

　　　い。これは本校強行遠足の特徴の一つである。

Ｑ７：到達率が最高なのはいつだろうか？

Ａ　：男子　第57回の69.3％(415/599人参加)が

　　　　　　最高

　　　　　　※第80回は78.8％(406/419人参加)

　　　女子　第16回の95.7％(487/509人参加)が

　　　　　　最高

　　　　　　※第80回は93､9％(392/411人参加)

【解説】第77回より最終地点が野辺山になったので

　　　小諸まで実施していた時と比較はできない

　　　が、距離から見た場合いかに約70％の到達

　　　率がすごいものか驚かされる。

Ｑ８：参加者の平均走破距離が最高なのはいつ、ど

　　　のくらいの距離だろうか？

Ａ　：男子　第55回の93.9kmが最高

　　　　　　(岩村田の手前1.6km付近まで到達)

　　　女子　第67回の43.8kmが最高

　　　　　　(小海の手前1.8km付近まで到達)

【解説】昭和55年は到達率でも69.2％と最高の昭和

　　　57年と０．１％しか変わらず、平均距離では3

　　　km以上長い。つまり途中中止者もかなり遠く

　　　まで行った頑張りがうかがえる。

Ｑ９：終点地小諸での最高記録はどれくらいだろう

　　　か？

Ａ　：男子　第62回が最高

　　　所要時間:11時間18分(到着時刻：１時48分)

　　　走行距離:102.0km(平均速度:9.03km/h)

　　　女子　第64回が最高

　　　所要時間：３時間34分(到着時刻:10時14分)

　　　走行距離:41.5km(平均速度:11.65km/h)

－59－
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【解説】大会によって実施距離が違い、天候などの条

　　　件に大きく影響されるので単純比較できな

　　　いが､所要時間(到着時間)で見ると上記のと

　　　おり。

　　　昭和62年(62回)の男子の最高記録は以前の

　　　記録(３時間09分)を大幅短縮した大記録で

　　　あり、各救護検印所の到着予想をはるかに上

　　　回るペースであった。そのため小諸寄りの救

　　　護検印所では仮眠をとっている最中にトッ

　　　プの生徒が職員を起こして検印してもらっ

　　　たエピソードが残っている。

Ｑ１０： 小諸方面コースでの記録を合計するとどの

　　　くらいになるのだろうか？

　　　　　(注)第40回～第80回までの全日制の記録

Ａ　：(１)参加総数

　　　　男子　27,349人

　　　　女子　18,395人

　　　(2)参加率

　　　　男子　97.0％

　　　　女子　94.8％

　　　(3)総走行距離

　　　　男子　2,102,526km

　　　　女子　　701,864km

　　　(4)平均走行距離

　　　　男子　68.3km

　　　　女子　36.6km

【解説】男女合計すると総走行距離は2,804,390km

　　　になり，地球と月を約３往復相当の距離に

　　　なる。平均走行距離は，男子では松原湖，女

　　　子は，海ノロを超えたことになる。第１回

　　　から第39回までの正確な記録が確認できな

　　　い部分もあるが，確認できる範囲の記録を

　　　合計すると参加総数89,386人，総走行距離

　　　5,561,556kmになる。確認できない分を入

　　　れると，実際はそれ以上の数字となる。強行

　　　遠足の歴史と重みを改めて感じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(編集委員)
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強行遠足の記録

　第40回－80回
　　　　　　　　　　　昭和40年･1965－平成18年･2006
〈表1〉
各地到着巻数の記録(男子)

f.

年　　　　　度 昭和40 昭和41 昭和42 昭和43 昭和44 昭和45 昭和46 昭和47 昭和48 昭和49
昭和50 昭和51 昭和52

回　　　　　数 第40回 第41回 第42回 第43回 第44回 第45回 第46回 第47回 第48回 第49回 第50回 第51回 第52回

韮　　　　　崎 48 66 47 21 20 13 18 ２ ９ ３ ４ １ １

若　　神　　子 14 23 19 18 23 16 17 ７ 11 15 ３ ７ ５

箕　　　　　輪 24 30 26 13 13 16 19 ４ １ ６ ５ ６ ２

長　　　　　沢 27 72 25 33 24 37 27 20 11 ６ 12 10 ５

三　　軒　　屋 16 ７ 10 ２ ９ ４ ５ 12 12 12 ７ 14 ６

清　　　　　里 165 186 190 111 154 43 109 94 59 34 49 41 23

野　　辺　　山 343 297 263 226 247 194 142 113 97 73 71 82 15

市　　　　　場 ５ 10 ４ 14 10 ６ 59 ４ １ ４ 13 33 28

海　　ノ　　ロ 115 141 154 135 94 68 109 104 64 46 40 104 36

松　　原　　湖 50 69 23 32 11 ５ 69 ９ 24 25 ８ 52 12

小　　　　　海 227 157 193 160 71 37 44 71 53 18 ９ ８ ６

八　　千　　穂 49 11 49 66 48 149 45 31 33 23 40 18 16

羽　　黒　　下 50 53 21 ５ 11 ５ ５ 14 ９ ５ ０ ４ ９

臼　　　　　田 58 37 60 87 80 56 46 102 113 128 56 31 73

中　　　　　込 62 82 58 62 32 70 33 39 21 30 46 19 31

岩　　村　　田 ５ 22 ９ ３ ４ 10 92 ７ ９ 13 11 12 ８

三　　　　　岡 ６ ８ ４ ６ 13 ８ 39 ３ ４ ６ ９ 11 14

小　　　　　諸 228 170 191 188 163 213 21 219 306 404 455 347 436

在籍者数(人) 1,562 1,511 1,397 1,233 1,085 990 930 875 860 877 858 821 742

不参加者数(人) 70 70 51 51 58 40 31 20 23 26 20 21 16

参加者数(人) 1,492 1,441 1,364 1,182 1,027 950 899 855 837 851 838 800 726

参　加　率(％) 95.5 95.4 96,3 95.9 94.7 96.0 96.7 97.7 97.33 97.0 97.7 97.4 97.8

到　達　率(％) 15.3 11.8 14.2 15.9 15.9 22.4 2.3 25.6 36.6 47.5 54.3 43.4 60.1

総走行距離(km) 93,705 86,961 84,544 78,225 65,965 67,810 56,917 65,507 67,494 72,906 73､132 64,753 66,540

平均距離(km) 62.8 60.3 62.8 66.2 64.0 71.4 63.3 76.6 80.6 85.7 87.3 80.9 91.7

実施距離(km) 100.0 103.0 102.1 102.1 102.0 103.0 103.0 107.3 106.0 105.0 105.0 105.0 105.0

年　　　　　度 昭和53 昭和54 昭和55 昭和56 昭和57 昭和58 昭和59 昭和60 昭和61 昭和62 昭和63 平成元 平成２

回　　　　　数 第53回 第54回 第55回 第56回 第57回 第58回 第59回 第60回 第61回 第62回 第63回 第64回
-

韮　　　　　崎 ３ 17 16 巾　２ １ １ 22 13 ２ １ ４ 20

雨

天

中

止

若　　神　　子 ２ １ ３ １ ８ ２ ７ ０ ３ ４ ３ ３

箕　　　　　輪 ３ ４ １ ４ ０ １ ２ １ １ ４ ７ ６

長　　　　　沢 ６ ２ ５ ５ ４ ４ ５ ４ ３ ０ ５ ０

三　　軒　　屋 ６ ４ ４ ７ ４ ６ 14 ７ ５ １ ２ ０

清　　　　　里 ８ ６ ３ 17 ９ 10 16 14 16 ２ 19 17

野　　辺　　山 21 23 16 17 14 14 25 37 46 50 41 24

市　　　　　場 24 ３ 18 17 ６ ５ ６ ８ 10 10 11 16

海　　ノ　　ロ 14 22 12 18 33 61 40 28 40 48 51 38

松　　原　　湖 ７ ４ ４ ０ ４ ７ 15 １ 12 ９ 28 17

小　　　　　海 ２ ５ 15 35 24 ２ ４ １ ９ ３ 11 29

八　　千　　穂 33 31 13 25 17 11 32 ６ 51 35 15 23

羽　　黒　　下 ４ ５ ４ ３ ３ ６ 11 10 １ ３ １ ３

臼　　　　　田 49 68 49 26 27 36 40 40 43 51 45 52

中　　　　　込 36 24 17 25 10 ５ 11 14 ７ 13 17 ９

岩　　村　　田 ９ 17 ８ ９ ７ ４ ４ １ ４ ３ ２ 11

三　　　　　岡 ９ 13 ９ ３ 13 13 14 ８ 12 ７ ７ ０

小　　　　　諸 438 378 442 394 415 ４１４ 342 391 281 295 272 292

在籍者数(人) 695 655 651 639 622 622 629 607 572 560 578 584 -

不参加者数(人) 21 23 15 30 23 20 19 23 26 21 37 24 -

参加者数(人) 674 632 639 609 399 602 610 584 546 539 541 560 -

参　加　率(％) 97.0 96.5 98.2 95.3 96.3 96.8 97.0 96.2 95.5 96.3 93.6 95.9
-

到　達　率(％) 65.0 59.8 69,2 64.7 69.3 68.8 56.1 67.0 51.5 54.7 50.3 52.1
-

総走行距離(km) 60,767 58,018 59,978 54,128 54､387 54,385 51,180 51,759 46,130 46,548 44,969 46,885
-

平均距離(km) 90,2 91.8 93.9 88.9 90.8 90.3 83.9 88.6 84.5 86.4 83.1 83.7
-

実施距離(km) 105.0 105.0 105.0 101.0 101.0 101.0 101.5 101.5 101.7 102.0 102.0 102.0 -
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各地到着者数の記録(男子)

f , .

年　　　　　度 平成３ 平成４ 平成５ 平成６ 平成７ 平成８ 平成９ 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14
回　　　　　数 第65回 第66回 第67回 第68回 第69回 第70回 第71回 第72回 第73回 第74回 第75回 第76回

韮　　　　　崎 １ ４ ３ １ １ １ ７ ３ ０ １ 33 ８

若　　神　　子 ５ ３ １ ３ ８ ４ ０ ３ ６ 12 ４ ４

津　　　　　金 ４ ５ ３ ３ ８ ３ ３ ６ 14 13 ９ 11

三　　軒　　屋 １ ５ １ ７ 11 13 ９ 15 ６ ８ ８ １

清　　　　　里 15 20 15 23 28 26 27 33 31 37 17 16

野　　辺　　山 42 48 46 46 57 51 39 43 53 21 37 13

市　　　　　場 ７ ７ ２ １ ３ 12 16 22 30 41 ６ ３

海　　ノ　　ロ 15 35 27 35 ３ 10 36 10 ６ 13 15 35

松　　原　　湖 25 ５ 22 ７ 11 10 ８ ３ １ ８ 10 ４

小　　　　　海 19 16 ６ 39 43 50 22 33 34 36 41 40

八　　千　　穂 47 28 30 18 34 36 25 33 15 16 ８ 12

羽　　黒　　下 ８ 21 ２ 11 ４ ４ ４ ５ ７ ９ ２ ６

臼　　　　　田 70 80 72 49 62 65 64 54 67 69 74 65

中　　　　　込 ７ ４ 14 16 27 35 19 17 15 13 19 15

岩　　村　　田 ６ ９ ９ ８ ７ ５ 11 11 ６ ７ 10 ７

三　　　　　岡 12 11 ５ ３ １ ３ ２ ５ ３ ２ ３ ４

小　　　　　諸 257 220 237 197 48 124 164 156 174 162 186 221

在籍者数(人) 551 529 508 481 465 466 471 460 474 479 493 473

不参加者数(人) 10 ８ 13 14 ９ 14 15 ８ ６ 11 11 ８

参加者数(人) 541 521 495 467 456 452 456 452 468 468 482 465

参　加　率(％) 98.2 98.5 97.4 97.1 98.1 97.0 96.8 98.3 98.7 97.7 97.8 98.3

到　達　率(％) 47.5 42.2 47.9 42.2 32.5 27.4 36.0 34.5 37.2 34､6 38､6 47､5

総走行距離(km) 46,847 43,743 42,766 38,747 35,977 35,430 37,353 36,488 38,015 37,525 38,891 39,712

平均距離(km) 86.6 84.0 86.4 83,0 78.9 78.4 81.9 80.7 81.2 80.2 80.7 85.4

実施距離(km) 103.6 103.6 103.6 103.6 103.3 103.3 105.0 105.0 105.3 105.3 105.3 103.4

年　　　　　度 平成15 平成16 平成17 平成18
回　　　　　数 第77回 第78回 第79回 第80回

韮　　　　　崎 (26)5 11 ２ ５

中　　　　　田 １ ８ ３ １

須　　　　　玉 ７ 199 11 ４

高　　　　　根 12 171 28 26

若　　　　　林 ’12 24 ９ 12

大　　　　　泉 38 ６ 20 ３

ま　　き　　ぱ 23 １ 21 18

清　　　　　里 ４ ０ ４ ５

野　　辺　　山 318 ０ 304 320

雨

天

途

中

中

止

在籍巻数(人) 462 436 438 419

不参加者数(人) 16 12 18 13

参加者数(人) 446 420 422 406

参　加　率(％) 96.5 96.3 96.3 96.9

到　達　率(％) 71.3 0.0 72.0 78.8

総走行距離(km) 20,847 11,767 19,811 20,405

平均距離(km) 46.7 271｡6 46.9 50.3

実施距離(km) 53､7 54､2 54､2 55.4
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各地到着者数の記録(女子)

芦

．

年　　　　　度 昭和40 昭和41 昭和42 昭和43 昭和44 昭和45 昭和46 昭和47 昭和48 昭和49 昭和50 昭和51 昭和52

回　　　　　数 第40回 第41回 第42回 第43回 第44回 第45回 第46回 第47回 第48回 第49回 第50回 第51回 第52回

高　根　東　小 - 一 - 一 - -

女

子

の

み

中

止

０ ０ ０ 巾
女

子

の

み

中

止

０

長　　　　　沢 - - - 一 - - ０ ０ １ ０ １

三　　軒　　屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ３ １ ，　０

清　　　　　里 ０ ０ ２ ３ ０ １ ６ ６ ４ ０ ２

野　　辺　　山 ３ 11 ７ ２ 351 １ 23 19 ８ ６ ８

市　　　　　場 ４ ０ ０ ２ 途

中

中

止

０ ６ ８ ７ ２ 20

海　　ノ　　ロ 30 14 34 18 17 412 417 446 32 232

松　　原　　湖 171 91 51 55 46 - - - 20 52

小　　　　　海 153 253 272 276 310 一 - - 447 293

在籍者数(人) 388 392 398 389 398 417 - 479 493 500 540 - 627

不参加者数(人) 27 23 32 33 47 42 - 30 40 31 31 - 19

参加者数(人) 361 369 366 356 351 375 - 449 453 469 509 一 608

参　加　率(％) 93.0 94.1 92,0 91.5 88,2 89.9 - 93.7 91.9 93.8 94.3 - 97.0

到　達　率(％) 42.4 68.6 74､3 77.5 ０ 82.7 - 91.8 92.1 95.1 87.8 一 48.2

総走行距離(km) 10,653 11,281 10,910 10,838 4,142 11,970 - 13,923 14,061 14､711 20,792 - 22,466

平均距離(km) 29.5 30.6 29.8 30.4 11.8 31.9 - 31.0 31.0 31.4 40.8 - 37.0

実施距離(km) 32.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33,0 - 32.0 32.0 32,0 42.0 - 42.0

年　　　　　度 昭和53 昭和54 昭和55 昭和56 昭和57 昭和58 昭和59 昭和60 昭和61 昭和62 昭和63 平成元 平成２

回　　　　　数 第53回 第54回 第55回 第56回 第57回 第58回 第59回 第60回 第61回 第62回 第63回 第64回 -

高　根　東　小 ０ ０ ０ ０ 巾 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

雨

天

中

止

長　　　　　沢 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ６ ２ １ ４ ０

三　　軒　　屋 ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２

清　　　　　里 ５ ５ ０ ２ １ １ １ １ １ ０ ５ ４

野　　辺　　山 ８ ７ ３ ３ ２ １ ３ ７ ４ ５ １ ９

市　　　　　場 11 11 ４ ２ １ ４ ３ ０ １ ３ １ １

海　　ノ　　ロ 20 17 ７ ６ ４ 10 12 ４ １ 14 10 ６

松　　原　　湖 31 32 17 16 20 45 22 11 13 36 25 42

小　　　　　海 499 452 521 535 543 533 538 535 487 446 497 516

在籍者数(人) 611 555 591 609 624 636 627 603 549 555 584 617 -

不参加者数(人) 37 30 39 45 50 42 46 39 40 50 43 37 -

参加者数(人) 574 525 552 564 574 594 581 564 509 505 543 580 -

参　加　率(％) 93.9 94.6 93.4 92.6 92.0 93.4 92,7 93.5 92.7 91.0 92.7 94.0 -

到　達　率(％) 86.9 86.1 94.4 94.9 94.6 89.7 92.6 94.9 95,7 88,3 91.5 89.0 -

総走行距離(km) 23,354 21,302 22,642 23,129 23,501 24,212 23,697 22,936 20,711 20,479 22,013 23､450 -

平均距離(km) 40.7 40.6 41.0 41.0 40.9 40.8 40.8 40,7 40.7 40.6 40.5 40.4 -

実施距離(km) 42.0 42.0 42.0 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41.5 41,5 -
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各地到着者数の記録(女子)

ﾀ ﾞ

．

年　　　　　度 平成３ 平成４ 平成５ 平成６ 平成７ 平成８ 平成９ 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14

回　　　　　数 第65回 第66回 第67回 第68回 第69回 第70回 第71回 第72回 第73回 第74回 第75回 第76回

須　　玉　　小 ０ ０ ０ ０ 巾　０（3）0 巾　０ ０ ０ ０ ０ -

津　　　　　金 １ １ ０ ０ １ ４ ６ ６ １ ０ １ １

三　　軒　　屋 ４ ０ ２ ２ ３ ５ ２ ２ １ ３ ０ ０

清　　　　里 Ｈ ０ １ 12 ８ 14 ７ 10 ８ 15 ７ ４

野　　辺　　山 79 ６ １ ０ 13 ５ 11 15 19 10 20 ７

市　　　　　場 64 10 ９ ０ 14 19 14 15 26 21 ９ ０

海　　ノ　　ロ 12 68 61 83 61 71 70 64 59 43 66 70

松　　原　　湖 55 151 70 53 36 52 56 54 57 48 45 47

小　　　　　海 318 281 360 243 335 291 285 304 324 353 332 306

在籍者数(人) 569 546 532 522 499 494 488 493 516 509 493 447

不参加者数(人) 25 29 28 25 27 30 36 23 21 16 13 12

参加者数(人) 544 517 504 497 472 464 452 470 495 693 480 435

参　加　率(％) 95.6 94.7 94.7 95.2 94.6 93.9 92.6 95.3 95.9 96.9 97.4 97.3

到　達　率(％) 58.5 54.4 71.4 48.9 71､0 62.7 63.1 64,7 65.5 71,6 69.2 70.3

総走行距離(km) 21,602 22,214 22,054 21,351 20,005 19,138 19,548 20,333 21,595 21,737 21,153 18,639

平均距離(km) 39.7 43.0 43.8 43.0 42.4 41.2 43.2 43.3 46.6 44.1 44.1 42.8

実施距離(km) 46.0 46.0 46.0 46.0 45.8 45.8 47.4 47.4 47.4 47.4 47.4 45.5

年　　　　　度 平成15 平成16 平成17 平成18

回　　　　　数 第77回 第78回 第79回 第80回

高　　　　　根 20 342 ６ ４

若　　　　　林 ４ 65 10 ０

大　　　　　泉 26 ０ ０ ５

ま　　き　　ば 29 ０ 15 ５

清　　　　　里 14 ０ ４ ５

野　　辺　　山 347 369 368

在籍者数(人) 456 438 437 411

不参加者数(人) 16 26 26 19

参加者数(人) 440 412 409 392

参　加　率(％) 96.5 94.1 93.6 95.4

到　達　率(％) 78.9 00.0 90､2 93､9

総走行距離(km) 12,441 4634.5 11,954 11,491

平均距離(km) 28.3 11.2 29.2 29.3

実施距離(km) 31.0 32.8 32.8 30,3
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〈表２〉

小諸方面37回参加率及び野辺山終点４回参加率の変遷

　　　(%)〇
只
）
ｇ
）

Ｏ
Ｑ
）
Ｑ
）

１

４
９
」
Ｏ
（
｛
｝

Ｑ
）
ｑ
）
（
‥
）
）
只
）

86

84

82

i……………………………………L｣…………………　･･･････････････ ････|---･-----･----

｜

|……………………………………………………………………………………………

４０　４２　４４　４６　４８　５０　５２　５４　５６　５８　６０　６２　６４　６６　６８　７０

　【解説】●女子46回・51回は中止
　　　　　●男子平均:96.9％　　女子平均:93.7％

　　　　　●男子73回(98.7％.)女子75回(97.4％)が過去最高参加率

　　　　　●第78回は、雨天途中中止

小諸方面３７回最終地点及び野辺山終点４回最終地点到達率の変遷
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【解説】●女子46回・51回は中止

　　　　●男子は52回から60回にかけてほとんど60％以上の到着率であったが、ここ10年間以上50％にも達せ

　　　　　ず低下減少が続いている。平均すると参加者の37.9％が終点小諸に到着したことになる。

　　　　●女子は42km前後で実施していた頃には90％以上の到達率であったが、65回以後距離が延びたため低下

　　　　　した。しかし、ここ７年間はコースに慣れてきたため60％以上の到達率に回復した。

　　　　●第73回以降のコースの距離は男子105.3km、女子47.4km。

　　　　●第77回より距離が短縮されたが、高根からまきば公園まで上り坂が続くために生徒にはきついコース

　　　　　となっている。

　　　　●第78回は、雨天途中中止のため、最終地点到達者なし。

小諸方面37回平均走行距離及び野辺山終点４回平均走行距離の変遷

　　　(km)100

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４
３
２
１

４０　４２　４４　４６　４８　５０　５２　５４　５６　５８　６０　６２　６４　６６　６８　７０　７２　７４　７６　７８　８０（回数）

【解説】●女子46回・51回は中止、44回は野辺山にて雨天中止。

　　　　●男子は52回から58回にかけてほとんど平均90kmを越えた。

　　　　●女子は65回以降到着率は低下したが、距離が延びたため平均距離は反対に延びている。

　　　　●第78回は、雨天途中中止のため、最終地点到達者なし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－64－
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〈表３〉
山梨県立甲府第一高等学校強行遠足年表

f.

＊参加者数は全日制･定時制･通信制各男女の合計

コース 年度 回数 参加者数 制限時間 実施期日 特　　　　記　　　　事　　　　項　’

※
①
大正13

(1924)
１ 不　明

男子:12時間

女子:不参加
11/3

最高到達地一上野原駅（70.0km）14人
※①差出の磯･御嶽金桜神社一新府城･東京本面から各自コー
　　スを選び実施

※②

大正14

(1925)
２ 不　明

男子:24時間

女子:不参加
11/4

最高到達地一松本（120.4km）到着者数不明
24時間制で実施
※②松本方面ヘコース変更

大正15

(1926)
３ 588人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一松本（120.4km）14人　　　　　　　　，

※
③

昭和2

(1927)
４ 666人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一木曽福島（158.0km）3人

※③木曽福島方面ヘコース変更

昭和3

(1928)
５ 786人

男子:24時間

女子:不参加
11/5～6 最高到達地一費川（124.0km）3人

信

濃

大

町

方

面

昭和4

(1929)
６ 858人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一豊科（128.9km）2人

昭和5

(1930)
７ 853人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5

最高到達地一松本(120.4km)5人
●実施要項初めて作成される
●最優秀者に金メダル授与

昭和6

(1931)
８ 859人

男子:24時間

女子:不参加
1 1/4～5 最高到達地一有明（135.9km）1人

昭和7

(1932)
９ 859人

男子:24時間
女子:不参加

11/4～5 降雨のため先頭上諏訪にて中止

昭和8

(1933)
10 892人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一有明（135.9km）1人

昭和9

(1934)
１１ 875人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一梓橋（122.7km）2人

昭和10

(1935)
12 891人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一合染（140.4km）1人

昭和11

(1936)
１３ 890人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一有明（135.9km）1人

昭和12

(1937)
14 890人

男子:24時間

女子:不参加
11/5～6 降雨のため先頭辰野にて中止

辰野到着　7人(86.0km)
昭和13

(1938)
１５ 871人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一豊科（128.9km）1人

昭和14

(1939)
16 914人

男子:24時間
女子:不参加

11/4～5 最高到達地一豊科（128.9km）2人

昭和15

(1940)
１７ 936人

男子:24時間

女子:不参加
1 1/13～14 降雨のため先頭松本にて中止

松本到着　59人(117.5km)
昭和16

(1941)
18 1,046人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一有明（135.9km）2人

昭和17

(1942)
19 1,184人

男子:24時間
女子:不参加

11/4～5 最高到達地一有明（133.7km）2人

昭和18

(1943)
20 1,255人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5

最高到達地一松川（141.3km）2人
●強行遠足20周年記念行事
●記録映画撮影､厚生省関係者来校

昭和19

(1944)
２１ 685人

男子:24時間

女子:不参加
1 1/4～5 戦時中につき、１・２年のみ小野まで実施

小野到着　111人(91.7km)
昭和20

(1945) 大東亜戦争終戦につき中止

昭和21

(1946)
２２ 1,743人

男子:24時間

女子:不参加
10/29～30 最高到達地一穂高（131.5km）4人

昭和22

(1947)
23 1,429人

男子:24時間

女子:不参加
11/4～5 最高到達地一松川（141.3km）2人

昭和23

(1948)
24 1,160人

男子:24時間

女子:不参加
10/29～30 最高到達地一松川（141.3km）1人

●併設中学と新制高校合同参加のもとに実施される
昭和24

(1949)
25 1,240人

男子:24時間

女子:不参加
10/26～27 最高到達地一信濃大町（152.6km）1人

●当固より定時制生徒希望者89人参加

65
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コース 年度 回数 参加者数 制限時間 実施期日 特　　　　記　　　　事　　　　項

信

濃

大

町

方

面

昭和25

(1950)
26 1,548人

男子:12時間

女子:6時間
10/31～11/1

男子：最高到達地一信濃大町（152.6km）1人
女子：学校から穴山（距離不明）104人参加
●当固から女子が参加する
●創立70周年記念記録映画撮影

昭和26

(1951)
27 1,657人

男子:24時間

女子:8時間
10/25～26

男子：最高到達地一木崎（156.9km）1人

女子：学校から台ケ原（28.6km）206人到着

昭和27

(1952)
28 1,638人

男子:24時間

女子:8時間
10/25～26

男子：最高到遠地一松川（141.1km）2人

女子：学校から日野春（距離不明）338人到着

昭和28

(1953)
29 1,555人

男子:24時間

女子:8時間
10/25～26

男子：最高到達地一信濃大町（152.6km）1人
女子：学校から日野春（距離不明）到着者数不明　，

昭和29

(1954)
30

1,206人

※④
男子のみ

男子:24時間

女子:8時間
10/25～26

男子：降雨のため先頭川岸（76.6km）で中止　川岸到着　3人

女子：学校から日野春（距離不明）　314人到着

※④　女子参加者数不明

昭和30

(1955)
３１ 1,322人

男子:24時間

女子:　8時間
10/25～26

男子：降雨のため先頭岡谷(77.5km)で中止　岡谷到着　6人

女子：学校から富士見(45.2km)132人到着

昭和31

(1956)
32 1,421人

男子:24時間

女子:8時間
10/25～26

男子：最高到達地一松川（142.8km）1人

女子：学校から富士見（45.2km）182人到着

昭和32

(1957)
33 1,437人

男子:24時間

女子:8時間
10/14～15

男子：最高到達地一策場(167.1km)1人
【当ユースの最高記録となる】
女子：学校から富士見(45,2km)86人到着

昭和33
(1958)

34 1,494人
男子:24時間

女子:8時間
10/29～30

男子：最高到達地一木崎(160.2km)1人

女子：学校から富士見(45.2km)156人到着

●記録映画｢若き脚の記録｣を撮影

昭和34

(1959)
伊勢湾台風による道路欠損多く中止

昭和35

(1960)
35 1,507人

男子:24時間

女子:8時間
10/28～29

男子：最高到達地一信濃大町（152.6km）1人

女子：学校から富士見（45.2km）96人到着

●創立80周年記念行事の一環として実施される

昭和36

(196D
36 1,378人

男子:24時間

女子:8時間
10/19～20

男子：最高到遠地一信濃大町（152.6km）1人

女子：学校から富士見（45.2km）126人到着

昭和37

(1962)
37 1,403人

男子:15時間

女子:7時間
10/16～17

男子：終点松原湖（66.0km）267人到着

女子：箕輪新町から松原湖（38.0km）14人到着

●佐久往還コースに変更

小

諸

方

面

八終
点
地

制
Ｗ

昭和38

(1963)
38 1,576人

男子:17時間

女子:5時間
10/10～11

男子：終点中込（87､Okm）72人到着

女子：箕輪新町から海ノロく32.0km）18人到着

昭和39

(1964)
39 1,787人

男子:17時間

女子:5時間
9/30～10/1

男子：終点中込（87,0km）127人到着

女子：若神子から野辺山（26.0km）146人到着

昭和40

(1965)
40 1,959人

男子:20時間

女子:5時間
10/15～16

男子：終点小諸（100.0km）235人到着

女子：三軒屋から小海（32.0km）146人到着

●創立85周年記念行事として実施

　記念記録映画撮影

●スタジオ102出演

昭和41

(1966)
41 1,810人

男子:20時間

女子:5時間
10/17～18

男子：終点小諸（103.0km）170人到着

女子：三軒屋から小海（33,0km）253人到着

●水道道､敷島金属､ガソリンスタンドコース採用

昭和42

(1967)
42 1,796人

男子:20時間

女子:5時間
10/16～17

男子：終点小諸（102.1km）191人到着

女子：三軒屋から小海（33､Okm）272人到着

昭和43

(1968)
43 1,564人

男子:20時間
女子:5時間

10/7～8

男子：終点小諸（102.1km）188人到着

女子：三軒屋から小海（33.0km）276人到着

●二校選抜

●女子学年別ユニフォーム着用

昭和44

(1969)
44 1,439人

男子:20時間

女子:5時間
10/7～8

男子：終点小諸（102.0km）163人到着

女子：降雨のため野辺山で中止

昭和45

(1970)
45 1,352人

男子:20時間

女子:5時間
10/6～7

男子：終点小諸（103.0km）213人到着

女子：三軒屋から小海（33.0km）310人到着

●創立90周年記念行事

－66－
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コース 年度 回数 参加者数 制限時間 実施期日 特　　　　記　　　　事　　　　項

小

諸

方

面

へ
終
点
地
制Ｗ

昭和46

(197D
46
　911人

男子のみ

男子:21時間

女子:5時間
10/13～14

男子：終点小諸（103.0km）21人到着降雨のため途中中止

女子：雨天中止

●小諸コース10周年

●定時制生徒最後の参加

●男子反射テープ使用

●団体乗車方式採用

昭和47

(1972)
47 1,304人

男子:21時間

女子:6時間
10/17～18

男子：終点小諸（107.1km）219人到着

女子：高根束小から海ノロ（32.0km）412人到着

●松原湖迂回､原ロータリー､上の山コース採用

●ＮＨＫカメラリポート取材　　　　　　　　　　　　　，

昭和48

(1973)
48 1,290人

男子:21時間

女子:6時間
1 0/1 7～18 男子：終点小諸（106.0km）306人到着

女子：高根東小から海ノロ（32.0km）417人到着

昭和49

(1974)
49 1,320人

男子:21時間

女子:6時間
10/16～17

男子：終点小諸（105.0km）404人到着

女子：高根東小から海ノロ（32.0km）446人到着

●現在と同型の検印カード採用

昭和50

(1975)
50 1,347人

男子:21時間

女子:8時間
10/14～15

男子：終点小諸(105.0km)455人到着
女子：高根東小から小海(42.0km)447人到着

●創立95周年
●三枚選抜

●記録映画｢今青春を行く｣(YBS16ミリ50分カラー)制作

●ＮＨＫ同行取材｢よ－いどん｣

昭和51

(1976)
51
　800人

男子のみ

男子:21時間

女子:8時間
1 0/1 3～14

男子：終点小諸（105.0km）347人到着

女子：雨天中止

昭和52

(1977)
52 1,334人

男子:21時間

女子:8時間 10/5～6

男子：終点小諸（105.0km）436人到着

女子：高根東小から小海（42.0km）293人到着

●四校選抜

昭和53

(1978)
53 1,248人

男子:21時間

女子:8時間
10/3～4

男子：終点小諸(105.0km)438人到着

女子：高根束小から小海(42.0km)499人到着

●須玉バイパス使用

●ＮＨＫ新目本紀行r八ケ岳青春譜』放映

昭和54

(1979)
54 １,１５７人

男子:21時間

女子:8時間
10/3～4

男子：終点小諸（105.0km）378人到着

女子：高根束小から小海（42.0km）452人到着

●安全運転依頼標識作製

●「フォト」「週刊サンケイ」記者同行取材

昭和55

(1980)
55 1,191人

男子:21時間

女子:8時間
10/1～2

男子：終点小諸（105.0km）442人到着
女子：高根東小から小海（42.0km）521人到着

●創立100周年記念行事　　男女で好記録続出

昭和56

(1981)
56 1,173人

男子:21時間

女子:8時間
10/6～7

男子：終点小諸(101.0km)394人到着
女子：高根東小から小海(41.5km)535人到着
●佐久往還20周年記念行事
●反射タスキ使用(男子)

昭和57

(1982)
57 1,173人

男子:21時間

女子:8時間
10/6～7

男子：終点小諸(101.0km)415人到着

女子：高根東小から小海(41.5km)543人到着

●テレビ朝日｢モーニングショー｣で全国に放映

昭和58

(1983)
58 1,196人

男子:21時間

女子:8時間
10/5～6

男子：終点小諸（101.0km）414人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）533人到着

●五校選抜

昭和59

(1984)
59 1,191人

男子:21時間

女子:8時間
10/4～5

男子：終点小諸（101.0km）342人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）538人到着

●小諸終点20周年記念

●女子松原湖～小海関新コース

昭和60

(1985)
60 1,148人

男子:21時間

女子:8時間
10/2～3

男子：終点小諸（101.5km）391人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）535人到着

●創立105周年･強行遠足60回記念

●女子高根東小～長沢間新コース

昭和61
(1986)

61 1,055人
男子:21時間

女子:8時間 11/4～5

男子：終点小諸（101.7km）281人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）487人到着

●かいじ国体のため11月実施

昭和62

(1987)
62 1,044人

男子:21時間30分

女子:8時間
10/7～8

男子：終点小諸（102.0km）295人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）446人到着

●研数学館の記者同行取材
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コース 年度 回数 参加者数 制限時間 実施期日 特　　　　記　　　　事　　　　項

小

諸

方

面

へ
終
点
地
制Ｗ

昭和63

(1988)
63 1,084人

男子:21時間30分

女子:　8時間
10/6～7

男子：終点小諸（102.0km）272人到着

女子：高根東小から小海（41.5km）497人到着.

●雨天のため１日順延

●女子出発時刻を１時間繰り下げる

平成元

(1989)
64 1,140人

男子:21時間30分

女子:8時間
9/27～28

男子：終点小請(102.0km)292人到着

女子：高根東小から小海(4L5km)516人到着

●TBSテレビ｢ギミアブレイク｣取材

●ＮＨＫ教育｢青春スクランブル｣取材

平成2

(1990)

雨天中止

●創立110周年

平成3

(199D
65 1,085人

男子:21時間30分

女子:8時間10分
10/2～3

男子：終点小諸（103.6km）257人到着　　　‘

女子：須玉小から小海（46､Okm）318人到着

●若神子～三軒風間新コース

●女子出発地を須玉小に変更

平成4

(1992)
66 1,038人

男子:21時間30分

女子:8時間40分
10/13～14

男子：終点小諸（103.6km）220人到着

女子：須玉小から小海（46.0km）281人到着

●北見北斗高校との交流開始､代表４人参加

平成5

(1993)
67 999人

男子:21時間30分

女子:8時間40分
10/6～7

男子：終点小諸（103.6km）237人到着

女子：須玉小から小海（46.0km）360人到着

平成6

(1994)
68 964人

男子:21時間30分

女子:8時間40分
10/4～5

男子：終点小請（103.6km）197人到着

女子：須玉小から小海（46.0km）343人到着

平成7

(1995)
69 928人

男子:21時間30分

女子:　8時間40分
10/3～4

男子：終点小諸（103.3km）148人到着

女子：須玉小から小海（45.8km）335人到着

●創立115周年記念

●北見北斗高校代表４人参加

平成8

(1996)
70 916人

男子:21時間30分

女子:8時間40分
10/1～3

男子：終点小諸（103.3km）124人到着

女子：須玉小から小海（45.8km）291人到着

●北見北斗高校強行遠足へ本校代表４人参加

平成9

(1997)
71 908人

男子:21時間50分
女子:　9時間

10/1～2

男子：終点小諸（105km）164人到着

女子：須玉小から小海（47.4km）284人到着

●津金～三軒屋間一部変更

●コース上で下水道工事が多く行われだす

平成10

(1998)
72 922人

男子:21時間50分

女子:9時間
10/6～7

男子：終点小諸(105km)156人到着

女子：須玉小から小海(47.4km)304人到着

●北見北斗高校代表４人参加

●YBSテレビ｢永六輔：小海線ロマン紀行｣

平成11

(1999)
73 963人

男子:21時間50分

女子:9時間
10/5～6

男子：終点小諸（105.3km）174人到着

女子：須玉小から小海（47.4km）324人到着

●男子コース一部変更､韮崎～若神子間

●男子参加率､過去最高98.7％

平成12

(2000) 74 961人
男子:21時間50分

女子:9時間
10/3～4

男子：終点小諸（105.3km）162人到着
女子：須玉小から小海（47.4km）353人到着

●創立120周年､北見北斗高校代表４人参加
●PTA保体専門委員会で心肺蘇生法講習会実施

平成13

(2001)
75 962人

男子:21時間50分

女子:9時間
10/3～4

男子：終点小諸(105.3km)186人到着

女子：須玉小から小海(47.4km)331人到着

●男子コース救護検印所変更(岩村田)

●女子参加率､過去最高97.4％

平成14

(2002)
76 900人

男子:21時間50分

女子:9時間
10/2～3

男子：終点小諸（103.4km）221人到着

女子：須玉小から小海（45.5km）306人到着

野
辺
山
方
面

心
終
点
地
制心

平成15

(2003)
77 886人

男子:11時間

女子:　7時間
10/2

男子：終点野辺山（53.7km）318人到着

女子：須玉町穂足グランドから野辺山（31.0km）347人到着

●男子コース学校～野辺山､女子コース須玉～野辺山に変更

平成16

(2004)
78 886人

男子:11時間

女子:7時間30分
10/5

雨天途中中止

●コース一部変更、清里～野辺山間

平成17

(2005)
79 831人

男子:11時間

女子:7時間30分
9/25

男子：終点野辺山（54.2km）304人到着

女子：須玉小から野辺山（30.8km）369人到着

●北見北斗高校､強行遠足へ本校代表４人参加

平成18

(2006)
８０ 798人

男子:H時間

女子:7時間30分
10/15

男子：終点野辺山（55.4km）320人到着

女子：須玉小から野辺山（30.3km）392人到着

●北見北斗高校代表４人参加
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本校に於ける強行遠足の意義と其の責際(抜粋)

｢山梨県立甲府中學校｣昭和12年12月20日発行

注：原文を写真製版しているため旧漢字及び旧かなづかいである。

　昭和初年､強行遠足はすでに組織的な計画のもとに実施され､綿密な統計がまとめられるように

なっており、問い合わせも増えてきた。昭和10年(1935)、東京で世界教育大会が開催されること

となり、隈部以忠校長の発案で、強行遠足の沿革と統計とを英文で印刷､配布しようとしてまとめ

られたのが、この『本校に於ける強行遠足の意義と其の実際』である。が､英訳、刊行に至らず、職

員室の戸棚にしまわれたままになっていた。 12年(1937)、大野芳麿校長の手により出版、公表さ

れて以来、日本一の行事として一躍有名になり、全国から教育関係者ばかりでなく、医学・体育学

の分野の専門家の視察・研究が増えた。強行遠足草創期の理念を知ることのできる貴重な資料であ

り、83年を経て今なお続いている強行遠足の原点であると考え、ここに翻刻した。
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　　和ヽＱｊ包＋旧盆巨沁ｺﾞ忍廸jヽQ°栢２盆改削がjjべJ’1鯛毎日÷Ｚｔ巨２ﾔヽQ･J･j’㈲jりJ4･

　　eE邸Ｑ盆巨包玲拓植盆･､JﾔヽＱヽハＪ°

　　Ｅ２ヽｊｅ冷拓植盆Ｅ刺丿賀い包″々ｅ寥廓列な吠値悠司唄μμヽなり彊tM一郎÷含迦ざyJ 4･9ヽ?ヽ

　　μ政’佃琢ｅ箆憲盆巨資ｅｌ琢４そMJ’ヽJQ植盆£刺別l価くﾔヽＱｅ卿僑旧勁恥司μ!･乙ｏ

亙’4ヽ蓼Ξ;垣刈随にﾔヽQヽ･jyJ°

g’柘囮釧泰司!2属い包蔵２１聡Ｑ客栢､一葦が噸妬心･e咽Ｑ倅栢如4か：リyS､辱我津紗ヽてぬ･ハJ°

　　　　　　　　匝’昧川西司頌

　扮１互９謐味か肩9目匪式部tj丑司く諧和鮮ヨ肱Ｑ脱刎’殴φ蝸可ﾐ邸泰司い･倅μＪｙμｅ一端泄ｅ

図・Ｐ４ヽＱＳ″峰Ｚ回碩ゴ城牒佃咽Ｑ賀２’§Ξ知加迦源寂l’鴎ｂ豚毫砥厚婁傾城恕味ｉ回咽･ヽ２雄

松sJJ円忿丿巾Ｑμ゜

　松こヽJe5Lにか･nJ’咽に傾城２芯丿巾佃琢tドいぺ･ｅ斌刺都制活波j）’4･e誤側恕琳心ヽ･必泌ｇ

２ならいJ’か･Ｊμ城・ｅ或２挺むふご固や暦い勁4刎邱恕喊ｅ蛋郭沁Ｑ･こいJひ．゛穿ヽ･･哺睡賜詐丿

司ヽ９ｺﾞ､・ヽJQ葡訟回廊搦２鼎薇Ｊ享ならｅぶ’ドく回腸瓜ｅ反ヽべ9ひo孝２;パ｀ヽμ゜ＥＱ円居圖巨４

り恕肱諧･jl別剔互ｊ４ヽＱ岬同憂綻鈴ΞなぐΞ旨頑ｅ領域μtヽ函始二）湖心’縁沓砥孝奮ぐｅ傾一如能-==4

Jμo

　砺21･脊側殴4ヽ滅÷川匪咽に磯城ｅ尨２･吋くΞ噛に自恕準ｕ回I苓２噸kぺさ乙゜

　司皆Ｑ倅属２･パ｀ヽﾄJ4簑泌姪jμ四刎排卵!砿ﾔヽ削減孫唄Ｑ反享2jく叫eヽQぶ気嚢岱かQw叫ぺ゜

　ミ､･円回脊餌澗ニハJ’扁濤如細則Jに､･丑心外車円’昶揖祠’濡薦訟參祠分２７心師･いJ拓いjヽこ

Ｑ防か6ヽ.’4･e妬海２加齢恥呉ゲ遡裾を＝Ｑ剔巫ぶ=□Ｑ孝心がｙμＱＰ４ヽＱ°

　　　　　　　岡’祐ｅ＝ｅ擲凶

　Ｋ塙器ｅ昶ま瀕と）Hく鍼医ｅ収侭２･パ｀ヽｙ乙べ､､／÷１一匹＝２遜にyJ兇裂和ヽiいJ’歯痛･･4禰但μ

川＝ｅ恒邸謐扮咄咄匯QO

　細叙以ＱＳＬμさＱ･､）’似図汝宰Ｑ郭が毫裾略訟訟応Ｑ忿怒翠:脳波２癌９ｏ÷ｉ盆分５２一菜磁器
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迦２岬W､－－ぐ柵瓢嶼獅そj）－’紘徊4今収６￥ヽ恥璋7ヽ4剖皆ｅ堰DI陥’糾刹頒々μＱ似崔Ｕ鋒ぐ　　ｊ

端端こヽe5く3=り･伶’謳Ｑ哨こ､゜

　転１叙２-収吽丿防裂ｅな喘２蕪命令ヽＱ＾転回堰tj匿＝冷拓鯵盆－･宦sヽがｰヽ､･剛戻堰’織:ヽ･塹が似’

ＦＱこ･激べ’飛－24･嶮硲脊ｅＭ寧拓列?く･なQ ･yJ’々4~いいいい･-2rく４Ｑ沓41Ξ､こ･ヽがJ頌Ｑひ44~ヽ

公咀::4㈲sヽΞｮ:剛漱聊-べ2佃濯ｅ霖’斡喊両eiリりぶぐ躯遡｛mii脊ｅＥ搦’かrヽjぷ雛絢ヽ恥ΞかJ’

ヽJ胴く躊一芸聡仕!畷ぶ略奪扮Ｑ’堰ご=康t!≒今咄４･厚:こぶ尼く’--5･Jだ）μ聡４一朗端・ｅｙﾛ=抑弛

Ｑヽ､／刑Ｑ’硲忌引1･泌想IMe胆ｅ丑･２価鳶恥丿徊ＱｈＱＱ°

　１盆巨哉2J巾’嘔証ﾄ･-yrヽヽ怒揃塩4･図ｓヽ’旧盆２想姉匯略帽知Q’ ･Je巨t!胆ｅ昏､恥’喇裴ﾐ:e

蓼ヽ恥・４ぺ｀ヽ･･ヽ’倅24ｺΞり;!ｅ昿乙恰4･差沁ﾄ･傾ゐet!’庶側想綴叶ド･p’祁瞑想Tｪj判彩.簑4べ｀ヽヽ･t4j°

娘剔屯羽薦防ｅ琳哨気節ﾄむ2ΞﾐＱ４ヽ４･Ｑ５２ｔ!’似想否tヽい’垢彗２姉赤池渚Ｑ°堰崔￥RIぶ､gヽ’侭

礎?J石;め齢加ヽ靭:牙t哨ﾄ心パこきこ､な1t2°心ヽべJ･Je娠以ざ認瞬ｅΞ壇４･’柿くハ以訪呻師’瓶４い･ヽ

むＱＯ

　炭価１皆漸ｅ佃十圖姫略ｅ妬tj気心″掲２誉卜ヽ０ヽＫｅ姫迪･ヽ恥蓉k･’妬:想く刎駈ｅ軟球4･恢ヽがJ’

堰以皆Ｑ卵刎t!乙９、／返乙’･JQ並一如jヽ畑t!-6－;こj･cヽ嘔･pl剛貳μj･Q礎Ｕ°
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　冷笑4ﾐ砦寞々噸k,’怯１拠一司漑坦瘍藍胞ﾐ２原拠令ヽＱ’巨･･りこきヽ･堰理契一面膏‘yパヽべい刈S:廟堂･p

鮮ムがJ懲写μ･0胴喋ヽ恥ヨい匿弓ぐy頑Ｑ’泄丿巾喇:叩1冷e11以司t映ツ･yJ ･･ぬヽJe珊2tj保Ｑ°

　既坦覗猛･Ｇ刎底ｅ柵原怒張豪気篇布令ヽＱ’範ムje蛎蜘4･脈管祠Ｍ汐ytヽ鯛り隨跡陪卵割２怒

味いjG4こき乙ｏ＝怒有刺Ξｅ珊２豪ヽべ52;おいJ’廻陽･2｛衆知怒’ト既均’匿吻噸昏･な翠Ｑ郵気哨

ヽべjQ°範丿堰理副訃o郵ざ･J砥皆ｅ旨ｅｇ２怒祗怒ひ乙゜

　Ｋ溜Ξ２弛＝t贈畑中’昿と）裾ｅ嫌気匿絢函Ｑ一心怒£りいJ ･･p’鮮騨気唸口ＳＱヽ･馴む･がJ ･p’ 傾

ぬ石膏２ニペヽい･４’堰訳怒奪回ぐ応誉い卵広;;）e t!’拓佃2jt哺呟疹莱價忿気郎μ怒ＭＪＱＱ‘’範j）

ヽJ~ヽ口郭や呼応Ｑ･‘心いQE一剖諮零怒想凶丿巾吸ヽ/゜壮齢ヽJe忿ぶ城り中奪回（１０田’4:）宸:）2原Ｑ

邱気μ=1’べ÷娯りFベペｅμ゜

　垣屡々ヽ滋ｅ価！些ヽ･箔j）ジヽJ剔き寂ぶ侭’卵割ぶ郭汗昏ヽ２廓.誉ぐｅ÷Ｋ宸ぶ傾ゐ゜範ご）廓居附図

奇Ｇ匹ｇきj垢Ｑｅいtに･ジ｝Ξ恥詞く帯寄諧２肌理ぶ傾Ｓ副祚怒’域口堅刺ﾄぞ両ｅ郭電ｅ防御邱：ｐ４ヽＱ’

心な皆ｙ吽ｅ理さj孤肱まヽ祠yj巾ＱＱびμ’Ｑ･･ＪＪ÷□忿ヽ恥匹牟丿中頑ヽがＪＱＱＯ

　　　　　　　　べ’耀絣ぶ呉ヽぶ硲いJ

　ヽjQ暗に傾城奏･似湖」円斟J’云脊昏･＋川巨ｊ;ｊＱ°祢互２扁むＱ優諮ゼ函硲2i｝そ和ヽ気反､･洲脊･回

円Ｑ波ぶ冊丿巾ＱＱ°

　嘔扁t鴎閤聡､ハJ乙絹恥同引皿召剔沖いJ’やら翠む高価召訟駝･jj）円iレ咽ぃＱＪじヽJQ聡

ヽ･節ヽ一瓢なりQQ丑心聡､･陪こ孝司右副詞4くなりQ訟盾ｇ逐涯Ｑ姉分ヽＱ巾yJ刻F尨12ぷこバ巾毫ぃ’･Je

か･くＱ享帽ば知:g蓉刺凶二巾哲÷ぐひＱ邸偕~いべ｀哺1･奏･佃i咽分ヽＱ節気ΞΞ毫ＵＯ

　榔和む「１＝吝聡刈取Ｑ節怒孝:御ぃ４掌ぃ･べj･乙」･にバ汗J畝織分ヽＱｏ彊怒延齢回狗漱’寥硲ｇ拘

庖如.sヽ咽､いJ儀遥気心ヽＱｉ･りiﾐ４ｇＳ’範二八jQ領域気辿諒迦Ｅ･以こパ巾’－孫口なり､μｓヽ’々創奏･

ヽj怒ふにこ心μ和気’欄刑十田巨奏咽丿巾’砦yJ銀扇許J心ヽ9ヽふ24乙ぺ遥かjヽ前峯丿埓J’兇ぷJ畝剔御

ｇｅ４･Ｃ Ｐｔ糾ち乙司にだ）ま４ヽこ･いJ胡ぺｏ

　伺４幽々tいJe順搦叔洲口徊いJ怒’鞍ｊ「願周､一考Jg如･」「居－碩肩当こ」･yJン絹布奏吻新二）

ぃＱＱ°印丿円な圖召還胴互ュド・､･.’喇訟争=耳宸:柘Ｑ但:円剔Ⅲ墓yJJﾄ･ＱＱ°

　刹膜口頭いJ’嶮ぎ圈芯ｇＱに咳ふ･二巾tμかjヽQ°嘔扁Q11==EI脈以お荊丿聡侭ge･妬祠ヽ恥丿埓Jむぶjヽ

Q°篠原4-篠々Fj怒退蔵２鼎呉jUj乙ヽハパ個丑･哨き忽:気瑠Cヽ4jぺjヽ丑-j==4分ヽ･GヽハJ’緋哺く々４恒心ﾄ哨ヽ

Ｑ°忿口昶禰Ｑ拓aｪ２か徊糾ﾄ祢逗2i=IいJ’硲謳Ｑ一泰気佃邱１ぐ々･々2-Qμ・祐Ｑ命孝条9S29ヽ

g･扁ＱＧ認豪奏･にが反掌ぷyJ純怒ｔＱ和口属ぃ怒’瑕徊Ｇ総恥に‘ヽＪ’乍池辺旅le前僻ぷーヽ忿･Q分

Ｑ基気こ､我津糾=･草7巾ＱＱ°訟ﾎﾞ如jヽ･･･p厩徊高雅嫁邱ｅ邸舶ぶ耳Ξﾐj）’ヽje遥＋函２垢新丿巾’扇凛

~恥斑報丿巾ＱＱ°
Ｕ気４ヽ佃一一痢娠ｅ戦雲ふ･巨ぺJ″こ々Ｑ屈Ｒ２始£）･旨G包細ぶロト”心ｅ詔捺印琢

Ｑ円に祠２昨J’扇凛ｅなり節奏･i分ヽ･（hJぢジ肩当・Ｑ牟ね･ぺこさこ巾ＱＱ°

　ヽＪＱ辱出i新聡､ぺこりJ’畝泄:御召ここき４ヽｋ･Ｑ辱聊栃如梁?巾ＱＱＱＦ･’ ･Ｊｅ畝織如丿怒或こ忿･（ｈ）

純ぺ゜
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　範二）家々ゼ･Je頌詞ｅ収蔵２寂ぃ一孝炉辺沁胆-6cヽ,峠ド･訟雷ｇ石器4･鋼溜和ヽ･ｏ-･Ｑ Ｆ･司ヽＱ°

　剛屡晦ﾋヽぃeヽJGバダに節怒’喇訟添こ以心仏･二巾喇ｉ萄翁Ｇ丑心覆面.かＪ剖或２こ?巾1,ﾀﾄJ和ヽ

Ｑ４ｅ汲々Ｑｅ怒尽侃’鋤乙訟雷同Ｑ翁・Q一馴逼気り’家べＱｚｌいJj巾ぶQ堅堰そ両Ｑ丑一剖ぞ汲葺

邨安怒之ぃにヽ･Ｑ４･明トパ厖お２迦ぐｇＱぃ４ＱｏΞ鈴一祐Ｑ収蔵Ｑ豺音２こいJ頌いJ明ＱＯ

　　　　　　　　Ｉ’｜･ｘΣ!ｊ,昶齢匈｜厦区外

　陛十川回Ｑ優諮かjヽ或QyJ豪雨･く喊･め回目十孤邨’卜くぞ寞！4］’FI=4哨’ＱＱｉ蚕屡と’ｉ城ＫＦ

川同4=4Ξ皆叔２ｉ＝２二巾珊気ヽ恥１蔵巨砂丿巾’侭哉ま４ヽＱｅぃそが）ヽje右刈ぶμ9Gヽ鋸草頌詞Q･

印ｅ早妬領ｇ２応:ゼ之司蛸副Ξ倆呉眺Ｊふ.!ひJ!j’喊２皺,べぬ顧緬知剔･ヽ倍F･4･jヽ･rヽo

　岬年１貳ｇ頌詞＝ｅ享りj）則終･咽肺!ＩＱ ･･ｅ 叫9ヽ剛峰tj’中刻峰靫－緩諭２曇胞いＪＱＱ°

　　　　　　　　||’命ｖ晦Ｑ啄世

　÷；=こ匝＝ｅヽＪｅ剔夕=＝ゼ寄年に笏丑ｅ邸･!･く忿曇りバこ吋囮拓恬Ｑ詞,り印雌IF2なhQyJ’踪Ｖ･･吋ヽJ2

叡和ヽＱ々∃μ吸収ＳヽＱ之ＱＯ

　こ蓉缶図硲辞汲加廸旧￥いJ’城ｅ雅歌4･和ヽＱ°訟減慌撚ド目1安固転転ぶ気刳J’ΞRヽ恥雅ぐＱ°

纒む＝聴４･唄ぐ鯛i糾汪t低L;々4･気心j公邸ﾖ）回誤りﾆ）ｅｉ晦居まｅ廓堡如奴則吽皆’咄咄ｅ蓼堡ゼ

召祓匯･Ｊぃヽj9馴彊＝２但:ﾌ巾にヽ.゜

　拡早寝曇２温和ヽＱ路徊’無ヽに司卵ｈＪｅ温廓’￥２温和ヽ一価領皆無ｙ笏２叡知ヽ司哨lg脚僑ｇｅ応

侭汲傾s･己ヽ之Ｑｅり司ヽＱＯ

　汲,べJ巾剥ぼに頌城鯛湖同居^無ヽハJ乙ぺ玲２囃ぃ低転ぶか似ｾﾞ領叫載倣りJ汲砦く摺41Jこり豪な゜ＯＱ

畝営汲･咲諮丿巾’謳皆ｅｌ咄暁ぶ回丿巾ｅ頌詞兎DJひＱｅ４=･惣丿円知加FJさjなに刎EQぺ゜

　　　　　　　　|||’霖盾斑概

　十E阻ト４聡む忿低転出が痢司斟かJぶ炳脊Ｑｅゼ鰹J･j=暗暗偕叫9が）ヽJt同同卯ΞE÷Ξ糾麗応

召:和ヽ２む低徊;か剣凸帽が畷嘔J4･諒和ヽＱ°嘔許ｮ冷袋ｙｅ ?Ｊａ･ヽべヽJ楳Ｒり袋ｙｅｐ４Ｑ°

　恢々4j剛散布Ｕ顛ｅ之’載鰍4･ぞいJ暇歴年E4･∃Ξ刺Ｊμ１皆ｅ堰呪4･十顧歪り,･無刈ぽたりt!嘔拓

諧ヽ恥にヽ･感堅ｅ４Ｑ怒函ト･Ｊり’堀μ２似吻4･iSヽ以丿乙慌２怒こ,気ｇ°

　ぞ哩拡２超今JヽひJJ円眉Se弛城令旨Ｊが　１郎ｅ悩垢々２佃Ｑ盆’駅1々邸ｅ屁,め妬喘底4･塑Ｑ°

悩皆ｅＥと迂4ヽ’価皆ｅ似嘸む々ｅぼ側２加匯Ｑ°範丿価皆ｅ領喊怒ぞＪ祠聊ぐｇ°啄函ｅ靭Ｒ４･斑

忿ぃ’萌トＭＪｎ－ＵｪI班忿円釦り回心゜ヽJe溜涙Ｇ惣領’汝両K･郭ｅ套～’4･之怒剔組唄砂２砿曇

函餌和侈丿司ヽφ･n気゜

　-Ξ居冊訟珊咄怒’刺裂ｅ丑一部Eμ唄464則廓ぞ２脚ヽ･回心に咳気’訟・司葵恣・９２壇忿ﾄ･Ｑな気ｅ

匍気胞ぶパ｀ヽμo

　忌nj昨即誤お匯’寂慨磁気堵ヽｅ気心:4こハ心瓜ぃ’堡絢２もＪ,･疆4〕聡明咄ﾄ･居･Q ･,J’気心ｭ函恕･9

ぃＪや叫豪気司ヽＱμ汲’閤豪胆ｚｌ収’Ｒ紘之必帥ぬ副溺qx4･瓢忿Ｑ諒・楳汲ﾖ:ﾄ･居心joヽJ之巾ヽy

感応:傾城ｅ応:e鉱寄一如月に4j斬乙廓s巾一司ヽｔｓ乙気°

　眠江呼一冊暦Ξ蕨返歌Ｈ耀陛川寄砂街路丑ｅ搾寄句作蜘ぃ冊聡岡寄砂洲徊登ヽJe感に領域２狗ぃ’嘔
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恣ｚヽヽ,／･Ｊぃ’μ･rヽyJぁり以外（川十日9）碩乙叫j°心EI城廓２ごヽバ「べ洲怒贋恣・トiヽQ」’･J°　　j
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江口俊博校長の紹介
加藤　忍

　大正12年６月27日、第10代甲府中学校長として着任されたのが、大島正健校長に次ぐ名校長といわれた

江口俊博校長である。江口校長は、一燈園の西田五香師の熱心な崇拝者であり、犬島正健校長同様の禁酒・

禁煙主義の人であった｡｢勤労教育｣を信条として自ら雑巾を握っては校内を隅から隅までピカピカに磨き1こ

げた｡夏休みには生徒数犬を連れて白根連山に煙った｡ところが山小屋はいっぱい。そこで生徒だけを無理や

り山小屋に押し込み、自分は松の枝を切り布団にして、外で一夜を明かしたという。このような勤労奉仕重

視の思想やその誠実な人柄で校内外の信望を集め、たちまち校風は一新されたという。

　また、全国に名高い｢強行遠足｣や校是となっている｢賛天地之化育｣・｢苛日新、目目新、又日新｣を創始さ

れた｡まさに、甲府一高魂・甲府一高精神の柱を築かれた名校長であった｡ここに、江口校長の言葉と、江口

校長と接しられた方々の手記を掲載しその精神を知るよすがとしたい。

■　略　歴

｜

｜

１８７３年（明治　６）｜

１９０１年(明治３４)

１９０４年'(明治３７)

１９０８年(明治４１)

１ ９ １６年(大正　５)

１９２０年(大正　９)

１９２３年(大正１２)

１９３２年(昭和　７)

１９４５年(昭和２０)

１９４６年(昭和２１)

－ － － - - － - － － … … …

‥ ‥ ‥ - － － ‥ － ‥ ‥ ‥. . . . . . . _ ＿ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

　 ㎜ ■ ㎜ 　 ■

｜

｜

｜

｜

｜

- 一 一

熊本県生まれ｡父は帝国陸軍軍人

東京帝国大学卒

新潟県立小千谷中学校長

広島県立忠海中学校長

長野県立長野中学校長

長野市市議会議員当選(校長職と兼務)

山梨県立甲府中学校長

退職され､東京市渋谷区伊達町十二の自宅に帰る

空襲により家屋焼失

小田原の宮崎家(愛娘美代子さんの婚家)に退く

夫人照子さん､愛娘美代子さんに看取られ逝去
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　　　　　　諸君勉強をして呉れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江口俊博

　諸君、何でもいいから勉強して呉れ､今一層勉強

し玉へ。自分から勉強しやうと言ふ気のない生徒

は、何と言ってもダメな生徒である。不屈な生徒と

迄は言い得ないかも知れないが、断じて頼もしい生

徒とは言はれない。出来ると出来ないとは別の事と

して、ドウソ勉強する気になって呉れ｡新校の玄関

の正面に掲げた文字、アレは゛天地の化育を賛ぐ｀と

読む。中庸の中にある句である。吾々が此の校舎で

学ぶ心持が､天地の化育を賛けやうと言ふ心であり

たいと思って、アノ句を掲げたのである。千年万年

世は幾たび変遷しても、学問する人の心は真にかく

あるべきだと思ふ。天地の心は育てる心、吾々は天

地の此の心に副うやうに心がけやうと言ふのであ

る。伸ばしてやらう、栄えさせやうと努力しやうと

言ふのである。伸ばし栄えさせるには、如何なる手

段をとるべきかを考究しやうと言ふのである。此の

心で人に接し、此の心で物を扱ふ時、人には親切に

なり物を大切にするやうになる。諸君、人間の持っ

てるものの中で、一番大切なものは命でないか。其

の大切な命を学問をする程の人が､粗末にして済む

か。怠けて暮し時間を粗末にする人は、明瞭に自分

の命を粗末にする人である。人間罪悪の根源を怠け

だと言ふのは尤もの事である。人間は悉く出世する

とは限らぬ、悉くが金持になれるものではない、悉

くが学者にはなれない。けれども一人残らず働く

人になる事は出来る。一人でも怠けものになること

は残念な事である。物を大切にし人に親切にし、勉

め励みて其の天分を発揮しやうと骨を折る心が､天

地の化育を賛くる心で、此の心のある人が人間の貴

さを持つ人である。所謂成功者計りが偉い人では無

い。自分が一人居なければ天地の進化発展が停頓す

ると言ふ自覚の持てる人は、悉く偉い人である。人

は誰しも此の意味の偉い人にならうと心掛くべきで

ある。諸君、勉強し玉へ､勉強しなければ偉い人に

なれる見込はない。

　　　　　『校友会誌　第59号』(昭和４年３月)所収

１

　　　　　　江□先生と強行遠足

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織田武

　秋が醒ると共に、どこの学校でも運動会が催さ

れ､父兄も参加して秋の陽を浴びながら、心ゆくぽ

かり手足を伸ばして跳ね歩くのは､健康的分はた目

にも微笑ましい光景である。

　秋の催物として運動会と並んで強歩大会とか剛健

遠足とか、または強行遠足などと銘打って、歩く行

事がしきりに行われているのは、山梨県の一つの特

色だろう。よその県の学校では、脚を鍛えるべく、

これほど力瘤を入れようとはしない｡本県では高等

学校はむろん、中学校でも強歩大会を行っている学

校が少くない｡戦前には､今の山梨大学の前身の山

梨高等工業学校では､沿線の中央線に沿って東京方

面に向って歩き、文部省の玄関をゴールとして歩み

続けたものだから、さすが帝都人士もどぎもを抜か

れたものであったが､その山梨高等工業学校の健脚

者は、甲府中学で5ケ年間鍛練した猛者であること

に不思議はない。

　甲府中学が大正13年の11月３月の明治節に、体

育行事を行うべしとの文部省の命令に従い、「強行

遠足」を計画したのは、時の校長江口俊博先生であ

った。一昼夜を歩き続けたら、人間はどのくらい歩

けるものだろうか｡歩き続けることによって不挑不

屈の根性を植えつけたいーこれが江口先生のねらい

とするところであった。

　24時間歩き続けるということは、大変な忍耐力

を必要とする。孤独との戦でもあり、睡魔との戦で

あり、疲労､空腹､苦痛との戦であもある。それ等の

すべてと戦いながら、それに堪え抜く精神－ガンバ

リズムの涵養になると信ずればこそ、江口先生は強

行遠足を立案されたのであった。

　けれども世間を挙げて賛成したわけでは決してな

い｡一部からは反対の声もあった。秋も深い信濃路

を夜をこめて歩くなどと言うことは、夜露が体にさ

わらぬ筈がない。病人が続出したらどうするつもり

か､無暴なことだと言うのである。併し江口校長は

周到な準備の下に実施なされた。その結果は、すべ

ての心配は杞憂に終って、大成功であった。生徒た

80－
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ちは精根を尽して歩み、健脚の者も脚弱の者も、快

い満足にひたっていた。江口校長が引退なされた後

の歴代校長は、先生の御意志を引継がれて今日に至

っている。戦時中一時中断されたが今年(昭和42・

1967年)は42回目になる。

　甲府中学が選んだ強行遠足の舞台は、国鉄中央線

に沿った国道を、長野県に歩むコースであった。１

年生で上諏訪まで到遠した者は、健脚者として草靴

を型どったメダルを与え、上級生は塩尻をメダル線

として表彰した。メダル線に達してもなお、余力の

ある者は102キロの塩尻からさらに15キロ先の松

本を目ざした。強行遠足の合言葉は117キロの｢松

本へ、松本へ！｣であったが、更に松本を通過して

152キロの大町に到着する者があって驚かされた

が､今迄の最高記録は大町を越えて167キロの築場

に行き着く者を生んだ。 24時間内に167キロを歩

くことが出来たのである。おそらく高校生としての

世界最高記録ではなかろうか｡驚くべき健脚者が生

まれたものである。

　終戦後甲府一高でいち早く復活しようとしたとこ

ろが､進駐軍の教育担当者は、軍国主義に通じる疑

ありとて、許可を渋っていたが､学校当局の熱心な

要求と実施内容の説明で、許可が下り21年(1946)

の秋には食糧不足に苦しみながら、実施することが

できた。

　昨今の自動車の激増は、信州往還を千人もの生徒

が、歩行することは極めて危険であることから、止

むを得ず佐久往還にコースを変更し、小海線に沿い

小諸を終点とせざるを得なくなってしまったので、

｢松本へ！｣の魅力が消え失せてしまったことと、

24時間を歩けるだけ歩くことが不可能になってし

まったけれども、時勢の移り変りでいたしかたのな

いことである。

　一昨年の秋(40年10月16日)第40回の強行遠足

が、ＮＨＫの｢スタジオ102｣の番組に取りあげられ

て、全国へ放送されて話題を呼んだ。世は一万歩運

動が提唱されて歩くことを奨励しているが故に、今

や強歩は時代の脚光を浴びて、もてはやされてい

る。甲府一高の強行遠足40年の歴史を省みるとき、

無暴なことと批判され､野蛮な行事とののしられた
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かと思うと、戦時中には戦場につながる健脚だとも

てはやされたこともあった。

　世間の批判がどうであれ、信念に基き黙々と40

年間歩み続けてきた歴史こそ貴い。強行遠足の創始

者の江口校長は、生徒に歩くくせをつけようと専ら

鼓舞激励されたが､先生御自身も必ず生徒に悟して

歩み、50歳を越えておられた老体で､毎年上諏訪ま

では歩行されて実践垂範された。秋深い甲府盆地に

展開されている歩け歩け運動を、地下の江口先生は

あの温顔に笑をたたえながら、じっと眺めていられ

るにちがいない。

　(大正14年卒　元甲府中学校教諭　昭和42年10

月16目・1967　甲府放送局から放送)

　　　　たわ　　　　挑まずひるまずたぢろがず

　　　　　　　　一江口先生と私－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小尾筒三

１．山岳部創設のこと

　大正14年、甲府中学の５年生の時であった。その

ころは全国的に見ても、中等学校には山岳部という

ものが､極めて少なかった。同級の有泉亨さん達と

謀って甲中に山岳部をつくろうということになっ

た。実はこれには時の校長江口先生の示唆に負うと

ころが多かったのである。その頃、先生は愛宕山下

の精乳舎に宿をとっておられて、私どもはそこへ夜

お訪ねしては、先生のお話を拝聴した。山岳部を正

式に学校から許していただき、諸準備をした時も、

先生のご協力を仰いだことも忘れられない。

　その年の８月11日から、駒仙丈、白根縦走という

当時としては、無謀に近い計画をはじめて決行する

ことにした。常盤町の野々垣邦富氏(日本山岳会員

　甲斐山岳会幹事)をリーダーに、有泉亨､武井真次

郎､柚木善次郎､宮川勝馬､矢崎太助､笹本武夫､小

池寿郷の皆さんと私とでいくことになった。ところ

が監督として行って下さる先生がない。そうなると

つぶれてしまう。ところが江口先生はご自分が当然

行くことにきまっているかのように打ち合わせ会に

おいでて、発言された。これには私どもの方が驚き

ｊ
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喜んだ。まさか壮年を過ぎた校長､全国中学校長会

長をなさっていらっしやる超多忙の校長江目先生か

ご同行して下さるとは思ってもいなかったのであっ

た。よくご決意なさったものである。これを今の教

育に携わる校長さん方と比較してみられるとよい。

　その山行は、５泊６白、深山幽谷、他にはわずか

４名のパーテーに逢っただけ。その間、終日24時、

先生のご人格に接して、その平凡なる偉大さをつく

づくと教えられ、このことは後の私の生涯を大きく

左右していたと思う。

　私どもは若いから、みちみち常に議論が絶えな

い。駒の不動岩の険路では運命論に花が咲いた。そ

の時､ニコニコ間いていらっしやった先生が、｢運命

なんて必然的のものはないんだよ、しかしね、きょ

うのリングがあすのリングを決定し、あすのリング

があさっての運命を決定するということはあるんだ

よ｡｣といわれたことは今もなお心に銘じている。

　それから仙丈の北馬鹿尾根で先生の笠が十数メー

トル浮遊して先生のところにおちて来たり、先生が

数メートルほど転落されて皆が心配したり、両俣の

小屋で友が病気になって先生が一晩眠らずに看病な

さったり、農鳥小屋がせまいので先生は寒風にさら

されながら一夜を小屋の外で過ごされたり、平凡な

ことだが､やはりえらいなあと思うことが多かった。

　白根縦走を終って西山温泉に下山した夜、｢数千

巻の書物を読んだよりも、この数日間の体験の方

が､感激がずっと深く、生涯に有意義であった｡｣と

先生はしみじみ語られたことが忘れられない。

　その後も先生は、山岳部の月例豊山には、都合の

つく限り参加下さった。恐らく山の感激が忘れられ

なかったものと推察申し上げている。その後、甲中

の講堂にアイガー東山稜初豊畢の槙有恒氏を招かれ

たのもこういう理由によるものと信じている。

　晩秋の一日、部員と茅ケ岳にお豊りになった。そ

の日、私が先生のお弁当をお預かりして、途中自分

のも加えてどうしたわけだか、全部紛失してしまっ

た。さてひる飯となって気がついた。私は顔色なし、

恐縮なんていうものではない、スッカリ元気を失っ

ていると先生は友達のさわぎで気づかれて。

　｢いいよ、いいよ、いいんだよ、だが君が困るだろ

f.

う。さあみんなわけ合うんだよ｡」といわれて、その

後は一言もたべ物のことをおっしやらず､朗らかに

しておられた。参加者一同「えらい先生だナァ」と感

心してしまった。書けばこれだけのことだが、その

日のふんいきから忘れられない出来ごとである。

２．強行遠足発足のこと

　その夏も終ってのある夜、先生のお宿をお訪ね

した時「人間は一体一日にどのくらい歩けるだろう

か｡」という話題になり、それから「あるけるだけあ

るいて見たい｡」という話になった。その数日後の

夜､有泉亭さんが寄宿舎から許可を得て私の宿の橘

町一番他の当時の小宮山圭助さんの宅に来られた。

そこには当時山岳部長の矢島種次先生もご厄介にな

っておられたのである。

　私どもはそこで秋の遠足にぜひあるけるだけある

くという案を一つ加えていただくように矢嶋先生に

お願いし、それから江口校長にも校長室でお願いし

た。実はそれは実に虫のいいわがままのお願いで、

今考えると身のちぢむ赤面汗顔のものであった。

　恐らく職員会議では多くの異論も出たろうと思

う。実はそのころはいい気なもので先生方におたず

ねもしなかったが､だんだん年をとって来ると恥か

しくなってくる。先輩の先生方、もう時効期間は過

ぎていよう。思い出してお赦しをお願いしたい。

　その虫のいい案なるものは、希望者は足にまかせ

て東京方面に午前八時から夕方まであるけるだけあ

るく、それで遠が不案内なので遠しるべをするとい

う意味で我々九名には午前四時に先発をゆるすとい

うものである。よく学校で許可したものだと思う。

　昇仙峡方面など遠足もあったが､私どもは笹子峠

で道を迷ったりして、夕やみ迫るころに上野原駅で

帰って来たが､後続の人達も同駅までは多勢来た。

　それにしても、整然たる立案も組織もなくてあん

な遠足をよくやらせたものだ。今ならば、ソレ県が

どうのこうのと、心配することだろう。こう踏み切

った江口先生はやはり大きかった。これが第一回の

強行遠足である。

　第２回からは信州方面に向かったが､成績は毎年

先生から関西の私のところにとどけて下さった。

－82－
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　甲府中学に奉職してからも私は先生が生徒と一緒

にあるかれるのを拝見しておどろいた。甲府駅で生

徒がビツコをひいているのに、ご自分は足かろがろ

と、いたわっておられたのが目に浮かぶ。

　強行速足は先生の一つの信念の現れである。

３．江口先生のご信念

　前の白州町長の古屋五郎さんの著書｢南十字星の

下に｣をいただいて読んだとき、まっさきに浮んだ

のは、江口先生のお顔たった。古屋さんの、あの不

義をにくみ正義をふまえ、弱者に同情して騎慢不遜

の輩に対して一歩も退かなかったいわゆる不挑不屈

の魂こそ、江口先生に培われた精神であると思った

のである。早速そのことを古屋さんに話した。もし

江口先生が､要領のよい教員であられたなら、退職

されるのが、もう１、２年はおくれたのではないか

と、その頃のかけ出しの自分にも思われた、……妙

ないみの官僚主義がありありと察知されたからである。

　先生に私が学んだことは、古い徳目的にいうと教

育愛､率直､淡泊、信念､誠意､信頼というようなこ

とであった。また他人の気持にまどわされたり、要

領のいいとか､空虚な宣伝とか、実力の伴わないみ

えとか大きらいだともおっしやった。

　今の高校で、大学入試に専心し、かつ進学指導や

組担任がいうような大学合格の数を誇り、点数の上

下を校長自身が堂々と公の席上で宣伝することな

どを、江口先生がごらんになったら、どうおっしや

るだろうか｡今の生徒諸君が､右や左に乗ぜられや

すいのも、広く社会を見る目がないからだろうと思

う。私は角材､ヘルメットの大学生の気持も、わかる

ように感ずる。教育には｢無用の用｣が必要なのだ。

　江口先生は信念の人であった。甲府中学の校歌の

｢挑まずひるまずたぢろがず｣ということばを思い､淡

泊という文字をみると、｢淡泊是高風｣の書が眼に浮か

ぶ､そうして先生の温和なお顔を思い出すのである。

　私は江口先生に生徒の頃から我値勝手を申し上げ

ていたことを恥かしく思い、同時にこの頃の教育界

の多事を思うて先生を偲ぶこと切なるものがある。

　　　　　　　　(大正14年卒　元甲府中学校教諭)

　　　　　　『江口俊博先生追悼集』(昭和44年)所収
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第80回強行遠足実施大網

f.

１．目的

　歩くことを通して自然に親しみ､大きく伸びやかな心を養うとともに、自己の体力の限界に挑むことによっ

て、日常では得られぬ貴重な体験を得ることを目的とする。そのため、各自が綿密な歩行計画のもと、健康と

身の安全の確保を回り、各人の体力に応じて自己のペースを保って歩行する。

２．期日

　平成18年10月15目(日)とする。 15目(日)が実施不可能な場合は中止する。

３．参加

　　(1)全員参加を原則とするが､健康診断の結果等で医師から参加を止められた場合は参加できない。

　　　参加者は、各自必要に応じて医師の診断を受けておくこと。なお､学校においても希望者並びに要注意

　　　者に対して健康診断を行なう。

　　(2)不参加者は、強行遠足の補助員になるので､係の指示を受ける。

４．実施方法

　　巾出発地点・コース・最終地点及び総距離

　　　①男子…学校から韮崎､須玉､高根､大泉､清里を経て野辺山までの55.4km

　　　②女子…須玉から男子と同じコースをたどり野辺山までの30.3km

　　(2)出発時刻及び制限時間

　　　①男子…15日(日)5時00分に出発して16時00分に終わる。

　　　　制限時間11時間00分

　　　②女子…15日(日)7時30分に出発して15時00分に終わる。

　　　　制限時間７時間30分

　　(3)出発式

　　　10月14日出　１校時　体育館にて次の行事を行う。

　　　①校長あいさつ　②激励のことば　③生徒代表宣誓　④係からの諸注意

(4)集合

　①男子は10月15目(日)４時15分までに登校し、４時30分にグラウンドの所定の位置に集合。

　　　係員の人員点呼､服装の点検を受ける。

　②女子は10月15目(日)５時30分までに緑が丘体育館の駐車場に集合し指定のバスに乗車し、係員の点

　　　呼を受ける。６時00分須玉町須玉小学校グラウンドに向け出発する。

(5)出発

　①男子は15日、５時00分号砲を合図に、所定の順序で出発する。

　②女子は15目、７時30分須玉小学校グラウンドにて号砲を合図に、所定の順序で出発する。

､｡(6)救護検印所

　別表のとおり９箇所の救護検印所が設けられており検印・集票・救護を行なう。

　要救護者は連やかに連絡して処置を受けること。また、休憩､食事､給水をとることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－86－
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(7)通過地の証明

　検印カードの検印により通適地は証明される。

(8)前進停止時刻

　　各検印所には前進停止時刻が設けられている。これは、この時刻以後に当所を前進しても、次の検印

　所の到着制限時刻までに到着することは不可能であると想定した時刻である。したがって、この時刻以

　後の到着者は前進できない。

(9)到着制限時刻

　　各検印所に到着制限時刻が設けられている。これは、後尾の者でも特別の事情がない限り、楽に到着

　し得ることを想定した時刻である。したがって、この時刻までに到着できない者は、一つ手前の検印所

　が最終到達地点となる。

(10)巡視

　巡視係を設けコースを常に巡視しているので、異常が起きた場合には連やかに連絡し処置を受けるこ

　と。また、交通整理､道路標示には必ず従うこと。

５．帰甲方法

　最終到達地点からの帰甲は､貸し切りバスを利用する。

６．医療救護対策

　　(1)事前の健康診断・安全対策(蘇生法講習会等)を行う。

　　(2)検印所に可能なかぎり医師・保健師・看護師を配置する。

　　(3)コース沿線に、医療機関を確保する。

７．注意事項

　次の事項を十分確認し行動すること。

　　(1)所定のコースを必ず通過すること。

　　(2)服装は体育着を着用すること。違反者の参加は認めない。

　　(3)学校での人員点呼時刻(女子はバス出発時刻)に遅れた者の参加は認めない。

　　(4)検印所においては、氏名栗を提出し、検印カードには検印を受ける。

　　(5)いずれの地点においても、前進を中止した者、又は、前進を停止させられた者は、検印カードをその検

　　　印所に提出する。(途中中止者は、最後に検印を受けた所が最終到達地点である｡)

　　(6)乗り物等で前進することを厳禁する。

　　(7)検印カードを紛失した場合には、直ちに係員に届けること。

　　(8)各自の体力に応じた歩行計画をたて、自己のペースを保って歩行すること。

　　(9)安全歩行のために、必ず右側通行を遵守すること。(指定された場所を除く)

８．終了宣言

　10月16目(月)９時30分までに登校し、２校時にＨＲで出欠・最終到着地点の確認その他の調査を受ける。

　10時00分に校長より｢終了宣言｣があり第80回強行遠足が終了する。３校時より通常授業となる。
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第80回強行遠足実施大網

f.

１．目的

　歩くことを通して自然に親しみ､大きく伸びやかな心を養うとともに、自己の体力の限界に挑むことによっ

て、日常では得られぬ貴重な体験を得ることを目的とする。そのため､各自が綿密な歩行計画のもと、健康と

身の安全の確保を回り、各人の体力に応じて自己のペースを保って歩行する。

２．期日

　平成18年10月15目(日)とする。 15目(日)が実施不可能な場合は中止する。

３．参加

　　(1)全員参加を原則とするが､健康診断の結果等で医師から参加を止められた場合は参加できない。

　　　参加者は、各自必要に応じて医師の診断を受けておくこと。なお、学校においても希望者並びに要注意

　　　者に対して健康診断を行なう。

　　(2)不参加者は、強行遠足の補助員になるので、係の指示を受ける。

４．実施方法

　　巾出発地点・コース・最終地点及び総距離

　　　①男子…学校から韮崎､須玉､高根､大泉､清里を経て野辺山までの55.4km

　　　②女子…須玉から男子と同じコースをたどり野辺山までの30.3km

　　(2)出発時刻及び制限時間

　　　①男子…15日(日)5時00分に出発して16時00分に終わる。

　　　　制限時間11時間00分

　　　②女子…15日(日)7時30分に出発して15時00分に終わる。

　　　　制限時間７時間30分

　　(3)出発式

　　　10月14日出　１校時　体育館にて次の行事を行う。

　　　①校長あいさつ　②激励のことば　③生徒代表宣誓　④係からの諸注意

(4)集合

　①男子は10月15目(日)４時15分までに登校し、４時30分にグラウンドの所定の位置に集合。

　　　係員の人員点呼､服装の点検を受ける。

　②女子は10月15目(日)５時30分までに緑が丘体育館の駐車場に集合し指定のバスに乗車し、係員の点

　　　呼を受ける。６時00分須玉町須玉小学校グラウンドに向け出発する。

(5)出発

　①男子は15日、５時00分号砲を合図に、所定の順序で出発する。

　②女子は15目、７時30分須玉小学校グラウンドにて号砲を合図に、所定の順序で出発する。

､(6)救護検印所

　別表のとおり９箇所の救護検印所が設けられており検印・集票・救護を行なう。

　要救護者は連やかに連絡して処置を受けること。また、休憩､食事､給水をとることができる。
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(7)通適地の証明

　検印カードの検印により通過地は証明される。

(8)前進停止時刻

　　各検印所には前進停止時刻が設けられている。これは、この時刻以後に当所を前進しても、次の検印

　所の到着制限時刻までに到着することは不可能であると想定した時刻である。したがって、こ９時刻以

　後の到着者は前進できない。

(9)到着制限時刻

　　各検印所に到着制限時刻が設けられている。これは、後尾の者でも特別の事情がない限り、楽に到着

　し得ることを想定した時刻である。したがって、この時刻までに到着できない者は、一つ手前の検印所

　が最終到達地点となる。

(10)巡視

　巡視係を設けコースを常に巡視しているので、異常が起きた場合には進やかに連絡し処置を受けるこ

　と。また、交通整理､道路標示には必ず従うこと。

５．帰甲方法

　最終到達地点からの帰甲は､貸し切りバスを利用する。

６．医療救護対策

　　(1)事前の健康診断・安全対策(蘇生法講習会等)を行う。

　　(2)検印所に可能なかぎり医師・保健師・看護師を配置する。

　　(3)コース沿線に、医療機関を確保する。

７．注意事項

　次の事項を十分確認し行動すること。

　　(1)所定のコＴスを必ず通過すること。

　　(2)服装は体育着を着用すること。違反者の参加は認めない。

　　(3)学校での人員点呼時刻(女子はバス出発時刻)に遅れた者の参加は認めない。

　　(4)検印所においては、氏名票を提出し、検印カードには検印を受ける。

　　(5)いずれの地点においても、前進を中止した者､又は、前進を停止させられた者は、検印カードをその検

　　　印所に提出する。(途中中止者は、最後に検印を受けた所が最終到達地点である｡)

　　(6)乗り物等で前進することを厳禁する。

　　(7)検印カードを紛失した場合には、直ちに係員に届けること。

　　(8)各自の体力に応じた歩行計画をたて、自己のペースを保って歩行すること。

　　(9)安全歩行のために、必ず右側通行を遵守すること。(指定された場所を除く)

８．終了宣言

　10月16日(月)９時30分までに登校し、２校時にＨＲで出欠・最終到着地点の確認その他の調査を受ける。

　10時00分に校長より｢終了宣言｣があり第80回強行遠足が終了する。３校時より通常授業となる。
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集合及び出発に関する事項

f

、

【男子の部】

１．集　合

　10月15日(目)４時15分までに登校し、４時30分に校庭の所定の場所に集合する。

２．集合場所

　校庭指揮台前に、南向きに西から、３年、２年、１年の順に各クラス一列縦隊で出席番号順に整列。

　整列したところで係員の人員点呼､服装・携行品の点検を受ける。

３．出　発

　出発は次の要飯による。

　　(1)出発時刻：３年＝５時00分　　２年＝５時05分　　１年＝５時10分

　　(2)出　　発：校長の出発の号砲とともに、各クラスの係員から一人一人出席番号順に検印カードを受け

　　　　　　　　　取り、逐次出発する。

【女子の部】

１．集　合

　10月15目(日)５時30分までに緑が丘体育館の駐車場に集合。

　別紙のバス乗車要領に則り、５時45分までに指定のバスに乗車し､係員の点呼を受ける。

２．発　車

　６時00分に発車し須玉小学校グラウンドに向かう。所要時間は約40分。

３．集合場所

　須玉小学校グラウンドに北向きに、東より、３年、２年、１年の順に各クラス１列縦隊、出席番号順に整列

する。

４．出　発

　出発は次の要領による。

　　(1)出発時刻：３年＝７時30分　　２年＝７時35分　　１年＝７時40分

　｀(2)出　　発：教頭の出発の号砲とともに、各クラスの係員から一人一人出席番号順に検印カードを受け

　　　　　　　　　取り、逐次出発する。

５．注　意

　　(1)早朝なので遅刻しないように、特に家庭の協力を得ておく。

　　(2)5時45分の点呼までに間に合わなかった者の参加は認めない。

＊スタート地点に直接来ても参加させない。

＊韮崎以北在往者で事前申し出をした者は、６時40分までに須玉小学校グラウンドに集合する。
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勤　　務 概　　要 (注：Ｐは保護者の略)

【救護検印所の任務】

１．学校集合時刻、配車、出発時刻、現地集合時刻を事前に確認しておく６

２．主任は、P協力者の役割分担、配置箇所、ローテーション等を事前に決めておく。

３．現地到着後、関係箇所にあいさつ､打合せを行ない準備にかかる。

４．主任は、Ｐ区間指導係と担当区間を一巡し、道路の状況を把握する。拠点指導箇所、安全指導重点区間、指

　導方法等を確認し、安全歩行のための道路標示を適切に行なう。

５．救護検印所を設営する。(生徒の流れを考慮して設営する｡)

　　(1)救護検印所名標を明確に掲げ､所在が明確になるように工夫する。

　　(2)検印、氏名票回収、チェック等の場所。

　　(3)救護､給水､休憩場所。

６．生徒通過の際の任務

　　(1)検印カードヘ検印。

　　(2)氏名票回収｡氏名一覧表で通過者のチェック。

　　(3)生徒の救護､休憩､給水の補助。

　　(4)後尾遊行係到着後、前所出発人数、途中中止者数(氏名)、到着者数、当所中止音数(氏名)、前進音数を

　　　集計確認｡次所・本部・後尾道行係へ連絡。

　　(5)報告書、中止者一覧表の作成。

　　(6)当所残留者(中止者、区間中止者)の帰甲指導。

７．検印カードを提出させる場合

　　(1)当所での中止者及び前進停止時刻以後の到着者は、検印カードに検印し、検印所名を記入して回収す

　　　る。

　　(2)到着制限時刻以後の到着者は、検印カードを提出させ､到着した倹印所の上に｢時間外｣と書く。

　　(3)途中中止で輸送されてきた場合は、倹印カードを提出させ、カードの最後の検印の次の矢印の上に｢途

　　　中中止｣のスタンプを押す。

８．後尾道行

　　(1)男女それぞれ前進停止時刻前に出発した最後尾生徒を確認し、後尾遊行の係りが追いつくまで遊行する。

　　(2)出発の際は前進音数を確認し、途中巡視係等に最後尾であることを連絡する。

　　(3)道行にあたっては、安全歩行に注意する。

９．救護検印所は、後尾遊行係到着後、人員確認・報告・残留者の帰甲乗車完了後､残務整理をして撤収する。

　　ただし､次の検印所へ最後尾者が到着し､人数の確認が終了するまでは連絡が確実に取れるようにしておく。

　　＊運搬依頼する物品は、持運びやすいように梱包すること。運搬依頼リストに変更のある場合は担当連

　　　搬班に連絡する。

１０．関係箇所にあいさつ、本部への最終連絡後､解散・帰甲する。

１１．その他

　　(1)先頭到着後ただちに、その旨を次所、次々所、本部に連絡する。

　　＊連絡先は事前に主任同志で確認しておく。

　　(2)本部への連絡は次の通り

　　　ア　救護検印所開設諸準備完了　　　　イ　先頭到着　　　　　　ウ　後尾係到着後人員確定

　　　工　撤収完了帰甲直前　　　　　　　　オ　その他必要に応じて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－89－

ｊ



ｌ

f.

(3)各検印所からの回収バス並びに野辺山からの最終便(17 : 00発)までに残留生徒全員が乗車できるよ

　　うに指導する。

(4)原則として、回収バスを利用し緑が丘体育館前からは自力で帰宅させるが、それができない場合は、主

　　任の判断でP車をお願いする。主任は、その旨を必ず本部に連絡する。

(5)何らかの理由で回収バスに乗車できない者がいた場合は、その旨を本部・バス乗車係・学校並びに家

　　庭に連絡し、その者の所在を明確にし、1名は残留して対処する。

(6)各検印所の主任は、全員の生徒が回収バスに乗車した後､乗車人数を確認し、本部とバス乗車係に人数

　　を報告する。

【区間指導係(巡視・拠点指導)】

　　担当区間を主任と一巡し、道路状況を把握する。拠点指導箇所､安全指導重点区間､指導方法等を確認し、

　安全歩行のための道路標示を適切に行なう。主な任務は次のとおりとする。

１．各救護検印所を本拠とし、所定の区間の巡視を行い、歩行状況の監視と指導､事故発生防止と処置､救護

　連絡､道路標示の確認・維持等行なう。車には車旗等を付け、巡視車であることを明確にする。

２．道路標示を必要とする箇所には、道路標示方法を参考に適切な表示を行ない、消えた箇所があればただち

　に補修する。

３．途中中止の生徒を本拠の救護検印所へ輸送し、主任に引き渡す。

４．検印所の前進停止時刻には検印所で待機し、後尾遊行係が前進停止時刻までに到着しない場合は、後尾道

　行係に追い付かれるまで後尾を遊行する。

５．拠点指導係は、交通量の多い交差点・危険箇所・連いやすい交差点等に駐在し、生徒通過の際の安全歩行

　の指導をする。

６．信号機のある交差点では信号機に従い､信号機の無い交差点では､車を優先させ安全歩行を第一に指導する。

７．危険な行為を発見した場合には、厳重に注意し、氏名・内容を主任に報告する。

８．後尾遊行係に出会った際に任務を打切り本拠に戻る。残務整理・撤収作業を応援し、主任の解散宣言後帰

　甲する。

９．勤務終了後であっても他地域への移動応援は厳に慎しむこと。

【全線巡視係】

１．各救護倹印所間の連絡を行ない、歩行指導等全線にわたって巡視する。

２．別に巡視計画をたてる。

３．各車には標識を付け、強行遠足用車両であることが明瞭となるようにする。

４．各車には必要な備品(薬品類、ライト、石灰等)を携行していく。

【その他の係】

Ａ：男子集合出発係

Ｆ：学校勤務

Ｂ：女子集合係

Ｇ：バス乗車・降車係

Ｃ：女子出発係　　Ｄ：全線巡視係　　Ｅ：記録・撮影係

Ｈ：運搬係

【その他】

１．登校目に各検印所主任は、回収した検印カードをクラス毎に分け、職員室の所定の机上に置く。

　　田ぐΓはこれを持ってHRへ行き、一人一人の到達地点を確認し、出席簿に到達地点名を記入する。
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　　その後､検印カードは生徒に返却する。

２．報告書は必要事項を記入して、担当に、氏名票､氏名一覧表は係の指示した場所に返却する。

３．薬品は保健室に、その他の物品は物品係が指定した場所に返却する。

１

◇
道
路
脇
の
崖
崩
れ

石灰の場合

２　表示板の場合

道路表示などの方法
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【備考】

(1)閉止線は×を用いない。

(2)矢印は道路側方の消えにくい

　　場所に書く。

(3)駐在指導員がいない場所では

　　特にわかりやすく書く。

【備考】

(1)石灰で標示できない場所では立ち木、

　　電柱､壁等利用して掲示板を掲げる。

(2)歩行してくる生徒から見えやすい位置

　　に掲げる。

(3)終了後は取り外し持ち帰る。

【備考】

残りlkm､2kmの垂れ幕を正しく設置する。

(車の走行距離メーターを使用し､次の検印所からlkm及び2km戻ったところに設置する)
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参加生徒に対する注意事項

＊交通事情が年々悪化し､工事箇所も多い、｢自分の生命は、自分で守る｣という心構えで参加するよう指導する。

１．服装

　　(1)上下とも体育着(半袖､ハーフパンツ可)

　　(2)運動靴〔履き慣れた物〕

２．携行品(下記の物は、全て必携です｡上手に整理して、出しやすいようにしておく。)　　　　　‘

　　(1)検印カード(出発時に渡してもらい、紐を通す｡濡れない工夫をする｡)

　　(2)氏名票〔男子９枚｡女子６枚〕(しわにならないように。なくさない。落書きをしない｡)

　　(3)食料〔弁当(１～２食)、飴類､飲み物〕

　　(4)防寒具・雨具

　　(5)着替え(ビニール袋に入れ濡れない工夫を。着替えたものは別のビニール袋に入れる｡)

　　(6)デイパック、ナップサック等バッグ類。

　　(7)生徒用実施要覧､地図、歩行計画表

　　(8)薬品(絆創膏、テーピングテープ､塗り薬等)

　【注意】①携行品の(1)～(8)まで点検時になければスタートさせない。

　　　　②標高差1000m以上、50km余りの行程は、途中で天候の急変が起こり得る。天候の急変にも対処で

　　　　きる万全の準備をしておく。特に、男女とも寒さ対策としてウインドブレーカー・ジャンパー・手袋

　　　　等を、雨対策としてポンチョ・カッパ等を必ず携行する。

３．歩行について

　　(1)決められたコースを通過する。コースの事前研究をしておく。(距離表・コース略図参照、万が一コー

　　　スを間違えた場合は、近くの検印所に電話する等､早めの対応をする。実施要覧を必ず持参する｡)

　　(2)歩行計画を作成し、計画的に歩行する。(歩行計画立案図・通過時刻表参照)

　　(3)右側歩行(指定区間を除く)、一列歩行を厳守する。

　　(4)歩道がある区間は、必ず歩道を歩行する。

　　(5)信号等交通法規に従う。車優先に歩行する。

　　(6)交差点､見通しの悪い箇所では、安全を確認して歩行する。

　　　＊後半は体が思うように動かない。余裕を持って横断しなさい。

　　(7)迷いそうな場所には係員がいるので、その指示に従う。また、係員がいない場所には道路標示がしてあ

　　　　るので、それに従う。

　　(8)途中で具合の悪くなった時は、道路脇の目に付く所で休み､他の生徒や区間巡視の方、また、過行人に

　　　連絡してもらい救護を受ける。

　　(9)途中で雨になっても、本部の指示があるまで続行する。

　　(10)コースを間違えたり、検印漏れや不正があると失格となる。

　　(H)履き慣れた運動靴を使用する。

４．帰甲乗車について

　各検印所より貸し切りバスに乗車して、帰甲する。バスの下車は、緑が丘県営体育館前の駐車場とする。到

着後は直ちに帰宅する。

５．実施の有無について

　(次頁、｢強行遠足中止時の要項｣及び｢強行遠足に間するラジオ放送｣参照)

　強行遠足に関するラジオ放送を間いて行動する。急に悪天候になった場合､クラス緊急連絡を通じて連絡する。
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　＊学校､放送局に問い合わせをしてはならない。

６．その他

　　(1)強行遠足の意義は、｢自分の力で｣｢自分の責任で｣参加することにある。便利な世の中であるが、あえて

　　　便利なものを利用しないで｢自分だけの力｣でどこまでできるか挑戦する。

　　　また、｢安全策一｣を考えて参加する。

　　　①スタートからゴール・帰宅まで想定し、必要なものはすべて自分で背負っていく。

　　　②お金に頼らない。救護検印所は、給水のみ､他を期待しない。

　　　③ただし、具合の悪いものは遠慮せず申し出て処置を受ける。

　　　＊各救護検印所には医師か看護師が待機している。

　　　(2)気温の変化に応じた適切な服装で歩行する。

　　　①半袖の体育着の上に長袖の体育着を着用し、気温の変化に応じて変えていく。

　　　②天候の急変にも対処できる準備をしておく。

　　(3)力を出し切るために

　　　①オーバーペースに注意する。歩行計画作成資料を参考に目標到達地点(時刻)から割り出した自己の

　　　　ペースを守る。

　　　②エネルギーの補給を計画的に行なう。

　　　＊歩行計画に食事場所(時間)を組み入れ､計画的にエネルギーを補給する。

　　　③休みすぎない。

　　(4)甲府一高強行遠足に参加する上での｢自分の責任｣を果たす。

　　　＊ゴミの投げ捨て、食べ歩き、落書､だらしない服装等疲れている申であっても、行動には十分注意する。

　　(5)集合時刻に遅れない。

　　　＊人員点呼時刻４時30分(男子)・バス出発前点呼時刻５時45分(女子)に遅刻した者の参加認めない。

　　(6)10月16目(月)9:30までに登校する。

　　　＊10時00分からの｢終了宣言｣により第80回強行遠足は終了する。

強行遠足中止時の要項

１．前日に悪天候が予想されるとき

　　(1)判定委員は中止と決定したら連やかに職員連絡網により全職員に、連絡する。

　　　＊学校は休業とする。

　　(2)関係機関には、職員が分担して確実に連絡する。

２．当日に悪天候となった場合

　　(1)夜中、急に悪変した時

　　　●判定委員は午前Ｏ時00分に会合し、実施の可否を決定する。

　　　●中止の場合は、連やかに職員連絡網により全職員に、クラス担任はクラス連絡網により全生徒に連絡

　　　　する。

　　　●多数の生徒の登校も考えられるので､教室を関放し、帰宅の安全と翌日への指導を徹底する。

　　　　＊当日は休業日として扱う。

　　　●関係機関への連絡を徹底する。
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(2)スタート後､途中中止が必要となった時

　　●本部で各救護検印所などから情報を収拾し校長・教頭・本部で協議し、途中中止を決定する。

　　●本部(教頭から)より、各救護検印所に緊急の連絡を取り、善処にあたる。

　　●関係機関にも密接な連絡をとるとともに、生徒回収の方策をたてる。

　　●生徒輸送先は学校とする。

〈連絡方法〉

　　●本部から各救護検印所及び学校勤務者に連絡し、学校勤務者は各先導､巡回車に連絡する。

　　●各巡回車は歩いている生徒及び拠点指導にあたっている協力者に連絡し、協力者にはその区間の生

　　徒が回収されるまで待っていてもらう。

〈生徒回収〉

　●男女最後尾車は各救護検印所間の最後尾の者から次の救護検印所へ移送する。

　●バスは救護検印所で待機させる。

〈検印カードの回収〉

　　●各救護検印所の主任が集計し、結果を本部に連絡する。

　　●完走についての扱いは、終了後､本部で協議し、決定する。

　　　　　　強行遠足に関するラジオ放送(ＹＢＳラジォ)

【10月１４日(土)】(YBSラジオ)765KHz

夕方　１回目(17 : 50～17 : 57)(山日ニュース)

　Ａ　実施の場合｢甲府一高の強行遠足は､明日計画どおり実施する予定です｡｣

　Ｂ　中止の場合｢甲府一高の強行遠足は､明日は中止とし､本年は中止とします｡｣

夜　　２回目(22 : 29～22 : 30)(番組終了後ＣＭ)

　Ｃ　実施の場合｢甲府一高の強行遠足は､明日計画どおり実施します｣

　Ｄ　中止の場合｢甲府一高の強行遠足は､明日は中止とし､本年は中止とします｡｣

注意事項

１．上記以外の指示はない。 YBSラジオ放送どおりに行動すること。

２．ＹＢＳラジオ放送時間に変更がある場合には連絡をします｡注意しなさい。

３．放送局や学校に問い合わせの電話をしてはならない。

４．出発してからの天候の急変時における行動は、最寄りの救護検印所の指示に従うこと。

－94－
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強行遠足実施･中止の判定パターンとその後の対応

17:00

21:00

0:00

帝位　　　　　　　　　　ｒｈＩＬ　　　　　　　　　　帝位　　　　　　　　　　宙砥
八jJU5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

cSzご111,と

-　　　　　　　　　　-ヽ
μ５　　　　　　　　　　　　　　　　　八ZJ15

・L　　　　　　　　　　　　　　　　　lztご･をと

フζIJU5

ggliと

｢‾｢' -L1　　　　　　　　　　　　　　　　　六1｣巴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r十11μ

実施　　　　　　　　中止　　　　　　　　中止　　　　　　　　中止

☆YBSへの連絡(進藤)

○判定委員は第２報判定

　情報収集

☆中止判定が出しだい職

　員最終打合せ

○関係機関への連絡(体

　育振興係)

○医療関係者(鈴木､小野)

○同窓会参加者(斉藤正)

OPTA正副会長､保体正副

　会長(斉藤正)

　学校は休業

☆判定委員は中止決定後

　連やかに職員連絡網で

　全職員に連絡する。

○関係機関への連絡(体

　育振興係)

　警察､バス業者など

○医療関係者(鈴木､小野)

○同窓会参加者(斉藤正)

OPTA正副会長(斉藤正)

　学校は休業

☆判定委員はＯ：００に会

　合し､実施の可否を決

　定する｡中止決定後連

　やかに職員連絡網で全

　職員に連絡する｡担任

　はクラス連絡網で連絡。

☆多数の生徒の登校も考

　えられるので､教室を

　関放し､帰宅の安全と

　翌日への指導を徹底す

　る。

○関係機関への連絡(体

　育振興係)

　警察､バス業者など

○医療関係者(鈴木､小野)

○同窓会参加者(斉藤正)

OPTA正副会長､保体正副

　会長(斉藤正)

　学校は休業

5:00 スタート時

　中止
☆本部で各救護検印所などから情報を収拾し､校長､教頭本部で協議し､途中中止を

　校長決定する

☆本部(教頭から)より各救護検印所に緊急の連絡を取り､善処にあたる。

☆関係機関にも密接な連絡をとるとともに､生徒回収の方策をたてる。

☆生徒輸送は学校とする。
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勤務地別人員一覧表

１

記号 勤　務　場　所 腿新翻刻 人数 記号 勤　務　場　所 腿新顔刻 人数

Oの1 美和田旅館南(左折) 4:50 ２ Ｏの20 敷島総合文化会館入口(直進) 5:10 ３

Ｏの２ 緑が丘接骨院南(横断) 4:50 ２ 〇の21 敷島GS北(直進) 5:10 ２

Oの3 緑が丘運動公園線(横断) 4:50 ３ Oの22 敷島バス停束(直進) 5:10 ２

〇の４ 甲府北中(右折)北東(左折) 4:50 ２ Ｏの23 登美の坂旧道入口(直進) 5:15 ３

Ｏの５ 武蔵野入口(横断) 4:50 ２ Oの24 登美の坂旧道出口(直進) 5:15 ２

Ｏの６ 湯村通り(横断) 5:00 ２ 〇の25 大屋敷手前T字路(直進) 5:15 ２

Ｏの7 高久川旅館北(右折) 5:00 ３ 〇の26 高原団地入口(直進) 5:15 ２

Oの８ 水道道千塚3丁目(横断) 5:00 ２ Ｏの27 竜地変則交差点(横断) 5:15 ２

Oの９ 水道道干塚5丁目(横断) 5:00 ２ 〇の28 関谷橋(直進) ５：１５ ２

Oの10 水道道新藤商店南(横断) 5:00 ２ Oの29 竜地交差点(直進) ５：１５ ２

Oの11 山宮上町バス停(横断) 5:05 ２ Oの30 下今井東(右折) 5:20 ２

Oの12 県道甲府昇仙峡線(横断) 5:05 ２ Oの31 下今井ガード下(給水) 5:20 ２

Oの13 甲府北西中手前(左折) 5:05 ３ Ｏの32 下今井交差点(右折) 5:20 ２

Oの14 ハ幡橋(直進､左側通行) 5:05 ２ Oの33 塩崎駅入口(直進) 5:20 ２

Oの15 敷島金属北(左折) 5:10 ３ Ｏの34 塩崎□(直進) 5:20 ２

Oの16 敷島金属西(右折､横断､南進) 5:10 ２ Ｏの35 双葉西小(直進) 5:20 ２

Oの17 敷島中入口(直進) 5:10 ２ Oの36 宇津谷(未歩道区間指導) 5:20 ２

Oの18 敷島西町交差点(右折) 5:10 ３ Ｏの37 田畑交差点(直進) 5:20 ２

Oの19 敷島西(直進) 5:10 ２ 81
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記号 係　名 所属 係職員氏名（　）:兼務　○:責任者　○:主任 職 Ｐ 医 看 同
Ａ 男子集合出発係 ○高瀬校長(D)･奥田教頭(本部十C)･神津教頭(C十4)

　花輪事務長(D)･平賀(D)

○川崎(F)･小林欣(B十Ｃ十D)･花輪(D)･穎川(C十4)

　丸山衛(B十F)･中津(D)･井上(B十Ｃ十Ｇ)

１１

Ｂ 女子集合 ○川崎(A十F)･小林欣(A十Ｃ十D)･斉藤(G)･柳沢(C十Ｇ)

　井上(A十Ｃ十Ｇ)･丸山衛(A十F)

６

Ｃ 女子出発 ○神津教頭(A十4)･○小林欣(A十Ｂ十D)･穎川(A十4)

　小宮山(4)･石井(4)･藤巻(3)･柳沢(B十Ｇ)

　井上(A十Ｂ十Ｇ)･同窓

８

Ｄ 全線巡視 ○高瀬校長－○花輪(A)･花輪事務長一平賀(A)

　小林欣(Ａ十Ｂ十C)･中潭(A)同2名･中島勲(C)同2名

７ ７ ６

1の1 田畑~韮崎ｲﾝﾀｰ西問指導 韮崎 韮崎インター西交差点まで 29 ２

１ 韮崎救護検印所 ○浅川(Ｇ)･藤森(9)･能美(G)･渡遺浩(Ｇ) ４

2の1 韮崎ｲﾝﾀｰ西~小田淵指導 中田 小田川国道合流点 25 １ ２
２ 中田救護検印所 ○鈴木(Ｇ)･山名(Ｇ)･鶴田恵(G)･風間(G) ４

3の1 小田川～二日市場指導 須玉 二日市場農道出口まで 30

３ 須玉救護検印所 ○高橋(H)･藤巻(C十Ｈ)･古畑(H)･矢崎(H) ４ １ ２
４の1 二日市場～五町田上間指導 高根 五町田上まで 53
４ 高根救護検印所 ○神津教頭(C)･○松島･小野･若尾･小宮山(C)･石井(C) ６ １ ２

5の1 五丁田上～浦川間指導 若林 浦川バス停まで 30

５ 若林救護検印所 ○湯泉･長田･戸渾一千野 ４ １ ２

6の1 油川～大間間指導 大泉 大開･天女山荘まで 30

６ 大泉救護検印所 ○望月學･加藤･小林理･秋山 ４ １ ２

7の1 大聞～清泉寮入口問指導まきば 清泉寮入口まで 24
７ まきば公園救護検印所 ○衣田一興水･飯島･川遵･曲淵 ５ １ ２

8の1 清泉寮入口～学校寮間指導 清里 国道141号合流地点;学校寮入口交差点まで 26

８ 清里救護検印所 ○古屋･小泉･猪又･田中･AET ５ １ ２

9の1 学校寮入口～野辺山間指導 野辺山 野辺山ゴール先;旧野辺山観光案内所まで ３５

９ 野辺山救護検印所 ○伊神･須藤･日野原･石原･中島奈･西川･藤森(1) ７ ２ ２ ４

本部 ○奥田教頭(A十C)○進藤･鶴田 ３

Ｅ 記録撮影 ／ ○望月祐･根津･有泉 ３

Ｆ 学校勤務 ／ ○川崎(A十B)･丸山衛(A十B) ２

Ｇ バス乗車･降車

野辺山バス乗車

／ ○斉藤正(B)･柳沢(B十C)･井上(A十B十C)

　{浅川･能美･渡遍}(1)･{鈴木･山名･鶴田恵･風間}(2)

○斉藤章

１０

１

一

一

糎

●

Ｈ 運搬班 ／ ○権太･望月光一大久保･萩原･三村 ５
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男子出発

一　ｔ

12.5km

　４

①韮崎
　↑

６．１ｋｍ

　４

②中田
　ｔ

6,0km

　４

③須玉
　キ

8.5km

　４

④高根
　ｔ

４,１ｋｍ

　４

⑤若林

ｌ

４,１ｋｍ

北西中前

1,9km

敷島バス停東

2.0km

竜地交差点

2,0km

双葉西小前

2,5km

強行遠足区間距離表

⑤若林
　ｔ

4.3km

　↓

⑥大泉
　ｔ

2.1km

〈信号〉韮崎高校入口

2.4km

〈信号〉駒＃

1.6km

2.3km

〈ｲ君号〉桐の木橋

1.3km

〈信号〉須玉IC下ガード

2.4km　　　　=

2.1（1.6）1-

二日市場農道

1.1km

トーソク北

2.7km

万年横線合流

2.6km

2.0km

五町田上

0.7km

下井出

1.4km

全長

女子出発

一　f

8.0km

４

女子３０．３ｋｍ
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3.7km

⑦

　４

まきぱ

　ｔ

5.2km

　４

⑧清里
　キ

5.0km

　　１

⑨野辺山

j
. .

0.5km

〈信号〉若林交差点

1.9km

石堂

1.0km

〈信号〉清里高原大橋入□

0,9km

1.7km

大開〈天女山荘〉

0.9km

〈信号〉天女山入口

0.7km

西沢橋

0.4km

0.9km

まきぱ公園駐車場入□

1.0km

清里寮入口

0.8km

〈信号〉美しケ森

1.3km

学校寮

1.2km

0.4km

〈信号〉学校寮入口

2,2km

JR最高地点(踏切)

2.4km　　　　r一一

男女終点
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歩行計画立案参考図

f.

教護検印所
霖　　　　　　　　　　　　　　　蒜　　　　　　出　　　　　　里　　　　　　　　霜　　茸　　iU含　　　望　　　ｍ

男
子

到着制限時刻 5:00　　　　　　　　　　　　　　　7:50　　　　　9:10　　　　　10:25　　　　　　12:00　　12:50　　13:45　　14:30　　　15:40　　　16:00

前進停止時刻 7:35　　　　　8:50　　　　　10:05　　　　　　11:35　　12:25　　1 3:20　　14:05　　　15:10

女
子

到着制限時刻 1 0:30　　1 1:25　　1 2:30　　13:20　　　14:30　　　1 5:00

前進停止時刻 9:55　　1 0:50　　1 1:55　　12:45　　　1 3:50

検印所通過予定時刻 （　　）　　　（　　）　　　（　　）　　　　　（　　）　（　　）　（　　）（　　）　　（　　）　　（　　）

男子 女子

B

B’

時間 時間

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

　９

　８

　７

　６

　５

１１

１０

　９

　８

　７

　６

　５

　４

　３

　２

　１

A(A')トップの通過時刻(77回のトップのペース） /
１５

１４

１３

１２

１１

１０

　９

　８

７．５

７．５

　７

　６

　５

　４

　３

　２

　１

標高

1400

1200

1000

800m

600m

400，

200m

B(B')野辺山到着制限時間を全て使っての検印所通 過時刻 芦ぐ プノ
Ｃ　　　標高を示したコース断面図

/
づ乙

11:ノ ~･~'~'~'ゝ
　13:50

C

1350

/
了こ． ･レ

/

　12:39

/
/

11:29　/ヽ.匹 11:48
A’

/一･-一一 匹 10:50

9.11 竺一之
匹

11:00

A

11:03

　　　　　,a･〃｀fgt
。ﾆﾚご

．,ヴー・゛
ム ダノ

　9:53

8:18　ノ ここに
/
/

/ 10:23

こと

･～‘～'へ'へ､／｀
／'へ'へ'～‘～｀～'' 8:46 ノ /

/
/ 9:(y6

/
/

7:32

/

/
ノ 7:59

/_ ノ
/

6:38
＊Ａ Ｂ：男子用

｡
/-一一一一‾‾ ＊A’ B’:女子用

男
子

出発からの距離 0　　　　　　　　　　　　　　　　12.5　　　　　　18.6　　　　　　24.6　　　　　　　33.1　　　37.2　　　41.5　　45.2　　　　50.4　　　　55.4

区間距離 １２．５　　　　　　　　　　　　　６．１　　　　　　　６．０　　　　　　８．５　　　　　　４．１　　　　４．３　　３．７　　　　５．２　　　　５．０

女
子

出発からの距離 0　　　　　　　　　　　　8.0　　　12.1　　　16.4　　20.1　　　　25.3　　　　30.3

区間距離 ８．０　　　　　　４．１　　　　４．３　　３．７　　　　５．２　　　　５．０

－100－
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編集後記

　平成18年（2006）、甲府一高強行遠足は、第80回の節目の年を迎えることが出来ました｡歴史をたどれば、

その遠のりは、決して平坦なものではなく幾多の困難の連続であったことがしのばれます｡はかり知れないほ

どの多くの方々からのご協力により、今日まで続けられておりますことに、心より敬意を表し感謝申し上げた

いと思います。

　この強行遠足に参加した生徒たちが皆一様に感じるのは、自分への自信と学校への誇り、そして友情と人の

温かさに触れることのできる素晴らしい行事であるということです。

　江口校長は、「一切の妥協と怠慢とを排して、精根限り歩く」この精神に基づいて強行遠足を始められました。

往時より現在にいたるまで、一高生､一人一人がその源流に向かって歩きつづけているからこそ、この行事が

80回も連綿と続いているのだと思います。

　にこやかに秋の陽を浴び十八里（今村露外宗匠）

　江口校長は六十歳にならんとする身で、生徒と共に毎年十八里を歩いて、上諏訪まで行かれるのを例とされ

ていました｡強行遠足が続く限り、きっとその温顔に笑みをたたえながら、一高生を見守りつづけられているこ

とでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤　忍）

■

■

題　　字

写真提供

斎藤章

大月市､松本市､木曾町観光協会、大町市観光協会、小諸市､ササモトスタジオ

　　　　　第80回強行遠足記念誌

　　　　　『歩け、精根のかぎり』

平成19年(2007年)3月１日発行
編
発
集
行

編集委員

山梨県立甲府第一高等学校

第80回強行遠足記念誌編集委員会

加藤忍・斉藤正敏・進藤和弥・斎藤章・大西勉

〒400－0007　山梨県甲府市美咲二丁目13－44

　　　　　　　　電話　０５５－２５３－３５２５

印刷所　㈱薬袋印刷所

－101－

.t
溥



●

ｉ－一一

Ｚ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112
	page113
	page114
	page115

